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    　猟師の間には不文律が一つある。


    　それは「一つところに留まらない」こと。


    　猟師が定住した土地には獣が近寄らなくなる。山や羊ぎも、鹿も、兎うさぎも、鳥も。


    　草地は虫の楽園となり、水場にはせせらぎだけが残される。


    　獣の絶えた世界は塩を欠いた料理のように虚うつろだ。


    　猟師を厭いとうあまり住すみ処かを放棄した獣は、村落や街道に出没する。


    　獣と人間は不幸な出会い方をすることが多い。野兎を追う子供は木の幹に顔をぶつけ、機嫌の悪い猪いのししは大人の腿ももに噛かみつく。飛び出した鹿に驚いて曳ひき馬が荷台をひっくり返す。


    　かくして安住の地を見つけたはずの猟師は再び獣だらけの土地へ駆り出されることとなる。


    　もしくは、自発的に移住を余儀なくされる。獣の居ない土地で猟師が生計を立てることはできないからだ。


    　だから古き時代の猟師たちは不文律を作った。


    　それは「一つところに留まらない」こと。
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    「──おかしな話ではありますが」


    　私は言葉を切り、ぐるりと周囲を見渡した。


    「我々猟師は人間以上に獣への配慮を欠かしてはならないのだそうです」


    　誰も、ひと言も発しなかった。


    　私は彼らに理解が染み込むのを一分ほど待ち、おもむろに切り出す。


    「お金は納めますし、ちょっとした力仕事もお手伝いします。もちろん虫や獣の駆除も請け負います。……長くても一週間ほどで構いません。私をこの村に滞在させてくださいませんか？」


    　要望を過不足なく述べた私は返答を待った。


    　小さな集会所に寄り集まった男たちは難しい顔のまま何ごとかを囁ささやき合っている。おそらく彼らの総意に意味はない。彼らは私の提案を検討するフリをしながら、一人の老人の言葉を待っている。


    （これはダメかな）


    　私は場に漂う沈黙から曖あい昧まいな拒絶の意図を感じ取っていた。


    　鎧よろい戸どの外を見やれば、飴あめ色いろの夕陽が地平線の向こうに沈んでいくところだった。


    　気温はまだ高いが、そろそろ夜が来る。もし滞在を断られたとして、ここまでの道中に夜を越せそうな場所はあっただろうか。


    　そんなことを考えていると、宝石を嵌はめ込んだ椅い子すに腰かけた老人が口を開いた。


    「猟師殿」


    　鄙ひなびた村の長は乾いた額に憂いの皴しわを寄せる。


    「この辺りにはオオカミが出ます」


    （おおかみ？）


    　狼おおかみなら知っている。


    　罠わなにかかった兎うさぎを足だけ残して横取りし、遠とお吠ぼえで鳥を飛び立たせる猟師の敵。土地によっては家畜や家か禽きんを襲うこともある。鼠ねずみに次ぐ嫌われ者だ。


    　だが狼は臆病で、自分より強い獲物や大きな生物を積極的に狙ねらうことはない。もし見かけたら肩を怒らせ、靴くつ音を立ててのしのしと近づいてやればいい。文字通り尻尾しつぽを巻いて逃げ出してしまう。連中は嫌われ者だが、厄介者ではない。


    「大きな群れですか？」


    　狼は基本的に群れで行動する。その数はせいぜい五、六匹だが、十匹を超える規模となるとさすがに駆除の必要がある。


    　村人は私を疎うとんじているように見えるが、むしろ猟師である私が逗とう留りゆうすべき土地なのではないだろうか。打算的な考えを口にするより早く老人が口を開いた。


    「一匹です」


    「たった一匹？」


    「ただの狼おおかみではありません。怒れる牛よりも大きく、子を抱えた熊よりも狂暴で、人間よりも賢い狼です」


    「!?」


    　今度は私が理解を待たれる側となった。無知なる者の理解を待つ村人の目は冷ややかだ。


    （牛よりも大きくて、熊よりも、狂暴……？）


    　私は自分の顔に半笑いに近い表情が浮かぶのを感じていた。


    「そんな狼などいるはずが──」


    「いるんですよ。現に、ここに」


    　枯れ木を思わせる老人から強い言葉が飛び出した。


    「名は──『ジェヴォーダンの獣』」


    「ジェヴォーダンの、獣」


    　私は頭部を覆うフードを手で押さえる。


    　牛や熊より危険で巨大な怪物、「ジェヴォーダンの獣」。


    　突拍子もない話だったが、虚言で私を追い返そうとしているようには見えない。


    　猟師を追い返すのに「とても大きなオオカミがいる」なんて嘘うそはつかないだろう。


    　彼らの言う怪物は実在する。私はそれを直感した。


    「……騎兵隊は呼びましたか」


    「ええ。彼らは見当違いの小さな狼を退治して、満足して帰っていきましたよ」


    　私は驚かなかった。騎兵隊の仕事は人を殺すことであって獣を殺すことではない。さっさと引き上げるために成果をでっち上げたのだろう。


    　──かつての私がそうであったように。


    「どの道、騎兵隊なんか役に立つかよ」


    　一人の男が忌いま忌いましそうに言うと、別の男が私の担ぐ猟銃を顎あごで示した。


    「そんな銃も、罠わなも意味ねえよ。何十人がかりで追い込んでもダメだったんだ」


    　私は得体の知れない怪物に恐怖を感じたが、同時に疑念を抱いていた。彼らはそんな獣がうろつく土地にどうして住み続けるのだろう。


    「そんな怪物が居るのになぜあなた方は──」


    「一年に一度、それも夜だけだからですよ。ジェヴォーダンが目を覚ますのは」


    「一年に、一度……」


    「ええ。赤い満月の夜です」


    （……六月の赤い月）


    　この国に限らず、六月の満月はしばしば赤みを帯びる。薔ば薇らか、あるいは熟れた野の苺いちごのような赤い月。


    「滞在されるのは構いませんが、ちょうど今日が──赤い満月の夜です」


    　村長の目は暗く淀よどんでいたが、怪しい光も湛たたえていた。まるで、おぞましい怪物の存在を誇っているかのように。


    「ジェヴォーダンの獣が来ますよ」


    　確信に満ちた沈黙がその場を支配し、私は寒気を覚える。彼らの姿は振り下ろされる斧おのを待つ死刑囚のようだった。


    「……命の保証はないと仰おつしゃりたいのですか」


    「いえ、猟師殿は安全です。奴は男を喰くいません。それに大人も喰わない。奴に危害を加えない限りは」


    「……？　人を襲わないのですか？」


    「いいえ、奴は人を喰います」


    「しかし今、村長殿は」


    「ジェヴォーダンが喰くらうのは森に棲すむ少女だけです」


    「……!?」


    　一般に、体の大きな獣は多くの餌えさを必要とする。牛よりも大きな狼おおかみが存在するとすれば、膨大な量の肉を喰わなければ体を維持できないはずだ。子供しか狙ねらわないというのはおかしい。


    「好きな家に滞在なさってください。ですが、『赤ずきん』を襲うジェヴォーダンを見かけても銃など撃たれませんように」


    （「赤ずきん」……？）


    　私は不吉な薄気味悪さを覚え始めていた。


    　牛より大きな狼。少女しか喰わない狼。そして村人たちの怪しげな態度。


    　──普通ではない。


    　猟師の勘がここにいるべきではないと告げている。


    （……引き返すか）


    　無言で踵きびすを返す。村長は何も言わず、男たちはひそひそと何かを囁ささやき合った。集会所を横切り、扉に手をかけたその時だった。


    　こんこん、と。


    　扉が外側から軽く叩たたかれ、男たちが一斉に振り返る。


    「こんにちは～！」


    　そこには二人の少女が立っていた。年は十二、三歳だろうか。


    　二人の服装はよく似ていた。申し訳程度のフリルをあしらったスカート、手には小さなバスケット、胸元には柔らかそうなリボン。


    　小さな頭を覆うのは赤い頭ず巾きん。一人の少女は頭巾に薔ば薇らの花をあしらっており、もう一人は茶葉とスプーンを象かたどったコサージュを身に着けている。
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    　少女の姿を目にした瞬間、胸骨の中で心臓が跳ねた。記憶の蓋ふたが開き、舌にじわりと苦いものが広がる。


    「っバラずきん、紅茶ずきん！」


    　干上がった湖底を思わせる村長の顔が歪ゆがみ、強こわ張ばった。男たちの靴くつ底がざらざらと床を擦こする。


    「なぜここにおるッ!!」


    　集会所の屋根を突き上げるがごとき怒声。


    「うひっ」


    　明るい挨あい拶さつをした少女が頭巾の上から耳を押さえ、咎とがめるような目を見せる。


    「うるさいんですけどぉ。この老いぼれ」


    「その言葉遣いはやめなさい、バラずきん!!　こんなっ……こんな時間に何をしとるか！　家から出てはならんと言っただろう！」


    「だって紅茶ちゃんが行くって言うんだも～ん」


    　バラずきんは唇を尖とがらせ、自分は悪くないとでも言いたげに横を向く。


    　視線を受けた「紅茶ちゃん」は小さく頷うなずき、ぼそっと呟つぶやいた。


    「ひやく、できたよ」


    　喜怒哀楽に乏しい、昆虫のようにも感じられる表情。


    「そんなものはいい！　早く地下に行きなさい！　もしジェヴォーダンが出たら──」


    「そんちょうさんたち、死なないでしょ」


    　紅茶ずきんは男たちをちらっと見た。


    「オオカミがここに来ても、死ぬの、わたしたちだけ。……どうせたすけてくれないし」


    　感情のこもらない淡白な声。村長が声を詰まらせる。


    　どうやら村の長は少女たちの身を案じてではなく、この場の大人が巻き込まれることを危き惧ぐして怒鳴ったらしい。


    「それに今日ひやくを届けないと『のうき』、まにあわない。お金、もらえなくなるけどいいの？」


    「それはそうだが……」


    「あれ、お客様？」


    　赤ずきんの片割れ、「バラずきん」が子猫のような足取りで私に近づいた。


    「お兄さん、どうしてこの村に来たの～？」


    　バラずきんの表情は機嫌の良い猫のように明るく、見る者の心を和ませる愛あい嬌きようがある。


    「それ、銃？　触っていい？」


    「ダメだよ」


    　私の脳裏に苦い記憶が蘇よみがえった。


    　ひと目見たときから感じていたが、この少女は似ている。


    　息を詰まらせる私を、バラずきんは不思議そうに見上げる。


    「？　どしたの？」


    「ひやく、ここに置く」


    　紅茶ずきんはバスケットからひと回り小さな籠かごを取り出し、テーブルに置いた。


    「じゃあ、かえる」


    　言葉とは例外なく誰かに向けられるものであるはずなのに、紅茶ずきんの発するそれは独り言のようだった。


    「他の子を連れて早く家の中に隠れるか、地下壕ごうに行きなさい。日が暮れたら『ジェヴォーダンの獣』が出るぞ」


    　村長は威厳のこもった声で告げたが、虚勢のようでしかなかった。


    「言うことを聞かないと魔女にお鼻を剥はがされるぞぉ～」


    　猫の耳のように垂れた頭ず巾きんの側面を掴つかみ、バラずきんは村長の声真ま似ねをしてみせた。


    「バラずきん!!　冗談を言っている時では──」


    「だって、家なんか壊されちゃうじゃん」


    　誰かの心臓がどきりと跳ねる音がした。


    　バラずきんは朗ほがらかな笑みの中に微かすかな哀愁を見せる。


    「地面の下も去年ダメだって分かったし……逃げるところないんだから笑うしかないよ」


    　村長と私は同時に口を開きかけたが、バラずきんの方が早かった。


    「今夜死んじゃうかもしれないから、今笑ってるんだよ？　皆にバラずきんちゃんの笑顔を覚えていてほしいから」


    　部外者である私はもちろん、村長ですら何も言わなかった。いや、言えなかった。


    　誰もが黙り込む中、紅茶ずきんが淡々と言葉を継ぐ。


    「いきていたら、また来る。だれが死んだのかは、そのときおしえるから」


    　黒い霧じみた罪悪感がその場に漂う。


    　大人たちを残し、二人の赤ずきんは小さな肩を並べて去っていった。


    　私はバラずきんの背を見つめながら、その笑みを思い出していた。


    　迫る死を悟った少女が浮かべた、あどけない笑み。


    「……あれが『赤ずきん』です。森に棲すむ『善き魔女』の末まつ裔えい」


    　村長の声で我に返る。


    「善き魔女？」


    「世にも不思議な秘薬を作る魔女です。あの子たちが我々の生活を潤してきました」


    　村長は釘を刺すような目で私を見た。


    　口外はするなということだろう。


    「ジェヴォーダンが狙ねらうのもあの子たちです。毎年、何人もの赤ずきんが犠牲になる」


    「……何ですって」


    　私の声は上ずっていた。


    「あんな年端もいかない子供が……？」


    「ええ。文字通りジェヴォーダンの餌えさになります。胴や頭を食いちぎられることが多いですね」


    　他ひ人と事ごとのような言葉。私は思わず身を乗り出す。


    「一年に一度と仰おつしゃいましたが、まさか……何の対策も打っていないのですか？」


    「先ほどバラずきんが言っておったでしょう。奴は木造の家など簡単に打ち崩してしまう」


    「煉れん瓦がや石造りならどうです」


    「とうの昔に試しましたよ。奴は穴を掘って地下から中へ入り込みました」


    「では床と天井を密閉してしまえば」


    「信じられぬかも知れませんが、奴は民家に押し入って火種を奪うことがあります」


    「なっ……！」


    「あれが出たのはもう何十年も昔のことです。今の我々に思いつくほとんどの方法は試し尽くされている。……ここ五年ほどは地下に蟻ありの巣状の穴倉を作ってやり過ごしておりましたが、とうとう去年、水を流し込まれました。……奴は溺でき死しした赤ずきんまで綺き麗れいに平らげましたよ。だいぶ知恵を絞りましたが、今年ばかりはあの子たちを護まもってやることはできないようです」


    　狼おおかみが火種を奪い、地下に水を流し込む。そんなことがあるだろうか。


    「だったら今すぐあの子たちを連れてどこか遠くへ──」


    「過去には赤ずきんたちを連れ、別の土地へ逃げた者たちもおりました。……ですがそのことごとくが一夜のうちにジェヴォーダンに追いつかれた。海の上でも山の中でも結末は同じです。赤ずきんは喰くわれ、妨害した者は八つ裂きにされる」


    　つまり、赤ずきんはどうあっても怪物から逃れることができないのだ。


    「繰り返しますが、この土地にはオオカミが棲すんでおります。……立ち去られた方がよろしい」


    　私はフードの上から頭に手を置く。


    　一分経ち、二分経った。


    　私は立ち去らなかった。


    「……そうですか。まあ奴の邪魔さえしなければ襲われることはない。それに朝になればジェヴォーダンはどこぞへ消え去ります。それまで息を潜ひそめているといい」


    　老人の言葉に耳を傾けつつも、私は思考していた。


    「あの子らの肉が裂かれ、骨がぽりぽりと噛かみ砕かれる音はあなたの耳に一生こびりつくでしょう。それでも構わなければどこでも好きな場所に、一年でも二年でもお住みになられるとよろしい」


    　私は唇を噛んで幾つかの言葉を呑み込み、それからゆっくりと問うた。


    「あなた方は毎年……赤ずきんを見殺しにしているのですか」


    「……もし、あなたの目の前に死病に冒されたご友人がいるとして」


    　村長はひどくゆっくりと私を睨にらんだ。


    「薬を煎せんじることのできないあなたに何ができますかね？　優しい言葉を投げかけ、汗を拭ふいてやるのがせいぜいでしょう？　それをあなたは見殺しと呼びますか」


    　淀よどみない言葉だった。自問自答を繰り返さなければこれほどまでに滑らかな言葉は出て来ないはず。村長の目にも、男たちの目にも、懊おう悩のうの形跡があった。


    　その言い分はもっともだ。世の中には自力ではどうしようもできないことがある。


    　だがそれは生き残る側の言い分に過ぎない。死ぬ側からすれば見殺しだろう。


    　私は食い下がった。


    「子供が死んでいるのでしょう？　指を咥くわえて見ているつもりですか!?」


    「人の死は日常ですよ」


    　冷や水のような言葉が浴びせられた。


    　知っている。人は死ぬ。子供とてそれは例外ではない。どれほど愛情を注いで育てようが、どれほど金を費やして育てようが、人はある時、虫のようにころりと死ぬ。


    　例えばフォークのひと突きで。例えば流は行やり病で。例えば犬のひと噛かみで。例えば虫のひと刺しで。


    　そして、例えば武勲を夢見た男たちの手によって。


    　私は老人を見つめたまま、過去の自分が見た風景を幻視していた。


    　足の動かない老人を呑み込む炎。子供の肉が焦げる臭い。娘をかき抱いて死んだ母親に「念のため」刃やいばを入れる男たちの息遣い。


    　当時の私はこう考えた。


    　仕方がないのだ、と。


    　こうでもしなければせっかく遠征した意味がない、と。


    　人の死は日常なのだ、と。


    



    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　昔々──いや、十に足らないほんの数年前の出来事だ。


    　ある国の、ある土地の、ある軽騎兵の一団が、悪名高い盗賊団を数か月間追跡し、一網打尽にしたことがあった。


    　当時の私は野心に溢あふれ、名誉と利達に飢えていた。俗な言い方をすれば、ちやほやされたかった。それも、ありとあらゆる人間に。


    　称賛と羨せん望ぼうの眼差しで見つめられる男になりたかった。愛され、敬われる者になりたい。


    　私はその欲望に露ほどの疑問も抱かなかった。


    　騎兵になった理由も結局はそれだ。


    　だから、遠征までして捕えた盗賊の犯した罪があまりにも軽微だと気付いた時は愕がく然ぜんとした。


    　彼らはいわゆる義賊であり、鼻つまみの小役人や手に負えない荒くれ者ばかりを狙ねらって略奪行為を働いていた。裁判にかければ確実に世間の同情を引いてしまうような者ばかり。


    　私たちは唇をわななかせた。


    　同期入隊の友人たちは既に様々な武勲を上げ、名を高めている。私たちの誰もが一日も早く名を上げ、彼らに追いつきたいと考えていた。


    　だというのに、捕まえた相手が義賊だなんて。


    　義賊を捕えても大臣や将軍は私たちを評価しない。それどころか市民の反感を買ったことに対して叱しつ責せきすら飛ばしかねない。


    　このままでは誰かを羨うらやむ側になってしまう。


    　──だから。


    　だから、騎兵隊の仲間の恐るべき提案に賛同してしまった。


    　私たちは一つの村を滅ぼすことにした。毒を撒まき、火を点つけ、刃やいばを振るった。義賊の罪をでっち上げ、自分たちの功を高めようとしたのだ。


    　直前で、私は臆病風に吹かれた。


    　火災から逃れた人々を手当たり次第に殺す算段だったが、いざその光景を目の当たりにすると私は怖おじ気けづいてしまったのだ。


    　仲間から離れた場所で何度も嘔おう吐としていると一人の少女に出くわした。


    　服は焼け焦げ、髪がボロボロになった少女。


    　私が盗賊の一味には見えなかったのだろう。差し出された手を握ると、彼女は泣きながら微笑んだ。


    　逃げよう、と。私はそんな言葉を口にしていた。


    　炎に照らされた夜空の下を、二人で駆け出した。


    　だが、逃げられなかった。目ざとい仲間の放った矢が少女の胸を射貫いたからだ。


    　少女は私の腕の中で息絶えた。苦く悶もんに顔を歪ゆがめたまま。


    　死んだ少女の青い目に映る私も、同じ表情を浮かべていた。


    　神も目を背けるほどの惨劇の中で、私は自分に言い聞かせた。


    　気に病むことはない。こんな鄙ひなびた土地に住む人間なんて、生きていたところで大して幸せでもあるまい。いっそ死んで天国に行った方が幸せだ、と。


    　それに、どうせこんなちっぽけな村は疫病か不作で遠からず滅びる運命だったのだ、と。


    　人の死は日常なのだ、と。


    　そして私たちはかりそめの名声を手にした。


    



    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……どうされました」


    　村長の言葉で私は我に返った。


    　視界に広がっていた過去の風景が水面みなものごとく揺らぎ、みすぼらしい集会所が色彩を取り戻す。


    「いえ、別に。……伺いたいのですが、あなた方はなぜこの土地に住み続けるのですか？」


    「赤ずきんの秘薬は珍重されています。あなたには想像もできないほど身分の高い人々がこぞって金を払い、手に入れようとする」


    「その金であなた方は働かずに暮らせているわけですか」


    　私は銀刺し繍しゆうの入った村長のチョッキや不自然に艶つやのある調度品、血色の良い男たちの顔を見ながら鋭く問うた。


    　彼らの顔や手に労働の跡は見受けられない。


    「逆です。秘薬を作る他に暮らしを成り立たせる術すべを知らない赤ずきんたちを、我々が養っている。あの子らには親がおりませんからな」


    　一拍置いて、老人は乾いた息を吐いた。干からびた唾だ液えきがつんと臭う。


    「共存しているのですよ、我々は」


    　違う。まったく、違う。


    　共存を謳うたうのであれば赤ずきんの死を看過できるわけがない。彼らにとってあの少女たちは命を賭とすに値しないのだ。


    　それはもう共存ではない。絹を生む蚕かいこでも飼うような感覚で彼らは赤ずきんを「養っている」に違いない。


    　それを自覚しているからこそ、彼らの心根からは罪悪感が臭うのだ。


    「……罠わな。毒。剣、銃、弓、大砲。火、水、土砂。やれるだけのことはすべてやりました。だが誰もジェヴォーダンを殺すことはできなかった。逆に、大砲すら通さない壁を作っても、奴は必ずそれを破り、赤ずきんたちを喰くらう」


    　私の目に何かを感じ取ったのか、村長は苛いら立だたしそうな早口で告げた。


    「あれは毎年この土地を襲う嵐です。嵐に挑むなどバカげたことでしょう？」


    　だが、挑まなければ子供が死ぬ。ならば挑み続けるしかないだろう。


    　大人のために子供が苦しむ社会は例外なく滅ぶ。


    　嵐に挑むなどバカげているだろうか？


    　農民も船乗りも嵐に立ち向かってきた。何十年も、何百年も。嵐に見舞われない土地は地震に襲われ、地震に襲われない土地は虫害に見舞われる。安あん寧ねいを約束された人生がないように、安寧を約束された土地などない。


    　私はゆっくりと口を開いた。


    「……どこでも好きな家に滞在していい、と仰おつしゃいましたね」


    「ええ。赤ずきんの家でなければどこでも」


    「ではあの──」


    　私は鎧よろい戸どの向こうに見える建造物を指差した。それは地面から生えた人差し指のごとく天へ向かって伸びている。


    「『塔』をお借りします」


    　この集会所へ来るまでの道中、私は森の中に佇たたずむ一つの塔を見つけていた。


    　高台から見下ろすと、開けた土地にぽつんと立つ塔は四方を堀に囲まれているようだった。


    　私の言葉が男たちの間に波紋を呼んだ。


    　鼻白むような囁ささやきの隙すき間まから「魔女だ」「魔女の塔だ」という言葉が漏れ出す。村長も肉の薄くなった瞼まぶたを持ち上げ、目を見開いていた。


    「いかん。あれは昔この辺りの土地に棲すんでいた悪あしき魔女が使っていた塔です。若い娘や歯向かう者を攫さらっては地下に幽閉し、惨むごい仕打ちをしていたと記録されております。厳重に封印をしておりますが、中には何があるとも限らない」


    「籠ろう城じように使ったことは？」


    「あるわけがない。塔の中にはおそらく処刑された大勢の人間が弔とむらわれもせずに──」


    　思わず、鼻で笑った。


    　残忍な魔女が住んでいたから中に何があるとも限らない、だと？　あるのはせいぜい骸がい骨こつだろう。骸骨は人間を殺さない。


    「ではまだ残っているということですね。怪物をやり過ごす方法が」


    　老人が言葉を見失い、私は活路を見み出いだす。


    「あそこで一晩籠城します。地下室がある造りならジェヴォーダンがいくら穴を掘っても中には入れない。本当に牛より大きいのなら壁を這はい上がることでもできないでしょう」


    　うまくやり過ごせたら、と私は続ける。


    「腕利きの猟師を集めて山狩りをします。怪物は一年に一度、夜の間だけ現れるのでしょう？　なら今夜を凌しのげば一年も猶予がある。一年あれば確実に仕留めてみせる」


    「我々が何年捜索しても見つけることの叶わなかった怪物をですか」


    「それが私たちの仕事です」


    　私は村長の肩を掴つかんだ。筋肉はほとんどついていない。


    「許可をいただきたい。あの塔を使う許可を」


    　老人の口から呻うめきのようなものが漏れた。それは蚊の鳴くような声ではあったが、紡つむがれたのは紛れもなく承諾の言葉だった。


    「ありがとうございます」


    　謝意を告げた私は暮れる夕陽を一度だけ見つめ、踵きびすを返す。


    「生きていたら明日の朝、また来ます。ジェヴォーダンがどうなったかはその時に」


    「……酔狂ですな」


    　戸口を出たところで私の背に冷えた言葉が投げつけられた。


    「見ず知らずの子供相手にどうしてそこまでなさるのです」


    　確かに赤ずきんたちは「見ず知らずの子供」だ。


    　だが私にとって重要なのは「見ず知らず」ではなく、「子供」の部分だ。どんな理由があろうとも、大人が子供を盾たてにしてはならない。


    　──いや、違う。


    　私はずっとこうした巡り合いを求めていた。


    　罪の意識に耐えられなくなった私たちは偽装襲撃の一件を白状したが、それは黙殺され、隠いん蔽ぺいされた。一度授けた名誉を、誤認──いや、虚偽を理由に取り消すことは権威の正統性を毀き損そんしかねないからだ。


    　当時の仲間には爵しやく位いを授かった者や貴族の子弟も混じっていたため、私たちは断罪を免まぬがれた。


    　いや、断罪を許されなかったというべきか。


    　私たちは騎兵隊から除名されたが、罪は拭ぬぐわれないままだ。


    　仲間たちはふてぶてしく居直る者と、ひっそりと隠いん棲せいする者に二分されたが、やがて示し合わせたように世界を放浪し始めた。


    　一人でも多くを救うため、医術を志した者がいた。傭よう兵へいに身をやつし、死地を求めた者がいた。見知らぬ土地で救った女に深く愛され、良心の呵か責しやくに耐えきれず死んだ者がいた。


    　野心のために罪を犯した私たちは、己が裁かれるべき場所を求めて世界をさまよった。


    　──「己が裁かれるべき場所」。


    　もちろん、そんなものはない。罪が罰で清算されることはない。裁きによって許されることもない。


    　分かっている。私の罪は許されない。だがそれでもいい。それでもいいから、前へ進みたい。生きている限りは、前へ。


    　罪人にとっての前進とは、束つかの間まの裁きで心の安あん寧ねいを得ることではない。罪悪感に打ちひしがれることでも、死んで楽になることでもない。


    　前進とは、身命を賭として贖しよく罪ざいをすること。残りの人生すべてを注ぎ、命を搾しぼり、誰かを救い、幸せにすること。私が求め続けたのは裁きの場ではなく贖あがないの場だ。


    　そしてそれはおそらく、今この時、この場所をおいて他にない。


    　今日、私は贖罪を果たす。死に向かう少女たちを救い、怪物を殺すことで。


    　ひと目見て、驚いた。私が見殺しにした少女とそっくりなバラずきん。彼女を死なせはしない。


    　私の瞳ひとみに何かを感じ取ったのか、村長は濁った眼球に微かすかな期待の光を浮かべた。


    　だがそれは沼に映る月光のごとく揺らめき、消えた。


    「ただの猟師に何ができるのです。騎兵隊気取りですか」


    　そう。私は騎兵ではない。ただの卑ひ怯きよう者ものだ。だから何だってやる。


    　更にひと言、ふた言を交わし、私は村長に背を向けた。


    「──赤ずきんは六人います」


    　村長の声。


    　私が護まもるべきは、六人の赤ずきん。あの時はたった一人の少女すら救えなかった。


    　今の私はあの日の私ではない。


    



    　死人の手のように冷たい風が頬ほおを撫なでた。茅かやの茂った草むらに波が立つ様は、葬儀の参列者が一斉に泣き崩れる光景にも似ている。


    　私は陽の翳かげり始めた世界を全力で駆けていた。


    　一刻も早く赤ずきんたちと合流し、日没と共に現れるジェヴォーダンより先に塔へ逃げ込まなければならない。籠ろう城じようは敵の出現に先んじなければ意味がないのだ。


    　走っているうちに並び歩く小さな背中が二つ見えた。


    「待ってくれ！」


    　二人の赤ずきん──バラずきんと紅茶ずきんが振り返る。


    「あ、猟師さん」


    　どちらの目にもよそ者に対する警戒心が灯ともっていた。


    　私は彼女たちから十歩ほどの距離を保って足を止め、できるだけ声を和やわらげた。


    「今夜オオカミが来るというのは、本当かい？」


    「はい」


    「怖くないの？」


    「こわい」


    　紅茶ずきんは悲観的な聖職者を思わせる目でじっと私を見上げた。愚かな私に真理を説く者の目だ。


    「でも、しかたない」


    　私の胸中に苛いら立だちとも怒りともつかぬ感情がこみ上げる。


    「逃げようとは思わないのかい？」


    「へいたい、見張ってる」


    「兵隊？」


    「ひやく、買ってくれるえらい人のへいたい」


    「！」


    「ほかの国に逃げるあかずきん、へいたいにころされる」


    　彼女たちの「秘薬」がどういった品なのかは知らないが、村一つの財政が潤うほど高値で取り引きされているものだ。製法と作り手たる赤ずきんが他国へ流出するぐらいなら、闇やみに葬ってしまった方がマシということなのかもしれない。


    　怪物を討伐するために多くの兵を寄こせば秘薬の存在を知られる恐れがある。


    　だが、折角の赤ずきんが死んでは意味がないだろうに。つくづく目先のことしか考えられない者たちなのだろう。


    「どうせ、おおかみがおいつく。とおくに逃げても、めいわくかけるだけ」


    　紅茶ずきんの言葉に拳こぶしを握る私を、バラずきんがしげしげと見つめている。


    「ねえねえ。お兄さん、猟師さんだよね？」


    　少女は私の格好からそう言ったのだろう。拍車のないブーツにズボン、飾り気のないベスト、背中に猟銃。


    　バラずきんはどこか楽しげに言葉を続けた。


    「もしかしてオオカミをやっつけに来たの？」


    「ああ。そうだよ」


    　私が即答すると紅茶ずきんは凍いてついた湖面のごとき目でこちらを見つめる。


    「ばか？」


    　馬鹿で結構。子供を見捨てるのが賢さなら、私はいくらでも馬鹿になってやる。


    「どうやっておおかみ、やっつけるの？」


    「あそこに籠ろう城じようする」


    　塔を指差しながら「籠城」という言葉では難しすぎたか、などとつまらないことを考える。


    「……魔女の塔に？」


    　バラずきんが息を呑んだ。


    「だめ。あそこは……行っちゃダメな場所だから」


    　よほどおぞましい場所なのだろう。少女の顔には嫌悪感すら滲にじんでいる。


    「じゃあどこに行けば君らを助けられるのかな？　壊されると分かっている家かい？　それとも、水を流し込まれた地下壕ごう？」


    　紅茶ずきんは黙り込んだが、その沈黙に私はいささかの嬉うれしさを覚えた。


    　自分たちを本気で生いけ贄にえだと考えているのなら、私などにべもなくあしらうだろう。


    　彼女たちは死にたがっているわけではない。


    　死にたがっていないのであれば、手を引いてやることができる。


    「どこにいってもおなじ。だからわたしたちは」


    「死ぬことに正しさはないよ」


    　そこで初めて紅茶ずきんが表情を揺るがせた。


    「でも、みんな困る」


    「子供は大人を困らせるものだよ」


    　そして、困りごとから逃げるような輩やからは大人ではない。


    「赤ずきんの墓碑があって、村長さんたちは毎年そこに花を添えているのかい？　……違うだろう。君らの死は報むくわれない」


    　私は詰なじるような語調にならないよう細心の注意を払った。


    「私と一緒に来てくれ。君らを助けたい」


    　無愛想に見えた紅茶ずきんの表情が微かすかに揺らいだ。


    　凪ないだ諦てい念ねんに慣れていたのだろう。哀かなしさや寂しさ、恐怖といった負の感情が表情筋に漣さざなみを立てる。


    　小さな唇が開きかけたところでバラずきんが口を挟んだ。


    「私たちと一緒に来たら、あなたもオオカミに食べられちゃうかもしれないんだよ？」


    「理解しているよ」


    「嘘うそ」


    　バラずきんは小悪魔のように嘲あざけりの笑みを浮かべた。この年齢の少女には相応とは思えない表情だった。


    「あなたは私たちのお父さんでもお母さんでもないのに？」


    「……そうだ」


    「見ず知らずの子供のために普通そんなこと、する？」


    　する。


    　実際に、この目で見た。


    　あの日、私は知らなかったが、主謀者の数人が昼のうちに村へ侵入していた。


    　目的は子供たちに毒入りの菓子をばら撒まくことだ。子供たちの身に異変が起きれば親が不用意に外出することはないし、いざ襲ったときに逃げ足も鈍るという算段だったらしい。


    　だが実際に夜襲をかけてみると、居合わせた旅人や羊飼いまでもが子供を看護し、私たちの前に立ち塞ふさがった。


    　彼らは見ず知らずの子供たちのために、確かに悪に立ち向かったのだ。


    　そんな人間も少なからず存在する。


    　余計な労力を使う羽目になった仲間たちはバラずきんと同じ問い──いや、嘲りを彼らの死体に投げつけた。


    　どうして見ず知らずの他人にそこまでするんだ、と。馬鹿じゃないのか、と。


    　今なら分かる。子供を護まもるというのは人間に本来的に備わった衝動なのだ、と。


    　子供を護らない人間は畜生と同じだ。


    　私が見殺しにした者たちは、私よりもずっと立派な人々だったのだ。


    「どうして泣きそうなの？」


    　いつの間にか私のすぐ傍そばでバラずきんがこちらを見上げていた。


    　あの日、救えなかった少女と同じ目。


    　罪悪感で心臓がみちみちと軋きしむ。


    「何かいけないことをしたの？」


    「！」


    「悪いことをしたから、私たちを助けてくれるの？」


    　バラずきんの視線は鏃やじりのように鋭い。己の命を預けるに足るか、私を試している目だ。この目に嘘はつけない。


    「……ああ」


    　罪滅ぼしのために君たちを助けたい。


    　そんな言葉が子供たちにどんな感情をもたらすのか、確信は持てなかった。


    　軽けい蔑べつされるだろうか。問い詰められるだろうか。それとも──


    「この人と一緒に行こう、紅茶ずきん」


    　バラずきんはスカートの裾すそを翻ひるがえしていた。


    「バラずきん……」


    「もう他にできることないじゃん。私の『秘薬』を使ってもオオカミにバレちゃうんだし」


    　彼女は私に背を向け、「それに」と続けた。


    「……もう、疲れちゃったから」


    　何に、とは聞けなかった。


    　子供たちは我々が思っているよりも早く大人になる。


    　大人になるということは自らの稼ぎを自ら得るようになることでも、複雑な社会の仕組みとその手続きを理解することでもない。


    　バラずきんは私を振り返った。そこには笑みがあった。失望の傷きず痕あとを塗り潰つぶすような強い笑みが。


    「きっといい人なんだよ。この人のこと、信じてみよう？」


    　紅茶ずきんはしばしの沈黙を経て、こくんと頷うなずいた。


    　バラずきんは「ねえ」と私の腕を取った。


    「私のこと……見捨てないでね？」


    　私は強く頷く。


    　水車の回る粉挽ひき小屋を通り抜け、雄おん鶏どりがたむろする柵さくを通り過ぎる。大きなパン生地をこねていた母娘が胡う散さん臭くさそうな目で私を見送り、石段に腰かけた老婆が痰たんを吐いた。どこかで赤ん坊が泣く声がする。赤ずきんたちに声をかける者は一人もいない。


    「リンゴずきん、リンゴずきーん」


    　バラずきんが小さな家の戸を叩たたいた。


    　庭園には白や桃色の花をつけた木々。リンゴの樹だ。手のひらにのるほどの小さな果実が甘い香りを放っている。


    「はい……？」


    　姿を見せたのは、目線が私とほぼ同じ高さにある長身の少女。年は十代半ばだろうか。聡そう明めいそうで穏やかな顔立ちは聖職者を思わせる。


    「どちら様でしょうか」


    　装いは他の二人と同じ「赤ずきん」だが、リンゴずきんは背中に燕えん尾び型のマントをたなびかせていた。その下には透けた乳白色の薄布。遠目にはリンゴの切り身のようにも見える。


    「リンゴちゃん。ここ、ここ」


    　ぴょこぴょこと跳ねるバラずきんが自分の存在を示す。見下ろしたリンゴずきんの顔に慈悲深い笑みが広がった。


    「バラずきん。どうしたの？」


    　はっと息を呑んだリンゴずきんは胸に手を当て、きょろきょろと辺りを見回した。


    「もうすぐオオカミが来てしまいますよ……！」


    「この人が助けてくれるんだって」


    「助ける……？　どうやって……」


    　バラずきんに続いてリンゴずきんが私を見た。柔和な顔立ちとは裏腹に、どきりとするほどの真剣な目つき。


    「魔女の塔に『ろうじょう』するんだって！」


    　途端、リンゴずきんの顔が私の真意を探るようなものに変わった。


    「っ。魔女の塔に行くんですか……」


    　リンゴずきんの反応は村人とも二人の赤ずきんとも異なっていた。


    　警戒と期待。もしかするとあの塔なら籠ろう城じようできるかもと彼女も考えていたのかもしれない。


    「でも、魔女の塔には入れません。トゲトゲの草がたくさん生えています」


    （棘とげの生えた草……）


    　おそらく茨いばらのことだろう。あの手の植物は至る所で増殖し、人の通行を妨げる。


    　だが私は猟師だ。山刀を鞘さやから少しだけ抜くとリンゴずきんは口を噤つぐんだ。


    「草なんて刈ればいい。扉は──」


    「とびら、ザクロずきんがこわせる」


    　紅茶ずきんは相も変わらぬ無表情で告げた。ザクロずきんという赤ずきんもいるらしい。


    「バラずきんも紅茶ずきんも行くんですか？」


    「うん」


    「一緒に行こうよリンゴちゃん」


    　バラずきんが自分より遥かに背の高いリンゴずきんの手を握る。


    「ここにいてもオオカミに食べられるだけだよ。あの塔なら安全じゃない？」


    　リンゴずきんの顔に微かすかな憂いが浮かぶ。


    　──恐怖ではなく、「憂い」。僅わずかな違和感を覚えつつも、手を差し出す。


    「一緒に来てくれ。君らを死なせたくない」


    　少し悩んだ末にリンゴずきんが私の手を取った。


    「分かりました。……持っていくリンゴを選びますので、少しお待ちいただけますか？」


    　しばらくすると、小ぶりなリンゴが詰まった手て籠かごを携たずさえたリンゴずきんが現れた。


    「あ！　見せて見せてー」


    　バラずきんがリンゴずきんからリンゴを受け取る。コロコロと表情を変えながら中のリンゴを吟味する彼女は子猫のようだった。


    「あそこは魔女が大勢の人間を殺した忌いまわしい塔です」


    　バラずきんを見つめていた私の隣に、いつの間にかリンゴずきんが立っていた。彼女は、私の耳元で囁ささやくように言う。


    「地下二階には人骨が散乱しているとも聞きました。……それって人を近づけないための噂うわさで、実は宝物とかが隠してあったりしないんですかね」


    　リンゴずきんは小さく舌を出し、冗談めかしてそう言った。大人びて見える彼女もやはり年相応の「少女」なのだろう。


    「そう……だといいね。少なくとも籠ろう城じようの助けになるものがあればいいが」


    　ひとしきりリンゴを見て満足したのかバラずきんが手て籠かごを返す。


    　リンゴずきんは手籠を受け取り、物憂げな笑みを見せた。


    「行きましょうか。赤い月が見える前に」


    



    　一つだけ誤算があった。


    　私は赤ずきんたちの足の遅さを計算に入れていなかったのだ。私一人ならいくらでも走れるし、急ぐこともできるが、少女を連れたまま全速力を維持することはできない。


    　私は焦りを覚えていた。だが赤ずきんたちを急せかし、疲ひ弊へいさせるわけにはいかない。


    　時間は有効に使うことにした。


    「私たちについて……ですか？」


    　早足で進みつつ、リンゴずきんに問うた。


    「村長から『善き魔女の末まつ裔えい』とは聞いたが、君らは何者なんだ？」


    「そのままの意味です。この土地の外れにある森に棲すんでいた魔女の一族です」


    「塔に棲んでいた魔女と同じ？」


    「いえ。あちらは個人の呼称ですが、私たちは血族全体が魔女なのです。自分の血を使って秘薬を作り、それを子の代、孫の代に継承していく。その過程で人々と交流し、物々交換などで生計を立てます」


    「どこかに父親がいるのかい？」


    「あ、いえ。あの……」


    　リンゴずきんが頬ほおを朱に染める。


    　やにわに、紅茶ずきんが服の裾すそを引いた。


    「……あれ、ザクロずきん」


    　私は通りの向こうに一人の少女を認めていた。


    　小柄と言うほどでもないが、背はあまり高くない。


    　彼女はちょうど一軒の家から出て来るところだった。


    　赤ん坊を抱いている。


    「あら、紅茶ずきん」


    　こちらに気付いたザクロずきんはとろみのある声で少女の名を呼んだ。


    　髪のあちこちに小さな赤い粒が添えられており、一粒一粒が細い金の鎖で繋つながれている。年は十代の後半だろう。


    「どうしたの、こんなところで。それにそんな人数で」


    　つんと澄ました声。


    「このひと」紅茶ずきんは無造作に私を指差す。「おおかみからわたしたち護まもってくれるって」


    　ザクロずきんは私の風体を見るや、冷笑を浮かべた。


    「できるわけがないでしょ？　今までどれほどの連中が同じことをやろうとしたか」


    「今まで君を助けようとした人たちはあの塔を使ったかい？」


    　私が塔を指差すと、ザクロずきんは微かすかに目を細めた。


    「『お后きさき様さまの塔』に籠こもるの？」


    　私は疑念を抱いたが、塔の呼称なんてささいな問題だ。


    「……私たちを別の土地に連れ出して、同じことを試みた方々の末路はご存じ？」


    「全滅か」


    「ご名答。跳ね橋を上げて、鉄てつ柵さくを下ろして、弓矢と大砲を準備しても、結局オオカミが赤ずきんを──」


    　背後の三人が竦すくみ上がるのに気付いてか、ザクロずきんは語尾を濁した。


    「……もういいでしょう。最後の夜になるかもしれないんだから、好きなように過ごさせてくださいます？」


    「君は死にたいのか」


    「死にたくはないけれど、悪あがきをしてまでしがみつきたい人生でもないのよ。だったらせめて、ねえ？」


    　ザクロずきんは腕の中の赤子に話しかけた。胸にリボンを添えた赤ん坊だ。


    「まさか君の子どもか？」


    「そんなわけないでしょ」


    　ぷいと顔を背け、ザクロずきんは家の中へ引っ込んでしまった。


    　私の耳元でリンゴずきんが囁ささやく。


    「去年、ザクロずきんを助けようとして一人の男性がオオカミに殺されたんです。その方の奥様が二、三か月前にご出産されたんですけど……」


    「死んだのか」


    「ええ。……でも赤ずきんを助けたご家族のお子さんだから、村長さんたちは引き取るのを嫌がったんです。そこでザクロずきんが『一年だけになるかもしれないけど』と言って……」


    「育てている、と？」


    「お乳だけは他の方にお願いしてるみたいですけど、それ以外はちゃんと世話をしているんです。……悪い子ではないんです」


    　私は紅茶ずきんたちの問うような視線を感じていた。


    　例外を作るつもりはない。


    　私はリンゴずきんの話を頭の中で整理しながら、戸を叩たたいた。


    　ざあ、と家の向こうに見える森の木々が揺れる。


    　二十回ほど叩いたところで迷惑そうな顔のザクロずきんが現れた。
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    「なんなの。赤ちゃんが泣いちゃうからやめてくれない？」


    「……生き残っている六人のうち、最低でも三人は私が塔へ連れて行く。もし私たちが一時的にでも籠ろう城じようを成功させたら、賢いオオカミは狙ねらいやすい方へ向かうんじゃないのか」


    「それって脅してるつもり？　籠城に参加しなければここに残った私が狙われるってことでしょう？　私は別にそれでいいんですけど」


    「『君は』ね。君と一緒に暮らしている赤ん坊はどうなる？」


    　ふ、とザクロずきんは意味深な微笑を浮かべた。


    「ご心配なく。何な故ぜかオオカミは赤ん坊を襲わないの。私たちも赤ん坊の頃は無事だった」


    「……試したことがあるのかい？」


    「え？」


    　ザクロずきんの表情に動揺が走るのを見て、私はたたみかける。


    「君たち『赤ずきん』の赤ん坊はそうかもしれない。だが、普通の赤ん坊を、オオカミの視界に入れたことがあるのかい？　それも『赤ずきん』と一緒に」


    「……」


    「肉を食べる動物は弱いものを優先的に襲う性質がある。君と一緒に残る赤ん坊が襲われないなんて、なんの根拠もない話だ」


    「……」


    「それに、仮に君が死んだとして、その場に居合わせた赤ん坊をこの村の人たちは養おうとするかな？　気味悪がってどこかに売るか、あるいは池にでも──」


    　私はすやすやと眠る赤ん坊に指を伸ばしたが、ザクロずきんはさっと避けた。


    　その目には怯おびえの色。やはり確信は持っていないのだ。


    「君が私たちと一緒に来れば、ジェヴォーダンの注意はこちらへ向く」


    　私は自分の卑劣さを自覚していた。だがそれは今日に始まったことではない。


    　君は赤ん坊を巻き込むような死に方を選ぶのか──


    　私があえて言葉にしなかった問いかけを、ザクロずきんは一瞬で読み取った。


    　顔に不快感を滲にじませ、唸うなるようにひと言。


    「いやらしい奴……！」


    　別に思い出させてくれなくてもいい。


    「ねーねー。どうなったの？　私もお話ししよっか？」


    　バラずきんが私の背後からひょこひょこと左右に顔を出す。


    「一緒に来てくれるそうだよ」


    「やった！　今年も一緒だね、ザクロちゃん！」


    「そーね。結局こうなるのね……」


    　ザクロずきんは荷物をまとめ、赤子を連れてきた。肩からは革製の水筒がさがっている。


    「この子、どうするつもり？」


    　そこが問題だった。私は六人の「少女」を連れて籠ろう城じようするつもりだが、「赤ん坊」の存在は想定外だ。


    　無力な赤子を連れたまま怪物と対峙するわけにもいかない。誰かに預けるしかない。


    　とはいえ、通行人に頼むわけにはいかない。誰もが赤子の扱いを知っているわけではないし、何よりこの子は「赤ずきん」と縁がある。普通に頼んでも嫌がられるだけだろう。


    　だが私には心当たりがあった。先ほど粉挽ひき小屋を通ったあたりで、赤ん坊の泣き声が聞こえたからだ。


    　道を少し戻ると、案の定、赤子を抱えた夫婦の姿が見えた。善意につけ込むようで申し訳ないが、他に方法はない。


    　私はなけなしの金や宝飾品を渡し、一晩だけ赤ん坊の面倒を見てくれるよう頼んだ。


    　夫は難色を示した。自分たちまで巻き込まれるのではないかと非難の声すら上げた。


    　だが妻は自分も子供がいるからかいくらか同情的で、食い下がるうちにとうとう承諾してくれた。


    　私は必ず戻ると約束し、礼を述べた。


    「待って」


    　とことこと赤ん坊に近づいたバラずきんが背伸びをするような仕草を見せる。


    「あいつに襲われないおまじないしてあげる」


    　バラずきんが背伸びをして、赤子に何か液体のようなものを噴きつけた。


    　私は疑問に思いながらも夫婦と別れた。


    



    　ややあって、バラずきんが私の袖そでを引っ張る。


    「猟師さん。私たちもそろそろこれ、使おう？」


    　バラずきんが差し出したのは小さな香水瓶びんだった。先ほど赤ん坊につけていたのもこれだったらしい。


    　塗りつける類たぐいのものではなく、噴霧する構造の香水瓶だ。内容物の色は淡い薔ば薇ら色いろ。


    　しゅ、しゅしゅ、とバラずきんが紅茶ずきんとザクロずきんに中身を振りかける。リンゴずきんは先に別の小瓶を受け取っていたらしく、長い髪をかき上げ、首筋に噴きつけている。


    「これが私の『秘薬』」


    　バラずきんは私にも香水をしゅっと噴きつけた。色合いに反して無臭だった。


    「何の効果があるんだい？　気を静めるとか？」


    「ううん。私の秘薬の効果は、『どんな匂いも消してくれる』こと」


    「！」


    「オオカミは鼻が利くから、これを振っておけばちょっとだけ逃げやすくなるよ」


    　私は村長の話を思い出していた。


    　赤ずきんたちは世にも不思議な秘薬を作ることができる。その秘薬は村一つを養えるほどの見返りを期待できると言う。


    （匂いを消す……）


    　もしそれが本当なら、確かにこれは様々な局面で役に立つ。


    　刺激臭を放つ薬液を飲み物の中に混ぜ込むこともできるし、番犬たちの鼻をごまかすこともできる。後ろ暗い仕事を生なり業わいとする者たちはこぞって欲しがることだろう。


    　彼女たちの言う「オオカミ」がどういった存在なのかはまだ分からないが、一般的な狼おおかみの持ち味は犬と同じ鋭敏な嗅覚と聴覚だ。


    　それを一時的に無効化できるのは生き延びるうえで大きな意味を持つ。


    「過信はしないでちょうだい」


    　ザクロずきんが鋭い言葉を放る。


    「つけてから時間が経つと効果が弱まるのよ」


    「それに濡れたり強い風を受けても効果が薄れます。……ですよね？　バラずきん」


    　リンゴずきんが言葉を引き継ぎ、バラずきんが頷うなずいた。


    　おそらく他の赤ずきんの薬にも不思議な効果があるのだろう。彼女たちはそれらを組み合わせ、細い綱を渡るようにして生き延びてきたに違いない。


    「バラずきんが毎年秘薬を分けてくれなければ、私たちはとっくに死んでいたでしょうね」


    「えへへ～。今年も皆ちゃんと使ってね」


    　リンゴずきんがバラずきんの頭を撫なでる。まるで微笑ほほえましい姉妹のようにも見える。


    「……秘薬の効果を教えてくれないか。全員だ」


    　誰かが息を呑んだ。


    「悪用するつもりはない。今のうちに把握しておかないと、ジェヴォーダンが来てから効果を聞いてもどうしようもないんだ」


    　まず、リンゴずきんが前に出た。手には様々な動物の刻印が入った赤いリンゴ。


    「私のリンゴは食べると一時間だけ他の生物に変身できます」


    （他の生物に……!?）


    「一番高く売れるのよね……」


    　ザクロずきんがうっとりした顔で呟つぶやく。嫉しつ妬とではなく賞賛の吐息。


    「でも毎年このじき、うってくれない」


    　紅茶ずきんが淡々と呟く。


    「だからわたし、たくさんつくらないといけなくなった。……なんで？　いま、かごの中にたくさんある」


    「……この時期は、作っても失敗することが多くて。だから──」


    「紅茶ちゃ～ん！」


    　バラずきんが紅茶ずきんの肩を掴つかみ、揺さぶる。


    「そんなことより、猟師さんに私たちの秘薬についてちゃんと答えてあげようよ」


    「……わたしのひやく、ものをとうめいにする」


    　紅茶ずきんが小さなティーポットを見せた。ポットそのものは厚手の布で覆われている。


    「ものに注いで、かわききったらこうか、なくなる。いきものにはきかない」


    「君は？」


    　問われたザクロずきんは心なしか意地悪そうな微笑を浮かべる。


    「私はものを粉々にするの」


    「粉々……？」


    「見せてあげましょうか？」


    　ザクロずきんは革の水筒を取り出した。そしてそれを私の銃に──


    「こらこら！　何やってるんですか」


    　リンゴずきんのいなすような声に、ザクロずきんは小さく笑って踵きびすを返した。


    「冗談よ。早く行きましょ。チューリップずきんの家はあっち」


    



    　赤ずきんたちの家は村外れの森付近に建っているようだ。


    　中でもチューリップずきんの家は一ひと際きわ湿った土地に建っていた。


    　土は柔らかく、靴くつの裏で粘るようだ。


    　庭園には賑にぎやかなチューリップの花々が咲き乱れている。足の踏み場もないほど見事に、力強く咲いた赤い花々。


    （……？）


    　妙な匂いが鼻をついた。


    　どこかで嗅かいだことがあるのだが、何の匂いだっただろうか。


    （これは──）


    「はーい！　誰ですかあ？」


    　誰すい何かの声は驚くほど軽いものだった。


    「あ、皆！　どうしたの？　チューリップお姉ちゃんに何か用？」


    　リンゴずきんほどではないが、チューリップずきんも背の高い赤ずきんだった。


    　顔立ちはあどけなく、仄ほのかに少年のような闊かつ達たつさを感じる。髪は短く、側頭部は赤いチューリップで飾られていた。


    「どうしたのじゃないでしょ、まったく……」


    　ザクロずきんがそっぽを向き、苛いら立だたしげに呟つぶやく。


    「も、もしかしてもうオオカミが来たの!?」


    「ううん。まだ」


    　赤ずきんたちが事情を話すと、チューリップずきんは驚いた。


    「籠ろう城じようしてオオカミをやり過ごす、ですか？」


    「やってみる価値はあると思う。君も来てくれないか？」


    「でも……騎兵隊の人たちでもオオカミは斃たおせなかったんですよ？　猟師さんに何ができるんですか？」


    　詰なじるような口調ではなかった。


    「勝たなくていい。少なくとも今夜は」


    「どういうことです？」


    「真正面から挑むから返り討ちにされるんだ。今夜は籠城に徹する。殺すのはその後だ」


    　秘薬の件を伏せ、「子供ばかりを襲う狼おおかみがいる」と伝えれば、猟師仲間はまさに群狼のごとく集まってくれるだろう。


    　野山を駆ける猟師を悪あしざまに語る者は絶えないが、彼らは基本的に善良だ。


    　木の根についた爪つめ痕あとを探り、葉にこびりついた毛玉を掬すくう。落ちた糞ふんをばらすことで空腹の度合いと給水状態を知る。歩幅と足跡の深さから感情を知る。水を飲む頻ひん度どで思考を知る。


    　私たち猟師ならどこまでも奴を追跡できる。犬のように。


    　奴の餌えさ場ばを荒らし、水場を汚す。縄なわ張りにこれ見よがしに踏み入り、人間が来たことを知らせる。猟犬をうろつかせ、枝を折り、葉を散らす。


    　休みなく責め立てる。休みなく。


    　どんな怪物も長期間にわたって追跡され、つけ狙ねらわれれば必ず疲ひ弊へいする。


    　彼女の言う通り、私たちは騎兵ではない。奴と決闘するつもりはない。


    　獣のごとく追い詰め、暗がりの中、疲れきった奴を殺す。


    「へえ～」


    　チューリップずきんは前のめりになって私の話に聞き入っている。


    　別に面白い話ではなかったはずだが。


    「分かりました！　じゃあ私も一緒に行きます」


    　チューリップずきんは私の肩越しに他の赤ずきんを見た。


    　拳こぶしが胸をどんと叩たたく。


    「みんなもう大丈夫だからね！　チューリップお姉ちゃんが一緒だから！」


    　赤ずきんたちはそれぞれが曖あい昧まいな返事をした。リンゴずきんですら、迷惑な贈り物を押し付けられたときのような苦い笑みを浮かべている。


    「荷物取って来ますね！」


    　扉がばたんと閉じると、弛し緩かんと呆あきれの溜ため息いきが漏れた。


    「あの子の秘薬は軟なん膏こうよ」


    「軟膏？」


    「そう。『どんな場所でも自然発火する軟膏』」


    「！　それは便利だね」


    「どこが？」


    　ザクロずきんが吐き捨てた。


    「ああ、確かに『暮らしていくうえでは』便利よね。でもお忘れじゃないかしら？　私たちはこれからジェヴォーダンの獣から『逃げ回る』の。あいつは火なんか怖がらないから、足止めにも使えない。せいぜい松たい明まつの火種にするくらいね」


    「十分役に立つだろう。火は簡単に熾おこせるものじゃない」


    　ジェヴォーダンの襲撃が夜ならば、むしろ極めて有用な秘薬だといえる。


    「……本人がまともならね」


    「？」


    「チューリップちゃん、ちょっとそそっかしいもんね～！」


    「ザクロずきん、バラずきん。ダメですよ、そういうこと言っちゃ……」


    　リンゴずきんが取りなすも、ザクロずきんとバラずきんは軽口をやめなかった。


    「あいつが足引っ張ったからイチゴずきんが死んだのよ」


    「ね～。イチゴちゃんの毒の秘薬、すごかったのにね～」


    　蔑さげすみと侮あなどり。少女たちの声音に暗く淀よどんだものが混じり始める。


    「サルビアずきんもチューリップちゃんのせいだったよね～？」


    「あ～！　あとスモモちゃんもじゃなかった？」


    「あの子は違うわよ。私と一緒のときにオオカミに食べられて死んだの。もうちょっとで川まで逃げられたのにね。……私もぎりぎりだった」


    「二人とも、やめましょう？」


    　穏やかな、しかし強い口調でリンゴずきんが告げる。


    「亡くなった赤ずきんはもう戻ってきません。そしてそれは誰のせいでもありませんよ」


    「だってチューリップちゃんが──」


    「悪いのはオオカミです。赤ずきん同士でお互いを悪く言ってはいけませんよ」


    　バラずきんはぷうっと頬ほおを膨らませたが、リンゴずきんに頭を撫なでられると笑みを見せた。


    「分かった～！　もう言わないね？」


    「はい。良い子です」


    　私は先行きに不安を覚え始めていた。


    　たった五人の赤ずきんの中にすら不和の種がある。


    　六人揃そろった時、はたしてまとまった行動が取れるのだろうか。


    「ねえ」


    　声をかけたのはザクロずきんだった。


    「もういいでしょ？　早く塔に行っちゃわない？」


    「え？　あと一人いるだろう」


    「いいからいこう」


    　紅茶ずきんまでもが素っ気なく言うと、バラずきんが不満の声を上げる。


    「えぇ～！　まだツバキちゃんがいるのにぃ」


    「あいつは仲間に入れない方がいいと思うわ」


    　湿り気を帯びた風が吹き、ザクロずきんの言葉に頷うなずく紅茶ずきんの髪を揺らす。


    「……忠告ありがとう。だが、好き嫌いで護まもる相手を選ぶつもりはないよ」


    「そうだよぉ！」


    　バラずきんがドングリを含んだリスのように頬を膨らませる。


    「仲間外れなんてしないで、みんな一緒に行こうよ！」


    　ばん、と勢いよく扉が開き、大きな荷袋を抱えたチューリップずきんが現れた。


    「お待たせしました！　……あ、そうだ。バラずきん！　香水貸して！」


    「え？　あ、身体からだの匂いを消すんだね。いいよ」


    　香水瓶びんを受け取ったチューリップずきんは、やにわに振り向いた。しゅ、しゅ、と薔ば薇ら色いろの液体がチューリップ畑に撒まかれる。


    「ちょ、ちょっと！　何してるの!?」


    　血相を変えたバラずきんが香水瓶をひったくる。


    「匂いを消してるんだよ！　新しい肥料が臭いって苦情が来てて……」


    「そんなことに大事な秘薬を使わないで！」


    「わたし、においけしのミントの葉っぱ、このまえあげた」


    「ごめん！　あれでお茶淹いれたら思ったより美お味いしくて……全部使っちゃった」


    「ばか？」


    　私は彼女たちの会話ではなく、周囲の空気に注意を向けていた。


    　本当に土や草の匂いが消えている。少し距離を取ると湿った土や草の匂いがするのだが、香水を撒いた場所へ近づくとそうした匂いをまったく感じなくなる。


    　これが「無臭」というものか。


    　猟師さん、とリンゴずきんが私の脇をつついた。


    「皆、悪い子ではないんですけど、目を離さないであげてくださいね？」


    　他の赤ずきんたちはまだ何かを言い合っている。


    　私は赤ずきん全員が手を繋つなぎ、協力してオオカミに立ち向かえると思っていた。


    　どうやら、そうではないらしい。


    



    　歩くうちに、空の色が変わり始めていた。


    　ジャムを思わせる橙だいだい色から、上品さすら感じる薄紫へ。


    　じきに月が昇る。夏げ至しの赤い月だ。


    　──と、私の耳が何かを捉とらえた。


    「静かに」


    　手振りで身を伏せるよう指示し、私は茂みに踏み込んだ。


    　何もない。


    　速やかに猟銃を構え、周囲に目を凝らす。


    　右。左、右。


    　背後。右。──左。


    　ひょう、と生ぬるい風が頬ほおを撫なでる。


    　風の隙すき間まに、耳が再び音を拾う。獣の呻うめき声が聞こえた気がした。


    「！」


    　藪やぶをかき分けると、木の枝から吊つるされた子狼おおかみが見えた。


    　その足元に──大きな狼が一匹、倒れ伏している。


    「リンゴずきん」


    　私はなるべく脅えさせないようにと最も聡そう明めいそうな赤ずきんだけを呼んだが、他の四人もこちらにやって来た。


    「あれが君らを襲ってる狼か？」


    「いえ、違います。あんなに小さくありません」


    　大きな狼は櫛くしを二枚噛かませた造りの罠わなで足を潰つぶされていた。


    　何か塗られているのか、口の端から粘ついた泡を吹いている。


    　私が聞いたのはこの狼の唸うなり声だったらしい。


    　吊るされた子狼は全身に木片を突き刺されていた。四肢の一本が潰れ、ぶぶぶ、と蠅はえが集まり始めている。


    「死んでる」


    　状況から察するに、子狼を餌えさに親を誘い込む仕掛けなのだろう。


    「ひどい……」


    　バラずきんが悲壮感を露あらわにした。


    　私も同感だった。子を囮おとりに親を狩る手法はさほど珍しくもないが、その場合、子の方は逃がすのが猟師の掟おきてだ。


    　だが、この子狼は死んでいる。親の方も長くはあるまい。


    「誰がこんなことを──」


    「一人しかいないでしょ」


    　ザクロずきんが溜ため息いきを吐つく。


    「家を見れば分かるわよ」


    



    　六人目の赤ずきんの家は、獣の骨に飾られていた。脚や背骨の白い骨がびっしりと外壁を覆い、ところどころに頭ず蓋がい骨こつも見える。


    　庭園には見たこともない木々が生えていた。幹は細く、葉の色は濃い緑。最近になって海向こうの国からもたらされた植物だ。


    　名前は確か──


    「ツバキちゃ～～～～ん！」


    　バラずきんが人の手を離れた兎うさぎのように駆け出した。


    　獣の骨をスカートの前掛けに載せた赤ずきんが振り返る。


    「あら、みんなぁ」


    　ツバキずきんの髪は艶つやのある黒で、肌は氷のように透き通っていた。目は切れ長で、瞳ひとみは血と同じ色。年齢は十五、六歳といったところか。


    　黒髪には赤い花をあしらった髪飾り。実物を見るのは初めてだ。あれが海向こうから来たという「ツバキ」の花だろう。庭の木々に咲いていないところを見るに冬の花なのかもしれない。


    「どうしたのぉ、お揃そろいで」


    　甘く爛ただれた語調のツバキずきんは、見る者を不安にさせる歪ゆがんだ笑みを浮かべた。


    　彼女の目は一瞬でチューリップずきんの荷袋に留められた。


    「あ、もしかしてぇ、今夜はみんなで遠出するのぉ？」


    「う、うん！　塔に行くんだよ～！」


    　誰もが驚く中、彼女はぱちんと手を叩たたき、満面の笑みを浮かべた。


    「それで私を呼びにきたの？　嬉うれしいぃ！」


    　媚こびすら含んだ甘い声音。


    　一瞬の後、それは嘲あざけりを含んだ低い声に変じる。


    「……てっきり仲間外れにするのかと思ったのにねぇ。っふふ」


    　ほとんどの赤ずきんが敵の接近を察知した山や羊ぎのごとくぴくりぴくりと反応する。


    （何だこの子は……？）


    　あまりにも超然とした態度に私は面食らった。


    　ザクロずきんのように意地を張っているわけでも、紅茶ずきんのように諦てい観かんしているわけでもない。ツバキずきんからは緊張をまるで感じない。


    　私は骨で埋め尽くされた外壁に目を移した。


    （三十……いや、もっとか……？）


    　相当な数の獣骨が使われている。先ほどの罠わなは彼女の仕業らしい。


    　殺した狼おおかみの骨で家を飾るだなんて、悪趣味極まりない。


    「ツバキずきん！　早く準備して！」


    　声を上げたのはチューリップずきんだった。


    「お姉ちゃんと猟師さんと一緒にオオカミをやっつけよう！」


    　能天気な言葉に何人かの赤ずきんが肩を落とした。


    「チューリップずきん。塔に行くのはやめておいた方が良いと思いますよぉ？」


    「……どうして？」


    　呻うめくように問うた私は、ツバキずきんの唇を見つめていた。


    　軟体動物さながらに蠢うごめく唇が言葉を紡つむぐ。


    「今夜、みんな死ぬからでぇす」


    　不吉な言葉を口にしたツバキずきんは口を三日月状に裂いて笑った。


    （今夜、みんな死ぬ……!?）


    　ふくく、と笑った赤ずきんは私の反応を見て首を傾げる。


    「……私のこと、誰にも聞いてないんですかぁ？」


    「しにがみツバキずきん」


    　ぼそりと呟つぶやいたのは紅茶ずきんだ。


    「死に神？」


    「これまで赤い月の夜にツバキずきんと一緒に行動した赤ずきんはみんな死んだの。でも本人だけは一度もオオカミに襲われてないのよ」


    「何……？」


    　ザクロずきんは心底不快そうな顔でツバキずきんを見やる。


    「しかも家はこれでしょ？　だからみんなこいつを死に神って呼ぶの」


    「そうなんですよぉ。私は早く食べられたいんですけどね」


    　この骨だらけの家といい、今の発言といい、ツバキずきんが他の赤ずきんたちから距離を置かれているのも納得できる気がした。


    　当の本人は私に媚こびるような、嘲あざけるような笑みを向ける。


    「そんな私ですが、どうしますぅ？　一緒に連れて行きます？　それともここに残します？」


    「連れて行く」


    　私は即答した。


    「今までは運が良かったのかもしれないが、今日はそんなもの通じない。君以外の全員が塔に行くんだ。君だけこちらに残せば確実に殺される」


    「ふぅん……」


    　ザクロずきんと紅茶ずきん、そしてリンゴずきんは微かすかに不満らしき空気を醸かもし出していた。


    　あいつとは一緒に居たくない。そんな無言の圧力をひりひりと感じる。


    　彼女たち以外の赤ずきんもツバキずきんの一言一句に注目している気配が伝わる。


    「怖いもの知らずですねぇ。私を一緒に連れて行ったら、みんなが死ぬかもしれないのに」


    　私はようやく彼女の意図を察した。


    　塔へ逃げ込めば「死に神」である自分と一緒になるから全員死ぬ、と言いたいらしい。


    「去年、オオカミが地下壕ごうに水を招き入れたの」


    　ザクロずきんの声には警句らしい響きがあった。


    「溺おぼれ死ぬかと思った。出口を間違えてオオカミの前に飛び出した赤ずきんは皆死んだ。なのにツバキずきんだけは服一つ濡れなかった」


    　だから、と続きかける言葉を手で制する。


    「分かった。ありがとう。……ところで、ツバキずきん」


    　私は声を張り上げた。


    「はあい？」


    「荷に車ぐるまを持ってないか？　君たちの足では時間がかかる。私が荷車を引くから、何人かそこに乗ってもらったほうが速いと思うんだ。日が暮れる前に塔に着きたい」


    「私、まだ行くとは言っていませんけどぉ？」


    「行かないとも言っていないだろう？　おいで。攫さらってでも連れて行く」


    　あら、とツバキずきんは蠱こ惑わく的な笑みを浮かべる。


    「強引ですね。狼おおかみみたぁい」


    「嫌かい？」


    「いいえぇ。ゾクゾクします」


    　凄せい艶えんな笑みを浮かべたツバキずきんは我が身を抱き、数秒震えた。


    「バラずきん？　中で支度をしてくるからぁ、匂いを消せるように秘薬を貸してちょうだい」


    　香水瓶びんを手にしたツバキずきんが小さな家に引っ込んだ。


    「……本気であの子を連れて行くの？」


    　ザクロずきんは害虫を目にした時のように表情を歪ゆがめている。


    「連れて行く」


    「あのひと、へん」


    　紅茶ずきんがザクロずきんに加勢した。


    「オオカミに襲われる側であることに違いはないよ。なら助けてあげないと」


    　これで六人。懸念はあるが、ひとまず全員と合流できた。


    　──全員。本当にそうだろうか。


    「……君ら、親は？」


    「いました」


    　過去形。


    「私たちが最後の六人」


    　これまでの話を総合すると、彼女たちの母親も「赤ずきん」。オオカミに殺されたのだろう。


    　父親のことは聞かなかった。彼女たちを善良な魔女「赤ずきん」たらしめているのは秘薬の製法であり、血筋ではない。行きずりの男か、村の男か。おそらく前者だろう。


    「私たちは森で生まれた後、母親と一緒に暮らします。そして独り立ちできる年になると家を追い出されるんです」


    「その後は？」


    「半分だけ教えられた製法を頼りに、自力で秘薬を造ります。それができたら一人前の赤ずきんとして暮らすことができるんです。造れなければ誰かの家に養子として──」


    「日、くれちゃう」


    　紅茶ずきんの声。リンゴずきんが慌てて口を閉じる。


    「はぁい、お待たせしました」


    　再び姿を見せたツバキずきんは大剣の鞘さやを思わせる長い筒を背負っていた。


    　庭仕事に使っていたと思われる荷に車ぐるまも二つ運んできてくれたが、あまり大きくはない。一つの荷車に二人か三人乗るのがやっとだろう。


    「私が一つ運びますよ」


    　リンゴずきんが腕まくりをする。身体からだが大きいだけあって腕力には自信があるのだろうか。


    　「いや、そんなわけには……」


    　年長でしっかりしているように見えても、少女なのだ。任せるわけにはいかない。


    「大丈夫です。どちらにしても私たち全員を猟師さん一人で運ぶのはどんなに大きな荷車があっても大変ですよ」


    　リンゴずきんの笑顔に説得され、私は銃を帯に留めてもう一つの荷車の取っ手を掴つかむ。


    　私の荷車にはザクロずきんが乗り込んだ。チューリップずきんと紅茶ずきんも。


    「じゃあ私はリンゴちゃんの方にしよ～っと」


    　バラずきんが荷車に乗ると、ツバキずきんが続く。


    「バラずきんはいつ見ても可か愛わいいわよねぇ」


    「でしょ～？　よく言われる！」


    　私はツバキずきんの秘薬について尋ねようと口を開いたが、ふとバラずきんが表情を変えるのが見えた。


    「……あれ～？　ツバキずきん、ちゃんと匂い消した？」


    「消してますよぉ」


    　すっとバラずきんの手が伸びると、ツバキずきんはそれをかわした。


    　すんすん、とバラずきんの鼻が動く。


    「本当に消……」「何ぼうっとしてるの」


    　荷車の上のザクロずきんが私を睨にらみつけていた。


    「荷車で運んでくれるなら、早くしてよ。あいつ、来ちゃうじゃない」


    　私とリンゴずきんは目配せすると、一気に走り出した。


    　途中で進路を変えるとザクロずきんが声を上げる。


    「ちょっとどっち行ってるの！　塔はあっちなんだけど!?」


    「賢いオオカミなんだろう？　匂いを消しているとは言え、真まっ直すぐ向かうのは危険だ」


    　夜が近づいたことで人々は帰路を急いでいるようだった。材木を積んだ馬車、品物を絨じゆう毯たんでくるんだ露天商、洗濯ものを桶おけに放り込んだ女たちがひっきりなしに道を行き交う。


    　私とリンゴずきんは足跡と轍わだちを人混みの中に紛れ込ませ、塔へと突き進む。


    



    　ツバキずきんの家を発ってからしばらくして、私たちは塔と村を結ぶ石橋の前に立っていた。


    　広大な堀に渡された橋の幅はあまり広くない。二頭立てまでなら何とか通れるが、三頭立て以上の馬車は通れないだろう。


    （よし……）


    　塔を目の当たりにした私は自分の判断が誤っていないことを確信する。


    　橋向こうに見える塔は角柱型で、突堤や飾りは見受けられない。窓も少なく、外部からは侵入しづらい造りのようだ。敷地も広く、籠ろう城じように役立つものが残されている可能性が高い。


    　振り返る。


    　後方に異状はない。


    　匂いは香水で消している。道中の会話は最小限に抑えたし、一度は喧けん騒そうに紛れた。狼おおかみという生物はあまり目が良くない。草地や岩場を選んで進んだ荷に車ぐるまの轍わだちを追跡することは至難の業わざだろう。


    　目、耳、鼻での追跡を妨害した。これで完全に振り切れるとは思えないが、ジェヴォーダンが私たちを見つけるまでいくらかの時間を稼げたはずだ。


    （あとは茨いばらを断って……鍵か）


    　石橋の端、すなわち塔の前に繁はん茂もする植物を凝視する私の傍そばに紅茶ずきんが立った。


    「どうやってなか、入る？」


    「窓から中に入って閂かんぬきを上げる」


    「まど、鍵がかかってたら？」


    「鍵を使って塞ふさいでいるのなら鍵を解けばいい。板を張っているのなら壊すよ」


    　私は懐から小さな箱を取り出した。中には数本の棒と液体が入っている。


    「『問鍵』だ。鍵の構造を調べて開ける道具だよ。錆さびたり壊れた鍵を開けるのに使う」


    　バラずきんが声を上げた。


    「うわぁ！　たか～い！」


    　私たちの立つ石橋は塔を囲う堀の上に架かっている。堀の水は半分ほど干上がっているため、橋は宙に浮かんでいるようにも見えた。


    　ブーツの先で蹴けった石が、かつっ、かつっと石壁を叩たたき、たっぷり数秒かけてようやく水面みなもに波紋を描く。目を凝らせば魚影も見える。人工的な湖に近いのだろう。


    「堀の水はわざと少なくしているって聞いたことがありますよ！」


    「わざと？」


    「はい！　ほら、あそこ」


    　チューリップずきんが元気よく指差す先には水路らしきものがあった。


    　堀へ向かう水は分厚い木の板に阻まれ、まったく別の方向へ流れている。


    「子供が近づくと溺おぼれたりして危ないですからね！　水が大量に入り込まないようにしてるらしいです」


    　村長の話によると塔の中には死体もあるらしい。確かに子供は近づくべきではないだろう。塔の中の死体。それを生み出したのは──


    「耳取り鼻剥そぎの魔女」


    　うっそりと呟つぶやいたのはバラずきんだった。


    「それがこの塔にいた魔女の名前かい？」


    「うん。女の子を攫さらって、その耳を取って、鼻を剥いで殺した魔女なんだって」


    　惨むごい話だ。真偽はともかく、そんな不吉な塔には誰も近づきたがらないだろう。


    　ザクロずきんが顔に不快感を滲にじませた。


    「ずっと悪さをしていたんだけど、オオカミが出てすぐにいなくなったんだって。食べられたんじゃないの？」


    「魔女は赤ずきんではないんだろう？」


    「赤ずきんの薬で得られる富を独占してたの、その魔女。自業自得よね」


    「お喋しやべりしている場合かしらぁ？」


    　橋の入り口に荷に車ぐるまを置いたツバキずきんがのんびりした口調で告げる。


    「さ、みんなは先にどうぞ。一番後ろは私でいいですからぁ」


    　四方を堀に囲まれている以上、ジェヴォーダンが来るなら背後からだ。それを分かっていながら彼女はあえて最後尾につくらしい。


    　ツバキずきんは靴くつ底で石橋をこつこつと叩たたいた。


    「この橋は石で造られてますからぁ、オオカミの爪つめがぶつかれば必ず音が聞こえます」


    「音が聞こえても逃げられなければ意味がないだろう。私が最後尾に──」


    　ツバキずきんは私の手をひらりと避けた。


    「それだとぉ、あの草を刈る人がいないでしょう？　まさか私たちにやらせるつもりですかぁ？」


    「……」


    「お気になさらずぅ」


    　私たちは互いに頷うなずき合い、橋を渡り始めた。


    「下を見るな。皆、前後の赤ずきんの手を握って」


    　吊つり橋を渡るような緊張感の中、私たちは着実に歩を進めた。不安げにバラずきんが振り返る。


    「大丈夫よぉ。こっちばっかり気にして落ちないようにね」


    　ツバキずきんが嘲あざけるように言うと、ようやく少女たちは後方への警戒をやめた。


    　と、どこか遠くで悲鳴が聞こえた。森から鳥が飛び出す。


    「っ！」


    　紅茶ずきんとバラずきんがザクロずきんに飛びつき、リンゴずきんが私に飛びついた。


    「オオカミか!?」


    「いえ、たぶん普通の狼おおかみですよ。まだ夜じゃないですし！」


    　軽い調子で告げたチューリップずきんは鳥の飛び立った辺りをじっと見つめている。


    「ほら、みんな大丈夫！　お姉ちゃんがいるからね！」


    「ああ。……急ごう」


    　長い石橋を渡りきった私たちは草むらの前で立ち止まった。


    　向日葵ひまわりに似た、幅広の葉をもつ植物群だ。この草が視界を覆い尽くしているせいで塔の扉すら見えない。


    　私は山刀をすらりと鞘さやから抜き、振り上げて──


    「猟師さん！」


    　後方のリンゴずきんが叫ぶ。


    「それがトゲトゲの草です！」


    　私はすんでのところで手を止め、眼前に広がる植物をじっと眺める。よく見るとその植物の茎くきや蔓つるに棘とげは生えていなかった。


    　茨いばらではない。これは──


    （イラクサか……!?）


    　イラクサは一見するとありふれた植物のようにしか見えない。地方によっては菓子にすら使われると聞く。


    　だがその平たい葉や茎には目に見えないほどの棘がびっしりと生えており、触れた者に激痛をもたらす。毒素を帯びており、痛みは数時間から数日は引かない。


    　種によっては嘔おう吐とや発熱、幻覚作用を引き起こすものすらあるので、国が直々に禁踏地と定めることもある。


    　私は刀をしまい、思案せざるをえなかった。


    　イラクサの棘はガラスの破片のようなものだ。マントで手足や顔を覆って突き進んでも衣服そのものに付着してしまう。


    （チューリップずきんの火を使うか？　いや、それでは時間が……）


    　ふと、誰かの視線を感じる。


    　顔を上げると、いつの間にか雲間に月が覗のぞいていた。


    　瞳ひとみに見み紛まがう、夏げ至しの赤い満月。


    



    　──微かすかな。


    　本当に微かな獣の臭いが鼻をついた。


    　じゃぐっ、と。硬く濡れた何かを噛かみ千ち切ぎる音。


    　ぱた、ぱたた、と。水より粘り気のある飛沫しぶきが地を叩たたく音。


    　振り返った瞬間、呼吸と心臓がいっぺんに止まりかけた。


    「──！！！」


    　私が相対していたのは村長が形容した通りの生物だった。


    　荒ぶる雄牛よりも大きく、筋肉質な巨体。


    　それを支える四肢は長く太く、尾は人間ほどの長さがある。


    　全身は針金を思わせる深紅の体毛に包まれており、毛むくじゃらの顔にぽつんと浮かんだ目は腐敗した卵のように黄色い。


    　口は耳まで裂けており、顎あごからはみ出した乱らん杭ぐい歯ばには血の筋が伝っている。


    　首から上を失ったリンゴずきんの長身が傾ぐ。まるで自らの死に今気付いたとでもいうように。


    「リンッ……ゴずきん……！」


    　手て籠かごが落ち、鮮やかなリンゴが散らばる。幾つかは石橋を転がり、堀の底へ。


    　少女の首から上をぼりぼりと咀そ嚼しやくするオオカミは、知性を湛たたえた目で私を見つめていた。


    　四つ足の獣でありながら、目の高さは私とほとんど変わらない。


    　互いの距離は、ほんの数十歩。


    　濁った黄色の瞳ひとみが私を捉とらえる。槍やりの穂先を思わせる耳が微かすかに動き、裂けた口が開かれた。ブガァァァァ、と。酔った男のげっぷにも似た呻うめきが漏れる。


    　泡立つ唾だ液えきと血液の混ざりものが犬歯からべしゃりと垂れた。


    （馬鹿な……!!）


    　匂いは消した。息を潜ひそめ、目に映る痕こん跡せきも残さなかった。


    　万全を期したつもりだった。


    　──「万全」。


    　人の考える「万全」など、怪物にとってはなんの意味も持たなかった。


    　私はその一瞬、拭ぬぐい難い罪悪感を忘れることができた。


    　代わりに死ぬほどの恐怖を体感する。


    　耳をつんざく悲鳴が嵐となって私を通り過ぎた。うずくまる者、震える者。堀に飛び込もうとして踏みとどまる者。


    　私は慄りつ然ぜんとしていた。


    　ツバキずきんが言った通り、狼おおかみには爪つめがある。土の上ならともかく、この石の橋を渡れば必ずちゃりちゃりと音が聞こえるはずだ。息を殺した私たち全員がその音を聞き逃すわけがない。


    　なぜ今の今まで──


    「っ!!」


    　私は気付いた。怪物の四つ足が白い何かに包まれていることに。丸みを帯びたそれは今や椀わん状に変形し、爪と脚を覆っている。


    （パン生地……!?）


    　そういえばパン生地をこねていた母娘が居た。まさかこいつは足音を消すためだけにあれを強奪したのだろうか。


    　我々が進む先が石橋であることに気付き、普通に近寄れば足音で気付かれると悟って。


    　そんな馬鹿な。


    　ありえない。


    　畜生がこんなことを考えるはずがない。


    　──これが。


    　これが「怪物」。


    　これが──「ジェヴォーダンの獣」。


    「～～～～～～!!」


    　ほとんど反射的に猟銃を構えた私は奴の眉み間けんに狙ねらいを定める。


    　ごわごわの体毛に覆われた顔は想像以上に広く、まるで壁のようだ。


    　これなら多少狙いが逸それても全弾が直撃するはず。


    　引き金に指をかけたところで視界に深紅の残像が映る。


    　オオカミ──いや、ジェヴォーダンの獣は、巨体に似合わぬ俊敏さで大きく後方に跳んでいた。


    　奴の一足飛びは大人の数歩分にも匹敵していた。たん、たん、たん、と軽やかに三度、オオカミが石橋を蹴ける。


    　パン生地に包まれた脚が橋の中ほどに着地する。


    　一拍遅れ、血の雨が降った。


    「ぐっ……!!」


    　銃口の先には棒立ちのツバキずきん、その向こうにジェヴォーダン。


    　この位置関係は最悪だ。撃てば弾がツバキずきんに直撃する。


    　どうする、と思考に入ろうとした時には既に怪物が地を蹴っていた。


    　ひと蹴りで勢いに乗り、ふた蹴りで間隔を調整し、三歩目には攻撃態勢。


    　私は為す術すべもなく、こちらに迫るオオカミを見つめていた。


    　ひゅっ、と。明るい橙だいだい色の光が私の脇を駆け抜けた。


    「!?」


    　火矢だ。それも一射ではない。立て続けに放たれた矢が空中でぶわりと三さん叉さ状の──つまり、チューリップの花そっくりの炎に包まれる。


    　ジェヴォーダンは空中で身を捻ひねり、ばつんと着地した。四つ足で地を踏みしめた怪物は忌いま忌いましそうに瞳ひとみを細めている。


    「猟師さん、早く！」


    　吹き矢の筒を咥くわえているのはチューリップずきんだった。


    「狼おおかみは強い光が嫌いなんです！　足止めしますから、今のうちに！」


    　ぷっ、ひゅ、ぷっ、と。


    　装そう填てんする間も惜しいのか、筒を使い捨てながらチューリップずきんが火矢を放つ。


    　放たれた矢が空中で燃えるのは秘薬を塗っているからだろう。


    　彼女の秘薬は「自然発火する」だったはずだ。


    　私は、いつ噛かまれるとも分からぬほど怪物に近づかれているツバキずきんに駆け寄った。


    「ツバキずきん！」


    　リンゴずきんの血と肉で汚れた少女は恍こう惚こつとした表情を浮かべている。


    　正気を失いかけている。そう判断した私はやむをえず彼女の頬ほおを張ろうと腕を振り上げた。


    　が、氷のように白い顔はぐりんとこちらを向いた。


    「叩たたかないでくださいよぉ」


    　ツバキずきんは素早くリンゴずきんの手て籠かごを拾い上げた。私はその手を掴つかみ、引き寄せる。


    「チューリップずきん！　もっとだ！」


    「はいっ！」


    　次の瞬間、私の肩に熱が走る。


    「ぐっ!?」


    　誤射。それはそうだ。吹き矢なんて銃以上に精度が怪しい。


    　ぼっと熱が爆はぜ、痛みが倍になる。


    「あっ！　ごめ──」


    「構うな！　いいからもっと撃て！」


    「い、今のが最後です！」


    「ぐっ！」


    　オオカミの耳がぴくりと動き、顔がこちらを向く。


    　鼻先まで剛毛に覆われた獣は、ゴルルルル、と遠雷にも似た唸うなり声を発した。


    　筋肉が躍動する気配を察し、反射的に引き金を引く。


    　があん、と衝撃が全身に響いた。


    　ばずず、と。聞いたこともない着弾音が私の耳に届く。


    　額付近に銃弾を浴びたジェヴォーダンは激しく首を振り、顔の毛に絡みついた弾を振り払っている。


    （効いていない……！）


    「りょ、猟師さん！　弾！　弾込めないと！　銃貸してください!!」


    「その必要はない!!」


    　私はすかさず銃身を回転させた。


    　燧すい石せき銃じゆうは弓矢と違って連射ができない。


    　さりとて一発撃つごとにもたもたと弾や薬を詰めていては獲物が逃げてしまう。


    　なので、私の銃は銃身を三つ束ねてある。一発ごとに手動で砲身を回し、次の弾を吐かせる構造だ。


    　かちりと銃身が回りきったところで再び引き金を引く。


    　発砲音。怪物は鮮やかに後方へ跳躍した。


    　鉛弾が石橋を叩たたき、飛び散った礫つぶてが堀へ吸い込まれていく。


    　私は反撃を覚悟したが、深紅の獣は攻勢に転じなかった。


    　銃弾を回避した怪物は姿勢を低くし、じりじりと這はうような格好で近づいて来る。


    （こいつ……！）


    　奴は弾を真正面から喰くらっても平然としている。私の銃が旧式であることを差し引いても、恐ろしく強きよう靭じんな肉体の持ち主だ。


    　それでいて、二射目を「回避」した。


    　推測に過ぎないが、奴は銃身を回転させる私の挙動から「一射目と二射目の威力が違う可能性」に思い至り、守勢に転じたのだろう。


    　結果としてその判断は誤りだった。


    　二射目を浴びながら強引に飛びかかっていれば、奴は私に致命傷を与えることができただろう。私を救ったのは奴の恐るべき用心深さだった。


    　鼓笛隊の太鼓さながらに心臓が脈打つ。身体からだは火ほ照てり、粘ついた汗が噴き出す。


    　ジェヴォーダンの獣はじっと私を睨にらみ、一流の剣士を思わせる足取りでそろりそろりと近づいて来る。


    　黄色く濁った目を見た私は直感した。奴は「何か」を待っている。


    　銃を持つ人間の何を待つ？──弾切れに決まっている。


    （「銃」と戦い慣れている……!!）


    　村長たちの言葉は正しい。こいつは間違いなく、人の手に余る怪物だ。


    　私は奴に銃口を向けたまま後ずさる。怪物はじりじりと迫る。


    　歩きながら前脚の一本を持ち上げたジェヴォーダンの獣はパン生地を器用に毟むしり取った。


    　ぶ、と吐き出された生地は堀へ。まるで手袋を噛かんで外す人間のごとき所作。


    　私の指は引き金にかかったままだ。


    　いつでも撃てる。いつでも撃てるが、残弾は一発。


    　銃身を外し、悠長に次弾を装そう填てんしている暇などない。撃てば弾は切れ、私は死ぬ。


    　懐に手銃はあるものの、威力が低い。それに精度にも難がある。手銃は二十歩も離れれば真正面の人間にすら当たらない。


    　今かろうじて私が生きているのは奴が私を警戒しているからだ。


    　奴は私が入念に計画を練り、この場に立っていると考えている。一人でも勝算があるから自分に立ち向かっているのだ、と。


    　まさか村に着いて数時間の、ほとんど猟師道具しか持っていないただの男だとは想像だにしていないのだろう。


    　奴がその気になれば、私は猫の手にかかった虫のように捻ひねり殺されるだろう。


    「は……ははっ」


    　恐怖が、笑いを生んだ。度を超えた臨死の感覚で頭がおかしくなりかけている。


    　ジェヴォーダンは瞳ひとみを細め、僅わずかに進軍の速度を遅らせた。


    　私が一歩後ずさると、奴が一歩前進する。牛よりも巨大なオオカミは私に「切り札」がないかを探ろうとしている。


    　と、奴の視線が微かすかに動いた。私ではなく、私の後ろに。


    　ザクロずきんが私の手を掴つかんでいた。


    「走って！　こっち！」


    「こっちって……そっちはイラクサが……！」


    　イラクサは壁のように進路を塞ふさいでいる。山刀で切り払える量ではないし、チューリップずきんの「火」で焼くにも時間がかかる。もたもたしていたらジェヴォーダンの餌えさだ。


    「どうするつもりだ、ザクロずきん！」


    「喚わめかないで！　ツバキずきん、あんたの秘薬を使って！」


    「はぁい」


    　橋の縁ぎりぎりに立ったツバキずきんが、長い筒をぶおんと振った。油と思おぼしき液体がぶわりと橋の横に広がり、ツバキずきんが落下を始めた油に触れる。


    　少女の指先が触れた瞬間、油がぴきぴきと固まっていく。一直線に伸びる橋の横に、カップの取っ手を思わせるＵ字型の迂う回かい路ろが生まれた。


    「乗って！　早く！」


    　ザクロずきんは私から手を離し、紅茶ずきんを拾うようにして抱きかかえた。


    「なっ!?　待っ」


    　ザクロずきんと紅茶ずきんがツバキずきんの秘薬でできた迂回路の上を走り抜けても、できたばかりの道は揺れも軋きしみもしなかった。


    「猟師さん急いでっ！」


    　チューリップずきんも迂回路の上をバラずきんの手を引いて駆ける。


    　はっと我に返り、走り出す。ダンスの相手を待つようにしなを作るツバキずきんの手首を掴み、引く。


    　踏んだ感触は水晶に近かった。厚く、丈夫で、びくともしない。ツバキずきんが撒まいたのはとろみのある油にしか思えなかったが、今は信じられないほど硬くなっている。


    　それはちょうど、ドロドロの溶岩やガラスが冷えて固まる様に似ていた。


    「私の秘薬、面白いですかぁ？」


    　リンゴ籠かごを手にしたツバキずきんの黒髪が靡なびく。


    「なんなんだ、これは」


    「『体温で硬化する油』ですよぉ」


    「!!　ならそれを奴に浴びせれば……」


    「ざぁんねん。あいつには効かないんですよぉ」


    　迂う回かい路ろを駆け抜けると、あっという間に、イラクサ地帯の向こう側へ着いた。


    　が、ジェヴォーダンも間抜けではない。既に前脚を秘薬でできた道に乗せ、ゆっくりと全身の体重を乗せようとしている。


    「ちなみにぃ、とおっても硬くなってるので、象ぐらいの重みにも耐えられます」


    「！」


    「もちろんオオカミの体重でも乗れまぁす」


    　その言葉とほぼ同時に、ジェヴォーダンが全体重を迂回路に乗せる。


    （まずい……!!）


    「下がって！　私に任せ……」「わたしがやる」


    　チューリップずきんが膏こう薬やくを取り出すと、紅茶ずきんがひったくった。


    　迂回路にチューリップずきんの秘薬が塗られると、ぶわりと炎が咲いた。


    　一瞬の後、迂回路に変化が生じた。炙あぶられた飴あめさながらにでろりと液状に溶けて崩れ落ちたのだ。


    　ジェヴォーダンはすんでのところで後方へ跳んでおり、堀の下への落下は免まぬがれる。


    「ヒトの体温だと硬くなるんですけどぉ、高温すぎると液状に戻るんですよぉ。オオカミさんは体温が高いみたいで効かないのよねぇ」


    　火にさらされた道は溶けて消え、元の風景を取り戻す。


    　現実離れした光景を前に私は束つかの間ま、言葉を失う。


    　が、凪ないだ水面みなもに波が立つように激しい感情が湧き上がって来た。


    　──リンゴずきん。


    　一人、護まもれなかった。そしてあろうことか護ると決めた少女たちに護られた。


    　後悔と羞しゆう恥ちと屈辱が私の心に火を点つける。


    　事態は何ら好転していない。私が何とかしなければならない。


    「あらら。来ちゃいそうですよぉ？」


    　ツバキずきんの言う通り、ジェヴォーダンは私たちが避けた草むらをじっくりと観察し、何が脅威だったのかを考えているようだった。


    　奴の全身は針のごとき体毛に覆われている。こんな草むらなど足止めにもならない。


    　植物の正体がただのイラクサだと分かれば、奴は平然と突進してくるだろう。


    （どうする……!?　このままでは……）


    　撃つか。いや撃てば弾が切れて終わりだ。


    　撃たなければどうする。撃たなくても終わりだ。


    「撃って!!」


    　声に続いて、何かが宙を舞った。


    　私は咄とつ嗟さに猟銃を斜め上方に向け、それを撃ち抜く。


    　ばあん、と宙でひしゃげたのは革の水筒だった。ザクロずきんのものだ。


    　肩を掴つかまれ、後方へ引き戻される。


    「これであいつは追って来られない……！」


    　オオカミは後方へ跳んでいた。その目の前にびしゃびしゃと液体が降り注ぐ。


    　次の瞬間、私はまたも自分の目を疑った。


    　頑丈な石橋が紐ひもを抜かれたビーズ細工のごとく放散したのだ。あるいはそれはザクロの実が弾ける様にも似ていた。


    　石橋は遥か下方の堀へ向けてばしゃばしゃと降り注ぎ、均衡を失った橋きよう脚きやくの何本かが傾く。


    　ジェヴォーダンは素早くこちらに尾を向け、地を蹴けった。


    　その判断は正しかった。傾いた橋脚はオオカミの真下に伸びる柱にぶつかり、ひびを入れたのだ。小さなひびはたちまちのうちに古い石柱を走り、橋は更に崩落する。


    　怪物は深紅の巨体をしならせ、駆けた。


    　一直線に飛ぶ火矢のごとき姿に私は畏い敬けいの念すら覚えた。


    　跳躍を繰り返したジェヴォーダンが着地し、振り返る。


    　どおおん、と大砲のような音。最も大きな橋脚が水面みなもを叩たたいたのだ。


    「これで終わってくれればいいんだけど……」


    　高く上がった水柱を見下ろすザクロずきんに安あん堵どの色はない。


    「そんなわけない」


    「紅茶ずきん！　そういう言い方はお姉ちゃん怒るよ！　……ザクロずきん！　秘薬、まだあるの？」


    「ないわ。今ので全部使っちゃった」


    　ザクロずきんが両手を上げると、チューリップずきんが青ざめる。


    「じゃあ今度こっちに来たら……！」


    　今やオオカミと私たちを結ぶ橋は完全に寸断されている。


    　奴は濁った瞳ひとみで私たちを見据えたまま、低い唸うなり声を漏らしていた。さしものジェヴォーダンとて、跳躍してこちらの岸にたどり着くことはできないらしい。


    　尾を翻ひるがえしたオオカミはその場を離れたが、諦あきらめたようには思えない。


    　奴は必ずここに来る。そして次の接触はほぼ間違いなく死を意味する。


    　私はすぐさま踵きびすを返し、大きな扉の前に立った。


    　塔の正面扉は幾重にも鎖が巻き付けられたうえ、錠で厳重に封印されていた。


    　錠の形そのものは古いので問題なく問鍵を使えそうだが、いくらなんでも数が多い。


    　少なく見積もっても二十を超える錠が扉を封じている。


    （さっきの……ザクロずきんの秘薬があれば……）


    　悔いても仕方ない。


    　問鍵には二つの作業がある。錠の内部構造の把握と、実際の解錠。経験上、この作業が二十回を超えるということは、二時間以上を要する。


    　正面突破は現実的ではない。


    「こ、こんなの開けられるの……!?」


    　ザクロずきんの問いには答えず、私は塔の周囲をぐるりと巡った。


    　大人二人分ほどの高さに窓があった。私は壁面をよじ登り、木製の鎧よろい戸どに手をかける。


    　幸運にも鍵はかかっていなかった。長年雨風にさらされたことで鎧戸は歪ゆがみ、傷いたんでいる。


    　まず私が内部への進入路を確保する。衣服で縄なわ梯ばし子ごを作り、赤ずきんたちを引っ張り上げる。滑車があればなお良いが贅ぜい沢たくは言えない。とにかく急いで──


    　鎧戸をこじ開けた私は戦せん慄りつした。


    　鉄格子だ。鉄格子が嵌はめられている。


    　私の浅はかな考えなど、この塔の設計者にはお見通しだったのだ。


    　押せども引けども格子は動かない。窓からの侵入は絶望的だ。


    　もう少し高い窓なら格子が嵌められていないのかもしれないが、もう手が限界だ。


    　着地するのと、チューリップずきんの悲鳴が同時だった。


    「猟師さん！　あれを見てください！」


    　深紅の剛毛を持つジェヴォーダンが堀の周縁を駆けている。


    　こうして見ると本当に大きい。まるで牛のようだ。ずしっ、ずしっと重々しく駆ける怪物は水路へ向かっている。


    　水路にたどり着いたジェヴォーダンはちらりとこちらを見た。まるでこれから自分の取る行動の意味を知らしめるかのように。


    　奴はおもむろに大口を開けると、水をせき止める木の板に噛かみついた。乱らん杭ぐい歯ばが分厚い遮しや蔽へい板ばんに突き刺さり、めきめきと音を立てる。怪物は四肢を大きく開き、爪つめが地面に埋もれるほど力強く踏み込んだ。


    （まさか……）


    　ジェヴォーダンは勢いよく首を振り、水をせき止める板を留め具から外した。


    　途端、強引に行き先を変更させられていた水が本来通うべき道へ一気に押し寄せる。やがてそれらは狭い水路を飛び出し、堀に注ぐ滝となった。


    「まさかあいつ……泳いでここに来る気じゃないでしょうね……！」


    「あれしきの水なら何時間かかっても堀の水位を上げることはできないはずだ」


    　私の言葉にリンゴずきんの手て籠かごを抱えたツバキずきんが口を挟んだ。


    「仮にオオカミが泳げたとしてもぉ、水面みなもがこの橋と同じ高さまで上がらないと塔には辿たどり着ないってことでしょ？」


    「そうだ。そもそも、あの筋肉量で水の中を泳ぐのは不可能だよ」


    「いぬ、およげる」


    　紅茶ずきんはそう呟つぶやいたが、犬とは重さが違いすぎる。あんな脂肪の少ない体で水に浮くことはできないだろう。


    「……」


    　違和感を覚え、周囲を見回す。


    　──バラずきんが立ち尽くしている。


    「バラず」


    　少女の目から一条の涙が流れ落ちていた。


    　虚を突かれたような表情。


    　泣きじゃくるのではなく、彼女は静かにリンゴずきんの「死」を受け止めていた。
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    　慰めの言葉を探したが、見つけられなかった。


    　それに私が為すべきはそんなことではない。


    「紅茶ずきん。私が鍵を開ける。……バラずきんを頼む」


    「うん」


    　私は山ほどもある鍵に向き直った。


    　綿を巻いた棒を専用の液体に浸し、生涯最高の速度で問鍵を操る。とはいえ、手は緊張で震えている。一つ目の鍵の内部構造を把握するだけでたっぷり数分を要した。


    　次は鉤かぎ状の金属棒の出番だ。一本で解錠しようとすれば時間がかかるので、私は三本使う。中でぽきりと折れてしまうと始末に負えないので、集中しなければならない。


    「りょ、猟師さん！　水がっっ!!」


    　チューリップずきんの声に私は振り返らなかった。音で事態を把握したからだ。


    　──水面みなもを叩たたく水音が増えている。


    「そういえばぁ。この堀って、魔女が大きな川の水を引いて作らせたって逸話があったかしら。一つや二つじゃ水みず嵩かさは上がらないけど、全部の水門を壊してしまったら……どうなるのかしらね？」


    　鍵を一つ、二つ、三つ解く。


    　ざぶんと新たな水の流れが生まれ、後方で水を塞ふさいでいた土砂が崩れる。革袋に針を刺すようにして、一つ、二つ、三つと堀へ流れ込む水の路が増えていく。


    「猟師さんっ、み、水がっ！　水位がどんどん上がってますっ！」


    　ジェヴォーダンは泳げないはずだ。そう確信しつつも私は恐怖に駆られ始める。


    「か、鍵はまだなの、猟師さん！」


    　血色を取り戻したバラずきんが手の中を覗のぞき込む。開いたのは僅わずか五個ほどに過ぎない。


    「ザクロちゃん、薬は？　ザクロちゃんの薬なら……」


    「さっきので全部使ったって言ったでしょ！　材料はあるけど調合に時間が……！」


    　石床に座り込んだザクロずきんは先ほどから乳鉢で何かを潰つぶしているのだが、とても間に合うようには見えない。


    　そうこうしている間にも壁面の一つがどぼんと崩れ、新たな水が流入した。


    　──「壁面が崩れた」。つまり、水路ではない。


    「な、なんであんなところに穴が!?」


    「普通に掘ったんじゃないのぉ？」


    　ツバキずきんはその状況を愉たのしむようにのんびりと言う。


    「捷しよう水すい路ろって呼ぶんじゃなかったっけ？　川の流れに新しい流れを足して、その先をここに繋つなげてるんじゃない？　ほら、オオカミって穴掘りが得意だからぁ」


    　どどどど、と堀の水面を叩き続ける滝の音が次第に大きくなっていく。


    　焦燥が私の手を滑らせ、その度にバラずきんが「ああ」とか「頑張って」という声を上げる。


    　赤い月が昇った世界は宵よい闇やみに包まれつつある。


    　今や途絶えた橋の先は見えず、村の方を見ても木々の黒い影が見えるばかりだ。


    「チューリップずきん。くらい。火かして──」


    　あっと紅茶ずきんが声を上げた。


    「ふねがある……」


    「船？」


    「にもつとか、牛とかはこぶやつ。村にもあった」


    「っ。いくらあいつでも船なんか使えるわけが……」


    　ザクロずきんが息を呑んだ。他の赤ずきんたちと私も彼女の視線を追う。


    　ジェヴォーダンの獣が、自らの巨体とほぼ同じ大きさの櫂かい船せんをずるずると引きずっている。


    　舳へ先さきに噛かみついて船を引きずる怪物は堀の縁までそれを導くと、長い舌を垂らした。


    　そして体の側面でぐいぐいと船を押し始めた。大きな船が少しずつ、水路へ。


    「──ちょっと。ねえちょっと」


    　声を低くしたザクロずきんが私の肩を掴つかみ、揺らす。


    「あ、あいつここに来ちゃう！　ねえ！　ホントに来ちゃうよ！」


    「見れば分かる！　だが──」


    　指先がもつれ、汗でつるりと錠が滑る。悪態をつく間にもぐんぐん水位が上がっていく。


    「ザクロちゃん！　秘薬っ！」


    「今なじむのを待ってるの！　まだ使えない！」


    　私の脳裏に一つの言葉が蘇よみがえる。


    　──「他の動物に変身できる秘薬」。


    「……もしもの時は君らだけでもリンゴずきんの秘薬で逃げられないか？」


    「んー。聞いてないのかしらぁ」


    「猟師さん！　リンゴずきんの秘薬は確かにリンゴに刻印されている生物に変身できます。でも、『頭』もその生物と同じになるんです」


    　つまりリンゴずきんの秘薬は、敵対者に食べさせるためのものなのだ。


    　小さくてか弱い動物に変身させた暗殺対象を懐に忍ばせ、人知れぬ森の奥で殺すのには役立つだろう。


    「面白そうなリンゴはあるんだけれどねぇ」


    　ツバキずきんがリンゴを掲げた。


    「猫、鷲わし、兎うさぎ、蛇……蛙かえるに鼠ねずみ？　……あらぁ、熊くまのリンゴもある」


    「わ、私にも見せてちょうだい」


    「あらぁ、ザクロずきん、自分だけ助かるつもり？」


    「こら、やめなさい！　お姉ちゃん怒りますよ！」


    「まぁ、これ食べたところで同じだけどねぇ。鳥に変身して逃げた子たちもいたけど、結局追いつかれちゃって食べられちゃったし」


    　赤ずきんたちの言い合いを聞いているだけで私の神経もささくれ立った。


    　やめろ、と叫びたくなる衝動を必死に押さえつけ、解錠に集中する。必死に忘れようとしていた後悔が胸中にせり上がる。


    　リンゴずきんが死んだ。


    　護まもると言いながら、目の前で怪物に喰くわれてしまった。


    　手元が暗くなり、視界がひどく狭く感じられる。


    　私がしゃしゃり出なければ彼女は死なずに済んだのではないか。


    　私が最後尾を護っていたらこんなことにはならなかったのではないか。


    　暗あん澹たんたる気分が思考すら黒く塗り潰つぶしていくようだ。


    「……かして」


    　紅茶ずきんだった。彼女は私の手にした錠に何かを注いだ。


    　錠前が──透けていく。ちょうど、紅茶の水面みなものように赤く。


    「!?」


    　こぽぽ、と音を立てたのは布に包まれた陶器のティーポットだった。


    「わたしたち、ひやく持ってる」


    　そうだ。赤ずきんたちも心の底から助かりたいのだ。その彼女たちに助けを乞わずして、一体何が全力だ。


    「ありがとう」


    　そう言って私が力強く頷うなずくと、紅茶ずきんは本当に微かすかに唇を動かした。それが彼女の笑みなのかもしれなかった。


    　悲嘆に暮れている場合ではない。彼女たちにリンゴずきんと同じ結末を辿たどらせてはならない。


    　私は表面が赤く透けた錠前に取りついた。紅茶のカップを覗のぞき込むように、内部構造がはっきり分かる。これなら大幅に時間を短縮することができる。


    　ちゃき、きち、と金属質な解錠音が続く。


    　水位は間断なく上昇し、いよいよ水面みなもが近づいて来る。


    　鍵を一つ、また一つ解錠するとバラずきんも私の横で、鎖をがちゃがちゃとほどく。


    「終わ──りだっ!!」


    　最後の一つを外した私は赤ずきんたちの歓声を聞きながら鍵を堀へ投げ込んだ。気ぜわしく鎖をほどき、扉を力いっぱい押す。


    　扉はびくともせず、がこがこという音を立てるばかりだった。


    （向こう側で閂かんぬきが下りている……！）


    　まずい。問鍵では閂を外すことなどできない。さりとて──


    「できたっっ!!」


    　ザクロずきんが大声を上げる。


    「どいて！　閂かんぬきなら任せて！」


    　ザクロずきんの手には僅わずかばかりの液体を湛たたえた小こ瓶びんがある。彼女はそれを器用に扉の隙すき間まに滑り込ませ、扉ごと閂を破砕した。


    　私は扉の穴に腕を入れ、半分砕けた閂を叩たたき落とした。


    「早く中へ！」


    　もつれ合うようにして塔の中へ転がり込んだ。


    　ごおん、と重たげな音と共に扉が閉じる。


    　肩を上下させながら、私は思考した。


    　今考えるべきことは二つだ。それ以外のことは後回しでいい。


    　一つ。どうやってジェヴォーダンの侵入を防ぐか。


    　奴は想像以上の怪物だった。朝まで耐え凌しのげばこちらの勝利とは言え、銃と秘薬だけでは侵入を防ぎ切れそうにない。


    　知恵だ。とにかく知恵を結集して、立ち向かわなければ。


    　そしてもう一つは──


    　私たちはツバキずきんの家を出てすぐに匂いを消した。にもかかわらず橋を渡ってすぐに、足音を消したオオカミに襲われた。


    　ここに違和感がある。


    　ジェヴォーダンは明らかに私たちの進路を読み、パン生地を調達している。それはとりもなおさず、「橋に到着する前の時点で既に居場所と目的地を捕ほ捉そくされていた」ことを意味する。


    　それはいつだろうか。


    　例えば私、紅茶ずきん、バラずきんの三人組だった頃に活動を開始し、こちらの存在を察知していたら、当然その場で襲い掛かっていたはずだ。


    　あるいは、合流する前に単独で家にいた赤ずきんの誰かが襲われていたはずだ。


    　つまりジェヴォーダンが活動を開始したのはツバキずきんと合流した後である可能性が高い。それ以前に目覚めていたとしても、実際に私たちの居場所を突き止めたのはツバキずきんと合流した後だ。


    　奴は生き残りの赤ずきんが成人男性である私と行動していることに警戒心を抱いたのかもしれない。


    　そこで進路が石橋であることに目をつけ、足音を消しての奇襲を画策したのだろう。これならひとまずの筋は通る。


    　ところが、新たな疑問が生じる。


    　ツバキずきんと合流してすぐに私たちは体臭を消した。


    　なのにどうして奴はツバキずきんと合流した後の私たちを追跡することができたのだろうか。


    　バラずきんの香水の効果は本物だ。それはチューリップずきんの家で確認した。私たちの体臭は間違いなく消えていた。


    　荷に車ぐるまを使った痕あとは極力残さなかったし、一度は人々の中に紛れた。目や耳で私たちを捕ほ捉そくすることはできないはずだ。


    　となると、奴はやはり匂いで私たちを探し出した可能性が高い。


    　ジェヴォーダンは「体臭を消している私たち」を「匂いを頼りに見つけ出した」。


    　一見すると矛む盾じゆんしているようにも思えるが、ある条件ありきなら矛盾でも何でもなくなる。


    　考えるべきことのもう一つ。


    　──匂いを消していない赤ずきんがいる。


    　つまり、裏切者がいる。
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    「猟師さん！　扉を塞ふさがなきゃ！」


    　悲鳴じみたバラずきんの声で私は我に返った。


    　問鍵による解錠に小一時間ほどを要したため、塔の中は真っ暗だ。三歩先に何があるのかすら分からない。


    「そ、それよりどこか隠れる場所を探した方がいいんじゃないの？」


    「まだおおかみがくるまで時間がある。ここをきちんとふさぐべき」


    　ザクロずきんと紅茶ずきんの声はほぼ同じ位置から聞こえた。


    　どうやら小さな紅茶ずきんがザクロずきんにしがみついているらしい。──声色を聞く限り逆かも知れないが。


    「それにしても真っ暗ねぇ」


    　ツバキずきんは茶会に現れた貴婦人のごとき口調で呟つぶやく。


    「こんな状態で動き回ったら転んで怪我をするのが関の山じゃなぁい？　造りは丈夫だけど古い建物なわけだしぃ、家具が倒れたり床がめくれているかも」


    「大丈夫です！　ここは私に任せてください！」


    　声を上げたのはチューリップずきんだった。


    　ごそごそと荷袋を漁あさる音が聞こえたかと思うと、チューリップ状の炎が灯ともされた。チューリップずきんの手にしたランプを中心に、周囲の景色が照らし出される。


    　塔の壁や床に私たちの影が長く伸びた。


    「一つだけじゃ心もとない。手分けして乾いた木の棒か燭しよく台だいを探そう」


    　こっ、ここっと赤ずきんたちの靴くつ音が石床の上を跳ね回る。


    （……）


    　私は少女たちと助け合わなければならない。


    　と同時に、彼女たちに疑いの目も向けなければならない。


    　ジェヴォーダンに対して十分な考察をしたとは言えないが、初動の速さは明らかに不自然だ。


    　バラずきんの香水を使わず、自らの体臭でジェヴォーダンを呼び寄せた赤ずきん。


    　はたしてそんな子がこの中にいるのだろうか。いるとして、その目的は一体何だ。


    　私は眉み間けんに指を添え、少女たちが間違いなくバラずきんの香水を使っていたか思い出そうとした。


    　紅茶ずきんとザクロずきんは──使っていた、ような気がする。


    　だが確証は持てない。私は秘薬の説明に注意を傾けていたからだ。


    　リンゴずきんは確か事前にバラずきんから受け取った小こ瓶びんを使っていた。チューリップずきんは庭に撒まいていたのを覚えているが、自分自身に振っていたかは定かではない。


    　バラずきんは他の赤ずきんに香水を配っている記憶はあるが、自分に使っていたかどうかは覚えていない。ツバキずきんはまだ匂いが残っているとバラずきんに指摘されていたが、その後振っていただろうか。


    　記憶があいまいだ。自信がない。全員がきちんと香水を使っていたとは言い切れない。


    　こうなると全員が疑わしく思えてくる。


    「猟師さん！　あったよ！」


    　燭台の代わりになるものを手にした赤ずきんたちが集まった。


    「暗いね」


    「私が明るいから大丈夫だよ！」


    「頭が痛くなるからあんたは黙ってて」


    「猟師さん？　ぼうっとしてていいのかしらぁ？」


    　先ほどまで扉を塞ふさいでいた閂かんぬきはザクロずきんの秘薬によって中ほどで折れていた。


    「ツバキずきん。君の秘薬でひとまず塞ぐ」


    「いいですよぉ。もうこれしか残ってませんけど」


    　ツバキずきんは小さな小瓶を見せた。


    「ツバキずきんのひやくだけじゃおおかみ、とめられない」


    「そう。あいつ、扉越しに自分の体温を伝えて秘薬を溶かそうとするの……！」


    　私は深く頷うなずいた。


    「扉を補強できるものを探そう。それから、武器も必要だ。塔の中についても調べておきたい」


    　私は塔の内部に目を凝らした。


    　まず目につくのは背の高い草の生い茂った中庭だ。


    　塔の中央は吹き抜けになっており、遥か上方に赤い満月が見える。


    　中庭がかなりの面積を占めているせいか、塔の部屋数は少ないようだ。


    　通路も入り組んでおらず、内部構造は把握しやすかった。


    　反面、逃げ回るのには向いていない。各部屋がほぼ独立しているため、いずれかの部屋に追い詰められたらそこから外には出られない。


    　最上階は三階らしく、燭しよく台だいを少し上に向けると蔓つるに覆われた大理石の手すりが見えた。


    　この塔に住んでいたという「悪い魔女」はあそこから中庭を見下ろしていたのかもしれない。


    「二人一組で動いてくれ。紅茶ずきんとツバキずきん、チューリップずきんとバラずきん」


    　私は少女たちの顔を順に見た。


    「じっくり探索する必要はない。頑丈に見えるが、侵入されそうな穴が無いか確認してほしい。何かあったらすぐに私を呼んでくれ」


    　赤ずきんたちが塔の中へ散る。


    　私とザクロずきんも一階を捜索した。


    　外から見たのと同じく、脆もろい場所はなさそうだ。


    　だが、木製の品は朽ち、金属製のものは腐食している。使えそうなものが少なすぎる事態に焦燥を覚える。こうなると秘薬が頼りだ。


    「ザクロずきん。秘薬について教えてほしい。……作り方じゃなくて効果だ」


    「一度話したでしょう」


    「勘違いがあるといけない」


    　リンゴずきんのリンゴが「敵対者に食べさせる秘薬」だとは考えていなかった。


    　同様の誤解があった場合、次は命取りになるかもしれない。


    　ザクロずきんはやや億おつ劫くうそうに、しかし丁寧に説明してくれた。


    「……。つまり、こういうことか？」


    　私はザクロずきんから聞いた話を整理した。


    



    ・バラずきんの秘薬は、あらゆる匂いを消す


    　どんなものの匂いも消すことができる。大気ですら例外ではない。香水と同じように、水に濡れる、あるいは蒸発しきると効果が薄まる。


    ・紅茶ずきんの秘薬は、ものを透かす


    　生物や生物由来のもの（革製品など）には効果がないが、それ以外は全て透過できる。透過度は秘薬を注ぐ濃度によって変わる。物体の表面だけを透かすことも、物体そのものを一時的に透明にすることも可能。乾ききると効果が失われる。


    ・ザクロずきんの秘薬はものを粉々にする


    　生物や生物由来のもの（革製品など）には効果がないが、水薬に触れたものをザクロの実のごとく破壊する。鉄のように固いものにも粘土のように柔らかいものにも効き、秘薬が少量でも大きな破壊を生むことができる。


    ・チューリップずきんの秘薬は自然発火する


    　あらゆる場所、状況下で発火するが、木や布に移さなければいずれ消えてしまう。剛毛を持つジェヴォーダンに対しては火傷やけどを負わせることができず、若干の足止め程度にしかならない。


    ・ツバキずきんの秘薬はヒトの体温に反応して硬化する


    　ヒトの体温が秘薬に直接触れた場合だけ、頑強な物質に変化する。硬化後は象をも支えられる強度を得るが、炎や高温にさらされると液状に戻ってしまう。ジェヴォーダンは体温が高いため、身動きを封じることはできない。


    



    「……リンゴずきんは？」


    　名を口にした途端、鉛の祭衣でも着たかのように私の全身が重くなった。


    　贖しよく罪ざいを謳うたいながらみすみす死なせてしまった少女。


    　首を噛かみ千ち切ぎられた彼女の肉体は今、おそらく暗く冷たい堀の底だ。


    　リンゴずきんの慈悲深い笑みをたたえた顔が浮かぶも、一いつ旦たん、意識の外へ追いやる。


    　今後悔しても何も始まらない。


    「リンゴずきんの秘薬は生物を変身させるリンゴね。ひと口齧かじるだけで、鳥、犬猫、虫、魚にいたるまであらゆる生物に変身できる。効果時間は一時間ぐらい。……ただ、肉体だけじゃなくて心まで別の生物になるの。つまり食べた瞬間、自分の意識が失われるってことね。暗殺や誘ゆう拐かいに使われてるって聞いてる。そのせいだと思うけど、一番高値で取り引きされてるの」


    「なるほど」


    「でもこれはあくまで私が知ってる範囲のことだから。私の知らない効果や性質があるかもしれない。まあ、一時間しか効果がないし、どんな場所で目覚めるか分かったものじゃないから、オオカミから逃げる役には立つかどうか」


    



    　赤ずきんたちが戻って来た。残念ながら閂かんぬきや武器として役立ちそうなものは持っていない。


    「二階、しんしつがあった」


    「ベッドもあったけど、脚は腐ってましたねぇ」


    「三階は？」


    「使えそうなものは無さそうでしたねぇ。侵入されそうな場所もなかったけど」


    「猟師さん！　地下は一階まであるみたいです。あと、これがありましたよ」


    　チューリップずきんが見せたのはボロボロの槍やりだった。穂先はあちこちが欠けている。


    「武器になりますか？」


    「……いや、折られるだろうね」


    「地下も入れそうなところはなかった。あとね、あそこは召し使いさんの部屋だったと思うの」


    　先ほどまで泣いていたバラずきんが私の腕に抱きつく。


    　褒ほめて欲しそうな目をしていたので頭や首を撫なでてやると、猫のように喉のどを鳴らした。


    「召し使い？」


    　確かこの塔は「悪い魔女」の塔だったはず。魔女に召し使いがいたのだろうか。


    　そもそも「悪い魔女」はここで一体どんな暮らしをしていたのだろう。


    　犬や猫に家事をさせることはできない。人間の付き人がいたことは間違いない。


    　それにあの槍。槍があるということは──


    「二階はたぶん兵士の詰め所と客室だったんでしょうねぇ」


    　ツバキずきんが私の思考を読んだかのように告げる。


    「兵士の詰め所？　それに……客室？　なんでそんなものが？」


    「当たり前でしょう。ここは『お后きさき様の塔』なんだから」


    　ザクロずきんは呆あきれているようだった。


    「？　『魔女の塔』だろう」


    「元々は王族が使っていたんですって」


    「わたし、しらなかった」


    「もう何十年も前だけどね。立派な旗がたくさん立ってたっておばあ様が言ってたから」


    「そこを魔女が乗っ取ったのか」


    「ええ。いつ頃からかお后様の姿は見えなくなって、魔女が兵隊に命令していたらしいの」


    　お后様とやらには気の毒だが、今、重要なのはここに残された設備と物資だ。腐食や風化を免まぬがれたものに限られはするが、籠ろう城じようの役に立つものがあるかもしれない。


    　だがあまり時間が残されていない。


    　掘の水位はこうしている間にもどんどん上がっている。上がりきれば奴が来る。


    　前脚で水を掻かくのか、顎あごで櫂かいを掴つかむのかは知らないが、奴は船を使って必ずここへ来る。


    　閂かんぬきで塞ふさぎ、多少補強した扉ごときでジェヴォーダンの侵入を防げるとは思えない。


    　パン生地で足音を消し、堀の水を導き、船まで使う怪物がただ頑丈なだけの扉を前に立ち往生するとは考えにくい。


    　誰もが考え得る秘薬の使い方で少女達を護まもれるのなら何年も前にジェヴォーダンは襲撃を諦めているだろう。


    （何か別の一手が要る）


    　沈黙に耐えかねたのか、バラずきんが口を開いた。


    「ねえねえ。ザクロちゃんの薬で何とかならないの？」


    「私の？」


    「うん。バラバラにした石とか砂を積むの」


    　閂かんぬきに加えて重石。保険としては悪くない案だ。


    　ただ、私たちに大量の瓦が礫れきを運ぶ術すべはない。重石に使えるのは入り口付近にある壁や二階の床だけだ。


    　全員が門もん扉ぴを見やり、そこから上方へ視線を滑らせる。


    「……あの量を崩すには秘薬が足りないわ」


    　ザクロずきんが眉まゆ根を寄せて呟つぶやいた。


    　少女たちの不安そうな視線が私を急せかす。


    （……考えろ……）


    　かつては王族が使っていた塔に残された資材。そして私の知恵と持ち物で何ができるか。


    　ジェヴォーダンはこの状況で何を考え、どう行動するのか。


    　あれを嵐だと思ってはいけない。あれは生物だ。生物の行動には必ず思考が介在する。


    　奴は賢い。賢いということはつまり──


    　私は少女たちに一つの問いを投げた。


    　そして決断する。


    



    　中庭に生える草は背が高く、紅茶ずきんやバラずきんの姿が隠れてしまうほどだった。


    　驚いたことに人工の水路と小さな沼まで造られており、小エビや小魚が泳いでいた。


    　狭い狭い世界の、小さな小さな沼の中で繰り返される誕生と死。


    　この生き物たちは哀れだ。


    「……いい」


    　紅茶ずきんがぼそりと呟いた。彼女は沼に生えた水草を手で掬すくい、匂いを嗅かいでいる。


    「こっちもよさそう」


    　ザクロずきんは干からびた虫の死体を手にしていた。


    　チューリップずきんは腐った木と赤あか錆さびを集め、ツバキずきんは二階の酒保に残されていた古い酒を手にしている。


    「……本当にそんなもので秘薬を作るのかい？」


    　私は腐食した盾たてを集め、「準備」を整えながら問う。


    「異国の薬草とか、コウモリの目玉を使うのかと思っていたんだが……」


    「とくべつなものからとくべつなものを作る人、ただのかがくしゃ。ほんとうの魔女はあたりまえのものからとくべつなもの作る」


    　ぎらりとナイフが閃ひらめき、私はぎょっとした。


    「何を──」


    「赤ずきんの秘薬には血が必要なの」


    　ザクロずきんが人差し指に傷をつけ、血を垂らす。


    「赤ずきんが娘の赤ずきんに伝えるのは秘薬の製法の半分だけ。残りは自分の血と新しい材料を使って自分で編み出さないといけないの」


    　見れば他の赤ずきんたちも指や手の平を傷つけていた。


    　赤い滴しずくは爪つめに落とされ、少女によって一滴あるいは二滴が秘薬の器に集められた。

  


  [image: ]


  
    「あっ！」


    　チューリップずきんの手の平からぽたぽたとやや多めの滴が落ちた。


    「あーあー。これもうダメだ」


    　べっと素材が捨てられる。


    「使えないのかい？」


    「はい！　血が一番大事な材料だから、多すぎるとダメなんです」


    「じぶんの血がたくさんまじると、ひやくのちからなくなる」


    　言いながら、赤ずきん達は互いに距離を取り始めた。


    　不思議に思っていると、白い枯れ葉らしきものを手にしたバラずきんが私に囁ささやく。


    「作り方、秘密だからだよ」


    「赤ずきん同士でもかい？」


    「そう。作り方さえ分かれば、あとはその子の血があれば秘薬が作れるんだよ？」


    　物騒な言葉に私はぎくりとする。


    　バラずきんはきょろきょろと辺りを見回した。


    「蛇がいたら教えてね～？　たくさん薬を作れるから」


    「……こんなところに蛇がいるかな」


    「いるよ。ほら、これ抜ぬけ殻がら。蛇は壁を登ったり水の上を泳いだりできるからねー」


    　中庭に散った少女たちは私には決して見えない場所で薬を作り始める。


    　時折漏れる忍び笑いや密やかな息遣い。


    　松たい明まつの光に照らされた五つの影に、私はなぜか寒気を覚えた。


    　やがて、「その時」が訪れた。


    　濡れた爪つめがかちりと石橋を踏みしめる音がした。櫂かい船せんの舳へ先さきがかこんと橋にぶつかる音も。


    　水位はすっかり上がりきっている。


    　石橋に座って足を投げ出せば水に浸つかってしまうだろう。


    　ぴちゃ、ぴちゃ、と。ジェヴォーダンは濡れた脚を一本ずつ橋に下ろした。


    　私たちはそれを「透かした」扉から見ていた。


    　扉は紅茶ずきんの秘薬で濡らしており、ガラス窓をはめ込んだように外の風景が見える。


    　私と並び立つ赤ずきんたちは朽ちた木の盾たてや留め金を外した個室の扉を掲げている。


    　ぬうと現れた巨体が扉へ近づくと、彼女たちは一斉に震え上がった。


    「大丈夫だ。奴は必ずここで止める」


    　濁った黄色の目と私たちの目が合う。


    　奴は猛然と駆け、扉にぶつかってきた。


    　どおん、と。大砲のような音。


    　扉から数十歩の距離にいる赤ずきんたちが悲鳴を押し殺す。


    （化け物め。だが────）


    　ジェヴォーダンが小さく唸うなる。


    　扉には継ぎ直した閂かんぬきを嵌はめ、更に太い棒を何重かにして添えている。


    　これは窓を塞ふさいでいた黒い鉄格子をザクロずきんの薬で外し、ツバキずきんの秘薬で固めたものだ。


    　金属の間に木を噛かませているので熱も伝わりづらくなっている。すぐには突破できないだろう。


    　何度か体当たりを繰り返した奴は不愉快そうに唸うなると、じりじりと扉から後退した。


    「諦めたの……？」


    　私にしがみついたバラずきんがきゅっと服を掴つかむ。


    「助走をつけられないんだよ」


    　獣の巨体は速度を伴ともなって初めて破壊を生むことができる。さしものジェヴォーダンも助走なしの体当たりで扉を破ることはできない。堀と塔の間が狭いのが幸いした。


    　怪物が右側の壁へ体当たりする。


    　どおん、どん、と。静かになったかと思うと今度は左だ。塔の内部でぱらぱらと砂が落ちる。


    「ひっ！」


    「大丈夫。あちら側の方が狭い。勢いをつけるのは難しい」


    　再び扉の前に姿を見せたジェヴォーダンはこちらを睨にらんだまま後退を始めた。


    　扉は補強したが、一晩もの間、奴が体当たりだけを続けるとは思わない。これまで多くの赤ずきんを喰くらってきた化け物だ。一つの策を過信すれば確実に破られるだろう。


    　私はさりげなく下を見た。


    　それにつられて怪物も、透明な扉ごしに黄色く濁った目を下方へ向ける。奴が万が一扉をぶち破った場合にたどり着く空間に。


    　そこに床はなかった。


    　直線距離で数十歩分の大穴。地下の暗がりがぽっかりと口を開いている。


    　体当たりで扉を破れば、オオカミは確実にそこに落下するだろう。穴の傍そばに立つ私たちは盾たてで武装しているので、仮に縁ぎりぎりまで跳ばれても、叩たたき落すことができる。


    　生物は脚の骨を折ったら最後だ。しかも、奴は猫ではない。高所から軽快に着地することはできない。


    　つまり、扉を力ずくで破る行為はジェヴォーダンにとって死を意味する。


    「……」


    　気が遠くなるほどの時間が経過した。


    　やがて奴は諦めたように塔の周囲を巡り始める。


    　赤ずきんたちが小さく、暗い快かい哉さいを上げた。


    　実は、床は崩れてなどいない。


    　紅茶ずきんの秘薬で一階の床を「透かした」だけだ。


    　扉が透けているため、奴は「物体を透明にする」赤ずきんがいることは理解しているだろう。先ほどの攻防で「物体を破壊する」赤ずきんがいることも知っている。


    　ジェヴォーダンは、「床が秘薬で透けている」のか「床が秘薬で抜け落ちている」のか、先ほどの状況で判断しなければならなかった。


    　そこで奴の慎重さが私たちに味方する。


    　奴は賢い。賢いがゆえに、蛮ばん勇ゆうを厭いとう。だから、迂う闊かつに飛び込んでくることはない。


    　奴の身体能力は凄せい絶ぜつのひと言に尽きる。まともに戦えば勝ち目はないだろう。


    　ならば方針は一つだ。それを使わせなければいい。知力で戦いを挑み、駆け引きに持ち込み、考えさせる。ジェヴォーダンに思考を強制し、肉体を使うことを忘れさせるのだ。


    　十分。二十分。雷を伴ともなう嵐のごとくジェヴォーダンは塔への突撃を繰り返す。だが、さすがにこの巨塔を打ち崩すには至らない。


    　やがてその音も止んだ。


    「終わりかしらぁ？」


    　ツバキずきんがむしろ残念そうに呟つぶやく。


    「別の方法を探しているだけだろう」


    　扉は突破不能。格子を抜いた窓があるものの、奴の骨格では入れない。ならば──


    「侵入するとしたら──上だ」


    　私たちは頭上を見上げた。


    　怪物がこの塔の外壁を登りきり、上から侵入することがありえるだろうか。


    　一般に、犬や狼おおかみは猫と違って木登りができない。身体からだの構造が違うからだ。鎖骨がないので、木の股に飛び乗ることはできても、幹にしがみつくことができないのだ。


    　ゆえにジェヴォーダンもこの塔を登り切ることはできな──


    「！」


    　がり、がりりり、と爪つめが壁を引っかく音がした。


    　ひいっと何人かが震える。


    「大丈夫だ」


    　がり、がり、と大人の背丈ほどまで登ったところで、がりりりり、と爪音が地上へ落ちる。


    　試みは何度か繰り返されたが、奴は一階より上の高さへ登ることはできないようだった。


    　仮に最上階、すなわち三階まで登ることができたとしても、着地の衝撃でほぼ確実に脚を折る。


    　奴自身もそれに気付いたのか、無謀な試みは中断された。


    　だが──


    （まだ終わりじゃない……）


    　奴には知恵がある。必ず他の方法を探す。


    　ごりりり、と不快な音がした。


    「石畳をめくってる！」


    　正面と上からは入れない。ならば地下。当然の判断だ。


    　すぐに湿った土を掘る音が聞こえ始めた。


    「よそうどおりだね」


    「ああ。このまま掘り進んでくれれば私たちの勝ちだ」


    　周囲に堀を巡らせた塔だ。壁面はさぞ堅けん牢ろうに違いない。ジェヴォーダンが内部に侵入するつもりなら、最下層の床も含めた全体を調べ、脆もろい場所を破壊するしかない。


    　だがそれは奴にとって死を意味する。


    　塔には地下一階がある。地中深くまで穴を掘り続ければ、逆に登ることができなくなるのだ。


    　狼おおかみは木登りができない。深い穴の底で自分の失態に気付いても、もはや地上へは戻れない。


    　バラずきんがぎゅっと私にしがみつき、ザクロずきんが唾つばを呑む。


    　が、私の読みは甘かった。


    　ジェヴォーダンの穴掘り音は、思いがけず塔を旋回し始めたからだ。


    （！　螺ら旋せん状に穴を掘る気か……!?）


    　真まっ直すぐ下へ穴を掘れば、塔へ侵入できなかった場合に戻ることができない。


    　だが螺旋形に穴を掘るのなら話は別だ。


    　侵入に時間こそかかるが、穴の底からでも地上へ戻ってくることができる。


    （こいつ……!!）


    　バラずきんは地下に脆い場所はないと言っていたが、念のため確認しなければならない。


    「下へ行く！　君らはここで待っていなさい！」


    　私は松たい明まつを掲げ、一階の隅に設けられた階段から地下へ向かった。石壁一つ隔てた向こう、螺旋を描いて潜行する怪物と競うような想像をしつつ階段を駆け下りる。


    　壁に耳を当て、ジェヴォーダンとの距離がかなり離れていることを確認したうえで、私は階上の赤ずきんたちに告げた。


    「チューリップずきん。秘薬を皆に分けてくれ」


    「とっくにやってますよ！　お姉ちゃんですから！」


    　チューリップずきんは勢いよく頷うなずく。


    「たくさん秘薬を作ったから、余った分をお互いに分け合ったんです。革袋もたくさん持ってきたから、いざという時は私がザクロずきんの秘薬を使ったり、バラずきんが紅茶ずきんの秘薬を使ったりできます！」


    「ろうそくももらった。火、つけられる」


    「奴に侵入されそうな場所がないか確認する。チューリップずきん、私にも皆の秘薬を」


    　階段の半ばまで降りて来たチューリップずきんから革袋を受け取る。


    「君らは地上の階で引き続き武器になりそうなものを探してくれ。古いものや欠けたものでも、秘薬を使えば使い途みちがあるかもしれない」


    　少女たちが慌ただしく散らばる足音が聞こえた。


    　ぐるりと地下を回りながら、確かにここが召し使いたちの住む階であったことを感じる。打ち棄すてられた食器や煤すすけた竈かまど、朽ちたベッドなどがあちこちの部屋に残されたままだった。


    　バラずきんの言ったように、目に見えて崩れている箇所はない。だが、念のため手で探りつつ地下一階を検あらためていく。


    　奥まった通路の先、物置部屋と思おぼしきところまでたどり着く。


    （？）


    　奇妙な感触。手の平に触れる石壁に細い溝が走っていた。


    　ただの傷かと思ってなぞり、はっと息を呑む。


    　文字だ。子供の目の高さでは決して気付けない場所に文字が彫られている。


    　私はおそるおそる手をどけた。


    



    　『悪い魔女が赤ずきんに化けている』


    



    　まず、混乱に襲われた。この文字は一体どういう意味で、誰が書いたのだ、と。


    　沈黙したまま十数秒が経過し、私はゆっくりと文字の意味を理解する。


    （赤ずきんに化けた魔女……？）


    　驚きは、あった。だがそれ以上に腑ふに落ちるものを感じたのも事実だ。私が護まもると決めた少女たちの中にやはり、裏切者が混じっているのだ。


    　壁面に刻まれた文字はそれだけだったが、周囲を調べると更に妙な傷があった。


    



    　『→』


    



    （下……？）


    　矢印の下には、多量の朽ちた木箱が放置されていた。


    　私は手当たり次第に中身を確認するが、ほとんどが空き箱か、湿った木屑が出て来るばかりで何も見つからない。タチの悪い悪戯いたずらしれない、そう思いかけたとき一つのひらめきがあった。


    （もしや……！）


    　私はボロ布が詰まった箱を横に倒す。


    　はたして、「それ」はあった。石が敷きつめられた床の一部が、不自然に劣化し、凹へこんでいる。


    　そっと手を伸ばす。


    「ちょっと、聞いてるの」


    　いつの間にか傍そばに立っていたザクロずきんがつっけんどんな口調で告げる。


    「どうしたんだ!?　上にいるように言っただろう？」


    　私は動揺したまま彼女に問うた。いつからいたのだろう。


    　ザクロずきんは不機嫌そうに言い捨てた。


    「あなたの言うとおり、上の階で使えそうなものを探してたんだけど。ツバキずきんが『どうしてリンゴずきんが死んで泣いてたのぉ？』　なんてあの調子でバラずきんに言い出して」


    「バラずきん、むきになってけんかになった」


    　紅茶ずきんが首を傾げた。


    「君まで……！」


    　がっしゃあん、という派手な音でザクロずきんと紅茶ずきんが飛び上がった。


    「あ、ごめーん！」


    　チューリップずきんが鍋を落とし、中身をぶちまけていた。その横にはバラずきんもいる。


    「ちょっと！　オオカミに居場所がばれるでしょう！　バラずきん。チューリップずきんに荷物を持たせないでよね」


    「ええ!?　大丈夫だよ。お姉ちゃん一人で持てるよぉ！」


    　ツバキずきん以外の四人が地下に下りてきてしまっていた。


    「……ツバキずきんは？」


    「あいつ、ほんとムカつく～！」


    　バラずきんが頬ほおを膨らませる。


    　しかし、この状況でツバキずきんを一人で放置するわけにもいかない。


    「チューリップずきん、ツバキずきんを見つけて来られるか？」


    「えっ!?　は、い。分かりました！」


    　役目を与えられたチューリップずきんは嬉うれしそうに上階へ向かう。


    「……バラずきん、紅茶ずきん、ザクロずきん。あちら側に厨ちゆう房ぼうがあった。秘薬を使えば、多少は武器になりそうなものもあった気がする。まとまって行動して、調べてきてくれないか」


    　耳を澄ますと、微かすかにジェヴォーダンが土を掘り進める音が聞こえた。


    「……。早く！」


    　強い口調で追い立てると、少女たちは渋々、通路の奥へ向かった。


    （……さて）


    　床の窪みに手を置く。と、変色した石床の一部が、周りとは別の素材でできていることに気付く。指をかけると、わずかに持ち上がり、ずらすことができそうだった。


    「隠し部屋」という言葉が頭に浮かんだ。文献などでは目にしたことがあったが、実際に見るのは初めてだった。


    　石を横にずらす。その下には階段が続いている。


    　──「地下二階」。


    　まさかこんなものがあるとは。だが一方で、まるで事前に知らされていたかのように、私の求めるものはこの下にあると確信する。


    　私は慎重に階段を降り、「→」の文字の真下にあたる通路へ出た。冷えた異臭が鼻をつく。


    　松たい明まつをかざすと、床に人骨が散らばっているのが見えた。それと同じぐらい、たくさんの拷ごう問もん器具が放置されている。


    　地下二階の壁面も他の階と同じく、いやそれ以上に頑強に作られているように見えた。ジェヴォーダンが侵入できそうな場所はない。


    　更に詳しく壁面を調べていると、肩に冷たい手が触れた。


    「どうしたのぉ？」


    　ぞわっと鳥肌が立つ。


    「ツバキずきん……！　どうしてここに……!!」


    　ツバキずきんは私の問いには答えずにやりと笑う。


    「地下二階があったんですねぇ。これが魔女の拷問部屋かしら」


    　君が魔女なのか、と口をついて出そうになったが、なんとかこらえる。あの壁の文字のことは、まだ誰にも話すべきではないと感じていた。


    　ツバキずきんは舌なめずりをしながら私を見つめていたが、ついと上を見る。


    「……疲れているみたいね、オオカミさん」


    　耳を澄ます。怪物が土を掘る音はなおも微かすかに聞こえている。


    　が、その速度は先ほどまでより遅い。


    「狼おおかみは長時間の労働に向いてる生き物ではないからね」


    　疲労で重くなる前脚。垂れたままの舌からぼたぼたと涎よだれがこぼれ、全身から湯気が立つ。


    　縮れた紅の剛毛は保温性が高く、火のように熱くなった体はなかなか冷えてくれない。


    　怒りと苛いら立だちによって判断力が低下する。ぜえ、ぜえ、と息をつく。


    　このままではいけない、と本能が警告を発する。怪物はこう考えるはずだ。


    「……焦ることはない。あいつらは袋の鼠ねずみだ」


    「……？」


    「それに満身創そう痍いで地下にたどり着いても、頭が働かないかもしれない」


    　私は宙を見上げ、呟つぶやく。


    「無理に攻める必要はない。休憩を挟みながら進もう」


    「……。オオカミはそう考えているのぉ？」


    「賢ければ賢いほど、足を止める理由があれこれ思い浮かぶ」


    　一般的に、知性は生物の行動を抑制する。前に進もうという野性的な情熱が、ここに留まれという冷たい知性に負ける。


    「奴が知性を尊とうとんでいる限り、こちらに勝ち目がある」


    　多くの人間は異常なほど知性を尊ぶ。陽気で社交的な人間より、賢い人間が上だと考える傾向にある。他の生物にない「知性」という武器を持つがゆえに、それが万能であると信じてしまう。


    　ジェヴォーダンの獣にもこの傾向が見られる。


    　奴は賢い。だが賢さを盲信している。人間のように。


    　それこそ奴の弱点であり、付け入る隙すきだ。


    「勝ち目、ねぇ」


    　ツバキずきんが笑いを噛かみ殺した。


    「でも、もしオオカミが『紅茶ずきんの秘薬』と『ザクロずきんの秘薬』の匂いを識別していたら、扉の罠わなは通じませんでしたよねぇ？」


    　どきりとする。


    　彼女の言う通りだ。


    　もしジェヴォーダンが秘薬の匂いを嗅かぎ分けていたら、床に浸した紅茶ずきんの秘薬に気付き、内部への侵入を続行していたかもしれない。


    　怪物が私たちの罠に気付かなかったのは偶然に過ぎないのだ。


    　いや。偶然と呼ぶにしては何か──


    「次からはちゃんとバラずきんの秘薬を使いましょうねぇ。あれは秘薬の匂いも消しますから」


    （こいつ……）


    　忠言する機会はあったはずだ。


    「どうして教えてくれなかったんだい」


    「今気付いたからですよぉ」


    　無言で睨にらみつけると、んふ、とツバキずきんは笑った。


    「冗談です。だって、成功する可能性が低ければ低いほど、罠に嵌はめた時の悦びって大きいじゃないですか」


    「そんな理由で……」


    「大切な理由ですよぉ。悦ばしいか、そうでないかって」


    　軟体動物を思わせる唇から舌が覗のぞく。


    「私たち、今夜死ぬかも知れないんですから」


    　まるで王子に選ばれるのを待つ姫君のごとき口ぶり。


    「猟師さんも死ぬかも知れないんですから、嘘うそはつかない方がいいですよ？」


    「嘘……？」


    「黙って聞いていれば無私の奉仕をしているような口ぶりですけどぉ」


    　ツバキずきんの深紅の瞳ひとみに私の顔が映っていた。


    「あなた、私たちを助けて悦に浸りたいだけでしょう？」


    　胸を衝つかれる思いだった。息が詰まり、めまいに襲われる。


    「顔に書いてありますよ。村長さんや私たちから喝かつ采さいを浴びたいって」


    「そんなことはっ……」


    「誰もオオカミを止められないって聞いて、本当は嬉うれしかったんじゃないですか？」


    　ツバキずきんの片手が私の頬ほおに添えられた。そこを流れる血が冷えていくのが分かる。


    「例えばこの村に百人の兵隊がいて、その人たちがオオカミから私たちを護まもっていたら、あなたは百一人目になるんじゃなくて、ここを通り過ぎたんじゃないですかぁ？」


    　言葉が重ねられるごとに、ツバキずきんの顔が近づいて来る。


    「何か隠し事してますよねぇ？　どうしてそんなに必死なのか、聞きたいなぁ」


    　──言えない。


    　私の過去の所行などを口にすれば、ただでさえまとまりに欠ける赤ずきんたちがバラバラになってしまうだろう。


    「……地下一階で、他の赤ずきんたちには武器になりそうなものを探してもらっている。地下二階は私が調べるから、君も上に行ってほしい。君の秘薬が役立つだろうから」


    「厄介払いですかぁ？」


    　ツバキずきんは試すように私を見つめたが、私が揺るがないのを見て、やがて諦めたように姿を消した。


    　彼女の姿が階上に消えたことを確認して、私は改めて壁面に手をやる。


    　──あった。先ほどと同じく、大人の目の高さに不自然な窪みが。


    　私は窪みに指を三本入れ、引く。


    　堅い。びくともしない。


    「ふっ！」


    　思い切り踏ん張って引くと、一枚の石材が外れた。


    　中には革袋が一つ。紐ひもを解くと、本が出て来た。


    　周りを念のため確認してから、ページをめくる。


    　文字はところどころインクが滲にじんでおり、傷いたんではいたがかろうじて読めるものだった。


    



    　見つけてくれてありがとう。


    　私はあなたのことをずっと待っていた。


    　あなたが国の雇った人間なのか、通りすがりの誰かなのかは問いません。


    　ただ、ここにいるのは秘薬を作る赤ずきんと、それを襲う巨大なオオカミが理由であるはず。


    　そのオオカミを生み出したのは、この塔の魔女です。私が仕えていたお方です。


    　ここに、この災厄の元凶である、魔女について記します。


    　魔女は「赤ずきん」になりすましています。……もっとも、何ずきんと名乗っているのかは分かりません。なぜならあの方はいくつもの秘薬を操り、姿を変えるからです。


    　どうか、お願いです。あの方を殺してください。


    



    　頭が真っ白になるほどの衝撃があった。


    　私は、震える手でページをめくる。


    



    　この塔の魔女はある日突然、遥か遠い土地からやって来たわけではありません。


    　かつてここは「お后きさき様の塔」と呼ばれていました。


    　王に見み初そめられたとある少女の物語を、人々が憧れとともに伝えたのです。


    　王とお后様の夫婦仲は円満そのものでした。国民に慕われ、お后様はいつも幸せそうでした。


    　お后様の出自は、赤ずきんの血を引く家でした。


    　秘薬は重宝されるものの、忌いみ嫌われることも多かった「赤ずきん」が王に召し上げられたことは赤ずきんたちにとっても喜ばしいことでした。


    　国中の赤ずきんが、彼女への賞賛と敬意を示すために貢みつぎ物ものとして自らの秘薬を贈りました。


    　でも、多くの赤ずきんたちは知らなかったのです。


    　お后様が「赤ずきん」としては未熟で、自らの秘薬を完成させられていなかったことを。


    　それを疎うとまれ、実母からは辛つらく当たられていた「できそこない」の赤ずきんだったことを。


    　だからこそ、貢がれた他の赤ずきんたちの秘薬に夢中になったのかもしれません。


    　お后様が気に入っていた秘薬の一つに、「予言の秘薬」というものがありました。効果時間はとても短いのですが「塗ったものがこの世の真実を語る」という世にも珍しい秘薬です。


    「鏡よ、鏡。鏡さん」


    　お后様はいつもこの秘薬を鏡に塗って、色々なことを尋ねていました。


    　中でもお気に入りは「世界で一番美しいのはだあれ？」というもので、真実を語る鏡はいつも「それはお后様です」と答えていました。


    　ところがある日、鏡の語る真実が姿を変えたのです。


    　鏡はこう語り始めました。


    「世界で一番美しいのは赤ずきんです」


    　更に鏡は告げました。「お后様は赤ずきんによって破滅します」と。


    　実はこの時、お后様と王様の関係は冷えかけていました。


    　子宝に恵まれていなかったからだと囁ささやく声も多くありましたが、秘薬ばかりに夢中になるお后様の姿を見ていた私たちにはその理由は明確でした。


    　お后様は、王様の寵ちよう愛あいが自分以外の美しい誰か……しかも、自分がなりえなかった「赤ずきん」に向けられるのだと考えました。それによって自分の地位が奪われるのだと。


    　赤ずきんの血を引く者であっても、自分の血で秘薬を完成させられなければ、厳密には「赤ずきん」とは呼ばれません。お后様は度々そのことを気に病んでいました。


    　お后様はなんとかして王の愛を取り戻そうと、「年齢を自在に変化させる秘薬」を使って、少女に扮したり、妖よう艶えんな女性に扮したりしました。


    　それでもだめだと分かると、他の様々な秘薬でどうにか王様の関心を取り戻そうとしました。


    　ですが、王様は一向に振り向かない。当たり前です。お后きさき様は王様の心が離れた理由である秘薬にますます執着していたのですから。私は知っていましたが、お后様には黙っていました。


    　やがて王様は塔から去り、追い詰められたお后様は「赤ずきん狩り」を始めようとしました。


    　そこで、鏡はこう告げたのです。


    「あなたがその手で赤ずきんを殺せば、破滅は確実となるでしょう」と。


    　王様から見放されたお后様に、秘薬を貢みつぐ赤ずきんはほとんどいなくなっていました。秘薬を失うことを恐れて、お后様はそれまで懇こん意いにしていた赤ずきんを一人また一人と塔に呼び出しました。そして、密かに増築した地下二階に幽閉し、秘薬の製法を聞き出そうとしたのです。


    　しかし、薬の製法は赤ずきんにとっては重要な秘密です。口を割らない赤ずきんにお后様は痺しびれを切らし、耳を取り、鼻を剥そぎ、という拷ごう問もんを繰り返しました。


    　その逸話は、「耳取り鼻剥ぎ」として伝えられています。あまりの恐ろしさとお后様の変貌ぶりから、お后様は消え、魔女がその塔に棲すみついたという噂うわさが立ちました。


    　拷問に耐えかねて口を割った赤ずきんは殺されました。


    　お后様にそう命じられ、実行していたのは私です。有用な秘薬の赤ずきんは、材料となる全身の血を抜きました。


    　どうして、お后様のためにそんなことまでしたかと？


    　当然、多くの召し使いは王様たちと一緒に塔を去っていました。僅わずかに残された召し使いも、寝食のためだけにしぶしぶ仕えているという者ばかりでした。


    　でも、私は最後までお后様に仕えたかったのです。むしろ、惨みじめな姿をさらす彼女の傍そばにこそ、いたいと思ったのです。


    　お后様は夜ごと破滅の予言にうなされ、泣き、苦しんでいらっしゃった。


    　もはやかつての栄華が嘘うそのようになった塔の中で、石像の王様に話しかけ、そして妄信するようになったのでしょう。


    　赤ずきんたちがいなくなれば、幸福が戻ってくるのだ、と。


    



    　多くの赤ずきんの失踪を受けて、新たな城に移った王様は、赤ずきんを近隣の村で保護するように命を出しました。赤ずきんたち自身も、警戒を強めて塔には近寄らなくなっていました。


    　これでは、赤ずきんを殺すことができません。


    　数多くの秘薬の製法を組み合わせ、何度も失敗をし、そしてついにお后様は「赤ずきん」として、自らの秘薬を作り出すことに成功しました。


    　それは、彼女の執念を反映したような恐るべき秘薬でした。


    　秘薬の効果は、「あらゆる秘薬の効果時間を好きなだけ延ばす」。


    　お后様は早速、自身の秘薬と「年齢を変化させる秘薬」をはじめとした秘薬を組み合わせて、姿を変えました。忠実な召し使いであった私にも同じ秘薬を使わせました。


    　そうして、自らが赤ずきんの中に紛れ込み、私に命じたり、陥れたりすることで間接的に赤ずきんたちを殺していこうとしたのです。もっとも、お后きさき様は赤ん坊や、醜みにくい老婆になることは嫌がっていましたが。


    　だから、あなたにお后様の容姿をお伝えすることは難しいのです。


    　しかし、お后様が持つ秘薬の中には、「目の色を変える」秘薬はありませんでした。


    　どんなに姿を変えても、お后様の目の色は「青色」です。覚えておいてください。


    　こそこそと動いたところで殺せる赤ずきんの数は多くありません。苛いら立だちを募らせていたお后様は、ある年、赤い満月を見上げて閃ひらめきました。


    　とある秘薬と、お后様の秘薬を組み合わせて、自らが手を下さずとも、勝手に赤ずきんを襲って喰くらう怪物を生み出すことを考えついたのです。


    



    　傷いたんだ紙が暴風に煽あおられるようにしてめくられる。


    



    　組み合わせた秘薬は×××


    　×××の赤ずきんに秘薬を×××お后様の秘薬によって×××


    　この秘薬は×××効果は絶大でした。


    　××××××××××××××××××××××××。


    　我々が、数年かかって亡きものにしてきた赤ずきんの数倍の死体が一夜にして築かれました。もちろん×××あの怪物が綺き麗れいに平らげてしまいましたが。


    　もちろん×××で、お后様自身も危険にさらされます。××××××。


    　だから彼女は×××私にも×××。


    　××××××だが、なぜ×××襲われないのか分からない。


    　死にたくなければ裏切るなとお后様は言う。××××××。


    　×××××××××。お后様はすでに私のことも警戒している。×××。


    　多くの討伐隊が×××自ら出向いた王様さえ×××。あの方は××××××。。


    　××××××××××××××××××××××××。


    　×××××××××××××××××××××。


    



    （肝心なところが……！）


    　傷みがひどく、文字も消えかかっている。


    　松たい明まつで筆跡を辿たどろうとするが、まるで読み取ることはできなかった。


    



    　最後に、私についても記しておきます。どうしてこの手記を残したかも。


    　お后様とは、父を異にする姉妹でした。


    　もちろん、私も「赤ずきん」です。もっとも、お后きさき様とは違って、私は幼い頃から自分の秘薬を作ることができ、しかもそれはなかなかに有用なものでした。


    　秘薬一つ作れず、冷ややかな母親の仕打ちに耐えていた彼女の手を引き、優しく接したのは、ただ一人私だけでした。


    　──後悔しています。


    　彼女が魔女に堕おちるのを止められなかったことを、ではありません。


    　母親に「役立たず」と罵ののしられ、衣服すら取り上げられた彼女に、私は自分の衣服や装飾品を貸してやりました。そしてほんの戯たわむれのつもりで美しく仕立ててやりました。


    　その姿を王様は見み初そめたのです。


    　あのとき、美しく着飾っていたのが私だったら。私であったはずなのに。


    　憐あわれみのつもりでした。私は秘薬を作れたのに、あの子は作れなかったから。


    　憐れな腹違いの妹に、手を差し伸べた私の方が心も見た目もずっと美しいのに。


    　いなくなってしまえ、と。何度も何度も思いました。思わない夜はありませんでした。


    　あの子と王様の結婚が決まったとき、私は猛烈な嫉しつ妬ととともにわずかにほっとしたのです。


    　これでもう、会うことはないと。


    　しかし、彼女は私を侍女として召し上げ、顔を合わせるたびに嬉うれしそうに語ったのです。


    「あなたのおかげで幸せになれた。感謝している」と。


    　朝が来るたびに、どれほど深く愛し合っているかを聞かされる暮らし。


    　夜が来るたびに、あの子を飾り立て、王様の元へ送り出す暮らし。


    　妬ねたましかった。憎らしかった。


    　私より劣る愚鈍な子が、どうして私より幸せになるの。


    　私の方がずっと魅力的なのに。あの子よりずっと王様に釣り合うのに。


    　私の秘薬こそが至高の秘薬。あの子の秘薬は、他人の秘薬に頼る寄生虫のようなものなのに。


    　私の方が。


    　私の方がもっと大事にされて、もっと褒ほめられるべきなのに。


    　あいつを引きずり下ろしたかった。


    　秘薬を使うことも考えたけれど、あいつは私の秘薬を弱点も含めてよく知っている。


    　結局、他の召し使いや王様に見つかることを恐れてうまくいかなかった。


    



    　これまで端正だった印象の文字が、そのページから激しく乱れていた。


    　嫉妬と羨せん望ぼう。


    　幸せは奪い合うものだという卑いやしい思想。


    　周りの花々を枯らしてでもひとり美しく咲こうとする妖花の腐臭。


    　あまりにも醜怪な内容に、しかし、私は嫌悪感を抱かなかった。


    　感じたのは憐あわれみだった。


    　この女は、かつての私だ。


    



    　結局、私が手を下す前に、お后きさき様は勝手に破滅していきました。


    　皆が離れていったあとも、私が傍そばに残ったのはお后様を助けたかったからではありません。


    　落ちぶれてゆくその姿を見ることが、至上の喜びだったからです。


    　召し使いとして、「赤ずきん」を拷ごう問もんして手を下すことは楽しいことではありませんでしたが、他の赤ずきんたちの秘薬を手に入れられるのは私にとっても好都合でした。


    　あのお后様が私の力に頼っている……。私はそこに暗い喜びを感じていました。


    　何より私自身が、「この世で一番美しい赤ずきん」という存在を許せなかったのです。私以外にそんな子がいるなら、死んでしまえと思っていました。


    　だからこそ、お后様がついに自らの秘薬を生み出し、その秘薬の効果を聞いたとき、私はこれまでで一番彼女を憎く思ったかもしれません。


    「あらゆる秘薬の効果を延長する」秘薬。


    　夢のような秘薬。私のものよりも優れた。


    　殺そう、と思いました。


    　どうせ、他の赤ずきんを殺しきったらお后様は私のことも殺すつもりなのです。


    　私は何度も罠わなを仕掛けましたが、すんでのところでかわされてしまいました。


    　あの怪物が生まれたのもその頃です。


    　もはや私に任せておくことは危ないと、お后様は勘付いているのかもしれません。


    　先ほど記したとおり、お后様に従っている限りは私もあの化け物には襲われないと言われました。なぜそうなのか、お后様がどんな方法であの怪物を操っているのか、いまだに謎なぞは解けていません。


    　近頃は知らない間に家中を探られていたし、持ち物も不定期に検あらためられるようになりました。お后様が私にまだ手を下さないのは、確信がないからだけだと思います。私が、自分をお后様に仕立ててくれた異父姉だからかもしれません。


    　だから、この手記も、お后様には見つからないであろう場所に隠すことにしました。


    　お願いがあります。


    　怪物を殺してください。この手記にたどり着いたあなたなら、少しは期待できそうです。


    　あの怪物がお后様を襲わない謎を解けば、きっと倒す上で役に立つはずです。


    　私はまだ生き延びているけれど、お后様は私を相当疑っています。いつ殺されるとも限らない。万が一のときのために備えはしているけれど、どこまで通じるか……。


    　お后様は私が殺します。十と重え二は十た重えに策を巡らし、必ず殺します。


    　怪物は、お后様と私の二人を喰くらうまで止まることはないでしょう。


    　もし機会があれば、私と二人きりになる状況を作ってほしいのです。この手記に記しきれなかったお話ができるはずです。もちろん、あの化け物を斃たおす有効な方法についても。


    



    　お后きさき様はまだかつての幸福を取り戻すことに固執しています。


    　秘薬と、恐ろしく哀れな獣の化け物を使って。


    



    　だから。


    　共に斃しましょう。


    　あの魔女を。


    



    　私は手記を閉じた。


    　時間にしてほんの数分の出来事だったが、何時間も本を読まされたかのように脳が疲ひ弊へいしていた。


    （……化け物を生んだ魔女）


    　重要な事実を取り上げると、こうだ。


    



    　①この塔に住んでいた「魔女」が、赤ずきんの中に紛れている。


    　②魔女に仕えていた「召し使い」も、赤ずきんの中に紛れている。


    　③破滅を恐れた魔女が、赤ずきんを間接的に殺すために作り出したのが「ジェヴォーダンの獣」。


    　④魔女は何らかの方法でジェヴォーダンの襲撃を回避している。


    　⑤召し使いもその方法に便乗して生き延びているが「襲撃されない理由」は知らされていない。


    　⑥魔女は複数の秘薬を操り、更には「あらゆる秘薬の効果を延長する」秘薬を持っている。


    　⑦召し使いは魔女を殺したがっており、魔女も召し使いをいずれ殺すつもりのようだ。


    



    　手記を見る限り、召し使いも危険な女だ。だが彼女は魔女の正体を知っている。


    　何とかして接触を──


    「ここ、なに？」


    　ぎょっとする。見れば紅茶ずきんが地下二階をのぞき込んでいた。


    　感情に乏しい彼女の声は、私を責めるようにも、ただの疑問を呈しているようにも聞こえた。


    「地下二階みたいだ。……たまたま、地下一階の空き箱をどけたらここを見つけた」


    　紅茶ずきんはきょろきょろと辺りを見回す。私が何をしていたのか探るように。


    　私は、咄とつ嗟さに手記を懐にしまい込んだ。


    「……まえ会った国のへいたいさん、わたしたちのいきかたかわいそうだっていった」


    「……」


    「猟師さん、そういうこといわない」


    　言われてみればそうかもしれない。


    　私は怪物に襲われる彼女達の境遇を哀れんだが、秘薬を造り続ける蚕かいこのごとき境遇には慰めの言葉を掛けていない。


    　怪物から逃げるために必死だったことも理由の一つだが──


    「慰められても煩わずらわしいだけだろう？」


    「……」


    「私も……色々あってね。疎うとまれたり、奇異の目で見られる人間の気持ちは分かる」


    　頭部を覆うフードに手を伸ばしかけ、引っ込める。


    　紅茶ずきんはじっと私を見つめていたが、さっと身を翻ひるがえした。


    「っ、紅茶ずきん」


    　私の喉のどから縋すがるような声が飛び出した。ちらりと見えたものに心臓がざわりと動く。


    「……こちらに来て、目を見せてくれないか」


    「なんで」


    「重要なことだ。頼む」


    　紅茶ずきんがしぶしぶといった感じで地下二階への階段を下りてくる。


    　そうして、手元の松たい明まつで照らした彼女の目は──凍った湖を思わせる薄い青色だった。


    　──どんなに姿を変えても、お后きさき様の目の色は「青色」です。


    　手記の一文が頭を過よぎる。


    「どうしたの？」


    　口の中がカラカラに乾いていた。額に浮いた汗が玉となって転がり落ちる。


    　つまり紅茶ずきんが──


    「猟師さん、チューリップずきんです！」


    　錆さびた刃物を掲げた赤ずきんが階段を下りてきた。


    「剣を見つけました！　あと、何だかモノを固定する金具みたいなものもあります！」


    　私は剣ではなくチューリップずきんの目を見る。その色は春の空を思わせる青色。


    「ちょっと危ないでしょ！　それにうるさい！　というよりなんなのよ、ここ……」


    　髪に赤い粒を散らしたザクロずきんが現れる。彼女の目は野に咲く花と同じ明るい青色だ。


    　その腰のあたりにひょっこりと顔を出したのはバラずきん。


    　人骨や拷ごう問もん道具が散らばる床を目にしたからだろう、血の気が引いている。しかし、その瞳ひとみもまた宝石のように輝く青色だった。


    　四人の赤ずきん全員の目が「青色」。


    　私は思わず後ずさる。これでは魔女が特定できない。むしろ、皆怪しく思えてくる。


    「あら。オオカミが近づいて来てるっていうのに余裕ですねぇ」


    　最後に姿を見せたのはツバキずきんだった。


    　彼女だけは目の色が「赤」だった。召し使いの手記を信じるなら魔女である可能性は低い。


    　ただ、これまでの言動を見る限り最も怪しいのは彼女だ。


    　現に橋でリンゴずきんが襲われたとき、位置ではジェヴォーダンに最も近かったツバキずきんは無傷だった。


    　そもそも手記はどこまで信用すべきなのだろうか。


    　召し使いは本当にいるのだろうか。いるならなぜ、密かに私に接触しないのだろうか。これまでも機会はあったはずだ。


    　もしやこれも魔女の──


    （……疑っても仕方ないか）


    「地下の壁に穴は無かった。奴がここから入って来ることはないはずだ。皆、武器になりそうなものは見つかったかい？」


    　私の服を誰かが掴つかむ。


    「りょうしさん」


    　紅茶ずきんだった。珍しく怯おびえた表情がありありと見て取れた。


    「なんだか、へんな音する」


    「変な音？」


    　耳を澄ます。


    　──聞こえる。


    　何だろう。ざああ、というこの音。


    　これは、まるで。


    　──「水」。


    （まさか、どこかの石壁を破ったのか……!?）


    　いや、ありえない。


    　壁はどこも頑強だった。この壁を破るのはさしもの奴とて難しいだろう。


    　もともと穴でも開いていない限り──


    　厨ちゆう房ぼう。


    　地下で火を熾おこしたら、煙が充満してしまうだろう。それが可能になっていたということは。地下一階には確かに竈かまどがあった。


    　壁と召し使いの手記に気を取られて、肝心なものを見落としていた。


    　何という愚かな。


    「換気口……!!」


    　次の瞬間、地下一階を大量の水が叩たたく音がした。


    　換気口から注がれた水が、身をくねらせる大蛇さながらに室内を蹂じゆう躙りんし、古びた扉を突き破る。


    　流れ出した濁流は競い合う腕のように通路を走る。


    　巻き上がる波。ごぼごぼと立つ泡。重さで軋きしむ床。


    　階上の音だけで、その光景がはっきりと想像できた。


    （なんてことだ……！）


    　驚きよう愕がくの次に私を襲ったのは、どうしようもない惨みじめさだった。


    　村長も言っていたではないか。「ジェヴォーダンは地下壕ごうに水を流し込んだ」と。


    　そんな前情報があったにもかかわらず、私は四方を掘に囲まれた塔の地下に、しかも赤ずきんたちを連れてのこのこと立ち入ってしまったのだ。


    「かんきこう？」


    「竈かまどから上がった煙が外に出て行く通路ねぇ。たぶん、地下一階の厨ちゆう房ぼうから土の中を通って塔の外に繋つながってたんでしょ」


    　ツバキずきんの口元には異様な笑みが貼り付いている。


    「土を掘る途中でオオカミがその通路を見つけて、堀の水を誘導したんでしょうねぇ」


    「それはつまり……」


    「ぼうっとしていたら堀の水がありったけここに流れ込んで来るから、早く逃……あら」


    　怯おびえきっていたバラずきんが、その言葉に触発されたのか真っ先に地下二階の奥へと走り出した。


    「そっちはダメだ！　バラずきん！」


    　私も釣られて駆け出す。振り返り、声だけ残す。


    「皆はなんとかして上の階へ！　立ち止まらないように！　地上に出たら、階段から離れろ」


    「まって。りょうしさんは──」


    「バラずきんを連れて行く！」


    　滝の傍そばに居るかのような震動と水の音が止まらない。私は喉のどを嗄からして叫ぶ。


    「バラずきん！　バラずきん、どこだ！」


    　上階を駆け巡る水の勢いが早い。他の赤ずきんたちは地下一階に上がれただろうか。


    　私たちも早く地上に上がらねばならないのに、肝心のバラずきんが見つからない。


    　地下二階と地下一階を結ぶ階段が濁流に飲まれたら、押し寄せる水の中を駆け上がらなくてはならない。


    　私一人ならともかく、少女を抱えた状態では不安が残る。


    　どのくらいの時間で地下が水に満たされるかは分からないが、泳いで脱出するのは現実的ではない。


    （クソ！　どこなんだ……！）


    　もう一度大声で叫ぶと、反応があった。


    「猟師さんっ!?」


    　バラずきんが怯おびえた様子で一番奥の部屋から飛び出した。


    「上に戻るぞ！」


    　どどどっと濁流が迫る音。


    　私はバラずきんを問答無用で抱きかかえ、走り出す。


    　小柄なバラずきんは予想以上に軽かった。


    　正面から水がやって来る。


    　足首を掴つかまれるような感触。どうにか踏みとどまり、前へ。


    「ふっ、ふっ……！」


    　水は既に足首ほどの高さまで満ちている。ざぶっ、ざぶっと駆ける足の勢いが鈍る。


    　と、濁流に流される、別の少女の姿が見えた。


    「っ!!　～～～っ!?」


    　反射的に、流れてきた少女を抱き止める。


    「紅茶ずきん……！　こんなところで何してるんだ!?」


    「……ころんだ」


    　申しわけなさと照れ臭さを隠すためか、紅茶ずきんはわざとらしくぺこりと頭を下げた。


    　何な故ぜだ。頼む。予想外の行動を取らないでくれ。


    　子供一人を運ぶのと二人運ぶのはわけが違う。


    　勝手な行動をされたら魔女とオオカミから彼女たちを護まもることは──


    （いや……）


    　できるかどうかではない。やらなければならない。


    　村一つ滅ぼすのに手を貸した私だ。本来なら、村一つ救わなければ帳尻が合わない。


    　まして少女五人。


    「猟師さん……」


    　バラずきんが心細そうに私の腕を掴む。


    「大丈夫だ。掴まっていなさい……！」


    　私はバラずきんを背負い、びしょ濡れになった紅茶ずきんの手を引いて走り出す。


    　数歩進むごとに、水を吸ったバラずきんのスカートが重くなる。


    　水みず嵩かさが上がっていく。海よりも鼻につんと来る淡水の匂いが濃くなる。


    「くっ……」


    　地下二階と地下一階を結ぶ階段にたどり着いた。


    　一歩上へ。押し寄せる水の力で、気を抜けば転ばされてしまいそうだった。


    「紅茶ずきん！　手を離すな！」


    　もっとも、私は彼女の手首をきつく掴つかんでいる。彼女が脱力したり手を滑らせても離れ離れになることはない。手を離されたら、私は彼女を引きずりながら進むことになる。それが嫌だから手を離さないでほしかった。


    「く、う……！」


    　急斜面を這はい上がるようにして、どうにか地下一階への階段を上り切った。


    「やった……！」


    　紅茶ずきんが小さく呟つぶやいたが、喜んでいる暇はない。地上まで出なければ安全ではない。


    　地下一階の水の勢いも予想以上に強くなっていた。


    　私に背負われたバラずきんはともかく、紅茶ずきんの身長は高くない。あと少し水位が上がったら引くも進むもままならなくなる。


    　なんとか水を掻かき分けつつ進む。厨ちゆう房ぼうから通路へと噴き出す水が、まるで壁のようになって進路を塞ふさいでいた。


    「二人とも息を止めて」


    　私は少女二人を庇かばいながら、噴出する水に体当たりした。あまりの水圧に痛みを覚える。


    　よろめきながらも、どうにか通り抜けることはできた。


    　一階への階段は目の前だ。なんとか助かりそうだ。


    「猟師さん！」


    　背のバラずきんが階段を指差した。顔を上げた瞬間、がけ崩れさながらの轟ごう音おんが響く。光が遮さえぎられ、視界が一気に暗くなる。


    　何が起きたか分からなかった。


    「ザクロずきんの秘薬……」


    　紅茶ずきんが呆ぼう然ぜんと言った。


    　私の背から降りたバラずきんが瓦が礫れきに飛びついた。両手で砂さ礫れきを掬すくい、何度も放り捨てる。が、焼け石に水だ。


    　一階から地下に繋つながる床が広範囲に渡って崩され、瓦礫と砂礫で階段は完全に埋もれてしまっている。


    　魔女の仕し業わざだ。私は直感する。


    　手記を信じるなら、魔女はこれまでにもジェヴォーダンが他の赤ずきんを襲いやすいようにお膳ぜん立てをしてきたのではないだろうか。


    　調合された秘薬は赤ずきん全員に行き渡っている。そして秘薬は革袋に入っていた。少しずつ漏れるように口を結んでいたら、濁流の中で溶けだした秘薬を時間差で発動させることができるかもしれない。


    　方法はどうであれ、誰でも罠わなを仕込むことができた。


    「くっ！」


    　私はとりわけ大きな瓦が礫れきに飛びついた。


    　一つ。二つ。三つ四つ五つ。


    　どしゃん、がしゃんと崩した岩が水を叩たたく。


    （ダメだ……！）


    　一時間も頑張ればどかすことができるだろうが、そんな余裕は──


    「み、水が！　水がきてる！」


    　はっと見れば水位が上がっていた。


    「無理……こんなの無理だよぉ」


    　バラずきんはその場にへたり込んでしまったが、それを咎とがめている場合ではない。


    「おい！　誰か！　誰かいないか!!」


    　私は階上に向かって大声を張り上げた。何度も何度も。喉のどが裂け、肺の空気が蒸気に変わったかと思う程の大声だった。


    「ザクロ！　チューリップ！　ツバキ！」


    　私は瓦礫を殴り、壁を殴り、ありったけの音を出した。だが、反応はない。


    　階段が崩落した今、上階の少女たちはもはや私たちが生きているかも分からないのだ。


    「だれか！　たすけて!!」


    　紅茶ずきんも驚くほどの大声を上げている。が、濁流の音がすべてをかき消している。


    　じりじりと水位が上がる。


    　土砂に埋もれた子供を救うかのように私は必死に瓦礫をかき分ける。


    　爪つめが割れ、指先が裂ける。痛みが恐怖で薄らぎ、息が荒くなる。


    　紅茶ずきんも犬が穴掘りをするような速度で粒の小さな砂さ礫れきをどかしている。


    　傷ついた指から滴したたる血の匂いが、むっと漂うほどの速さだった。


    　だがそれでも、水の方が早かった。


    （何か大きな音を出せるものがあれば……！）


    　はっと気付く。


    　銃だ。銃声なら上にも届くはず。


    　私は背中の銃を外し、近くの部屋に銃口を突っ込んだ。


    「離れなさい！」


    　言うが早いか、引き金を引いた。


    　一秒後、絶望に襲われる。


    （不発……！）


    　先ほど水の壁をくぐった時だろう。いつでも撃てるよう、銃身を袋から出していたのが裏目に出た。


    　もうこの銃は使えない。憤いきどおりと共に銃を濁流へ放り込む。


    「あぁ……」


    　バラずきんの表情に恐怖が浮かぶ。私の失望が伝染してしまったらしい。


    「!!」


    　私は紅茶ずきんの片手からポットを引ったくり、天井を見上げた。


    （届け……！）


    　瓦が礫れきを使って限界まで背伸びをしていると、紅茶ずきんが息を呑んだ。


    「てんじょうを透かすの……？」


    　天井に紅茶を浴びせれば、上の階から下が「透けて見える」はずだ。


    　だが濁流に足を取られて、手が天井に届かない。


    　あと少し。ほんの少しなのだが。


    「わたしもやる」


    　紅茶ずきんがリスのように私の背を這はい上がり、肩へ。


    「んっ……！」


    　手を伸ばした紅茶ずきんのポットが天井に近づく。


    　かちゃかちゃと音を立てるポット。


    　紅茶ずきんが腕を振り、中身を天井に──


    「！」


    　ひときわ激しい濁流が後ろから私たちを叩たたき、少女の手からポットが滑り落ちた。


    「あっ!?」


    　不安定な体勢だった紅茶ずきんが均衡を崩して転げ落ちた。


    「っく」


    　なんとか紅茶ずきんを受け止める。


    　しかし、秘薬の入ったポットは濁流に流されていってしまった。


    「ば、バラずきん！　紅茶ずきんの秘薬を持ってるだろう!?」


    　真っ青になったバラずきんは首を振った。


    「……ここまでに来る途中で落としちゃったみたいなの。今持ってるのは自分の秘薬だけ」


    　打つ手なし。


    （こんなところで……!!）


    　狂おしいほどの恐怖と怒りが湧いてくる。


    　私はなぜ地下になど──


    　再び、轟ごう音おんが響いた。


    　見れば階段に積まれていた瓦礫が崩れ、一階の光がわずかに差し込んでいる。


    「猟師さん!!」


    　砂さ礫れきの隙すき間まから手をボロボロにしたチューリップずきんの姿が見えた。


    　間髪容れずに、ぺきぺきと氷が割れるような音が聞こえる。


    「ふっ！」という気合いの声。それと同時に階段を塞ふさいでいた瓦が礫れきの塊が取り除かれた。


    　チューリップずきんはツバキずきんの秘薬を固めて棒状にしたものを手にしていた。


    　硬化すれば象さえも支えるというツバキずきんの秘薬で、梃て子こを作ったのだと分かった。


    （そんな使い方が……）


    「鎖を掴つかんで！　ツバキずきんの薬を塗ってあるから！　早く!!」


    　ザクロずきんの声とともに、錆さびついた長い鎖が投げ込まれる。


    　バラずきん、紅茶ずきんの順で鎖を掴んだ。地上ではチューリップ、ザクロの二人が引き上げる。ツバキずきんは、後ろでその様子をニヤニヤと見守っていた。


    　私は濁流の噴き出す後方を振り返る。


    　魔女。召し使い。オオカミ。


    　忌いまわしい記憶を呑み込んだ汚水が地下を満たしていく。


    「何してるの！　急ぎなさい！」


    　ザクロずきんの声に急せかされて、私も鎖を掴む。私の体温に反応して鎖の表面の秘薬が硬化する。手のひらががっちりと鎖に接着されたのを感じた。


    



    　地下が完全に水没したところで濁流は勢いを失った。


    　つんと臭う水の匂いに包まれながら、私は腰から崩れ落ちる。


    　全身から汗が噴き出し、毛穴からは蒸気が漏れ出すようだった。フードを外して髪をかきむしりたい衝動に襲われたが、何とか堪える。


    「ちょ、ちょっと何があったの!?」


    　ザクロずきんが早口で問いつめる。


    　紅茶ずきんとバラずきんは鎖と接着された手のひらをチューリップずきんの持つランプの上にかざしている。


    　と、熱で秘薬が溶けたようでジャラリと鎖が床に落ちた。


    　二人とも完全に脱力し、肩で息をしている。


    「あらぁ。銃は？」


    　ツバキずきんはのんびりと言った。


    「濡れたよ。捨てた」


    　私も手のひらをチューリップずきんのランプの上にかざし、鎖を取り去った。


    「銃なしなんてお気の毒さまねぇ」


    　どおん、どおん、と壁面を巨大な何かが扉を叩たたく音。内部の壁がぱらぱらと崩れ、五人の赤ずきんが飛び上がる。


    　ジェヴォーダンが地上に戻って来たらしい。一階に注いだ紅茶ずきんの秘薬はすでに乾ききっており、透過の効果は失われていた。


    　私も立ち上がり、懐に残されていたなけなしの拳銃を構える。濡れているので使えるとは思わなかった。


    　一分。三分。


    　再び壁に奴がぶつかる。大砲が火を噴くように、どおん、どおんと。


    　今度は背後の壁に体当たりされる。


    　轟ごう音おんに続き、またも塔の上部からぱらぱらと砂粒が落ちる。何人かが悲鳴を上げた。


    　我々が誰も死ななかったことに怒っているかのようなオオカミの体当たりは数秒、数十秒と間隔を変えて繰り返された。時折遠雷を思わせる低い唸うなり声が混じり、少女たちを怯おびえさせる。


    「朝までこれが続くのかしらぁ？」


    　ツバキずきんは迷惑そうな顔をした。いっそ中に入ってほしい、なんて言葉を続けそうだ。


    （……おかしい）


    　補強したはずの閂かんぬきはジェヴォーダンのしつこい体当たりでだんだんと歪ゆがみ始めていた。


    　頑強な作りであることを確認したはずの石壁は、今や体当たりの振動で僅わずかではあるが崩れ始めている。


    　地下へ降りる前、ここまで塔内の壁がボロボロだった記憶はない。


    　これは──


    「……ねえ」


    　声を発したのはザクロずきんだった。


    「なんで階段が崩れてたの」


    　私は逡しゆん巡じゆんした。おそらく伏せた方が良いのだろう。


    　が、子供は大人の嘘うそを感じ取る。反論したり看破することはできずとも、後ろ暗さを嗅かぎ取る。


    　ここでごまかしたり話を逸そらせば、彼女達は私に不信感を抱くだろう。


    　私は息を吸った。


    「君らの中に魔女がいる」


    　静かな動揺が広がった。ただ、心の底から驚いた者はいないようだった。皆、心のどこかでは察していたのだろう。


    「この塔に住んでいた悪い魔女だ。若返りの秘薬を操るそいつが赤ずきんの中に混じり、君らをずっと裏切り続けていた。……もちろん、君らを殺すために」


    「どうしてそんなことが分かったの？」


    　ザクロずきんが鋭く問うた。


    「地下二階で『召し使いの手記』を見つけたんだ。魔女に仕えていた誰かが書いたもののようだった。……悪戯いたずらには見えなかった。本物だと思う」


    　私は先ほど知ったことを話して聞かせた。ただし、懐に忍ばせた手記自体の存在は伏せた。先ほどの水没で、地下でなくしてしまったと伝える。


    　魔女は今、ひどく狼ろう狽ばいしているはずだ。


    　なぜ魔女の存在に気付いた？　なぜ若返りの秘薬について知っている？　なぜ赤ずきんを狙ねらう理由まで知っている？


    　まだ私が手記を持っていると知ったら、どうにかして手記を取り返そうとするだろう。


    　魔女を特定するにはいい手段かもしれないが、リスクも高い。ジェヴォーダンの脅威が取り去られていない今、先に見つけるべきは協力者になりうる「召し使い」だ。


    　私はじっと全員の顔を窺うかがった。だが誰一人として不穏な反応は見せなかった。


    「ああ、だからかしらぁ」


    　のんびりと呟つぶやいたツバキずきんに視線が集まる。


    「蛇のリンゴがなくなってるのぉ。どうしてかなぁって考えていたんだけれどお……」


    「！　蛇に変身して自分だけ生き延びるつもりだったのか」


    　魔女はジェヴォーダンが堀の水を流し込むことまで想定していたのだ。


    　私たち全員を地下に誘い込んで溺でき死しさせた後、自分だけは水の上を泳げる蛇に変身してやり過ごすつもりだったのだろう。


    「……皆、聞いてくれ」


    　私は既に気付いていた。


    　五人の赤ずきんのうち、当人を除く四人がツバキずきんを見つめていることに。


    　気持ちは分かる。ツバキずきんの言動は不穏だ。現に、私たちが地下にいたとき彼女はひとりで行動していた。階段を崩落させる罠わなの準備をしたり、一階の壁の要所を破壊することもできただろう。


    　だが彼女が魔女だという確証はない。


    　それどころか、「魔女は青い目を持つ」という召し使いの記録と食い違う。


    　決めつけてかかってはならない。先入観を持って臨めば大抵の物事は失敗する。


    「以降、『コイツが魔女だ』あるいは『コイツが魔女かもしれない』といった話は禁止だ」


    「き、禁止？」


    「私は君ら全員を信じているが、同時に全員を疑っている。特定の誰かに肩入れするつもりはない。もし誰かを魔女だと言う子がいたら、私はその子を拘束する」


    　赤ずきんたちは押し黙った。


    　私が本気だということを察したのだろう。そして実際に、私は本気だった。


    　告げ口。猜さい疑ぎ。好悪の感情。それに伴ともなう記憶の淀よどみ。


    　あの子はあんなことを言った気がする。あんな笑みを浮かべた気がする。だから魔女に違いない。私は魔女じゃないけれど、あいつは魔女に違いない。


    　放っておけば、これからそんな言葉が飛び交うだろう。


    　情けない話ではあるが、私は少女の嘘うそを見抜けないだろう。五つの口から飛び出す言葉をいちいち真に受けていては魔女の思う壺つぼだ。


    「魔女は私がなんとかする。君らはオオカミから助かることだけを考えてほしい」


    　数秒、私たちは視線をぶつけ合った。護まもり、護られる相手を前にしているというのに火花すら散るようだった。


    「魔女に言っておく」


    　私は覚悟を込める。


    「お前は必ず見つけ出す」


    　鋭い哄こう笑しようが耳の奥で聞こえた気がした。


    



    　ジェヴォーダンが再び扉に体当たりした。


    　緊張していたせいか、私の肉体は服が濡れていることを忘れていたらしい。夏とはいえ、ずぶ濡れでは風邪をひいてしまう。そう考えたところで気付く。


    「みんな、バラずきんの香水を使いなさい」


    　五人の目線が私に集まる。


    「ここから先、オオカミに居場所を知られたくない」


    　バラずきん、と私は少女の頭を優しく撫なでる。


    「香水はまだある？」


    「……うん」


    　恐ろしい目に遭ったためか、彼女は膝ひざを抱えたままだった。


    　しゅ、しゅしゅ、と香水を噴きつける音を聞きながら、私は門もん扉ぴに近づいた。


    　がりり、かりかり、とジェヴォーダンが壁を引っかく音。


    　──後手に回っている。


    　奴に先んじて籠ろう城じようするはずが、追い立てられて逃げ込んでしまった。


    　侵入を防ぐべく地下へ潜れば水を流し込まれ、銃を失った。


    　そして今、疲ひ弊へいした赤ずきんを背にした私は怪物の次の一手を「待っている」。


    　当初は確かにこうする予定だった。私はこの一夜を「ジェヴォーダンの攻撃を凌しのぐ一夜」と見定めていた。最初に猟銃の一撃を耐えられた時点で、攻めることは諦めていた。


    　だがそれではダメだ。反撃を恐れる必要のない怪物は知恵の限りを尽くして攻めてくる。


    　護る側の私は知恵の限りを尽くしているわけではない。怪物の攻め手に逐一「対応」してしまっている。


    　知恵の限りを尽くすジェヴォーダンと、尽くさない私。夜明けという時間制限はあるものの、勝敗は目に見えている。どこかで攻めに転じなければならない。


    　──「どこか」。


    　当然、それは今だ。


    　一つだけ、奴を殺す方法がある。


    「おい」


    　私は門もん扉ぴ越しに声を投げた。音は聞こえなかったが、怪物が耳を立てる気配を感じる。


    「言葉は分かるか？」


    　奴は沈黙を以って是ぜとした。


    「今、お前を殺す方法を思いついた。使えば確実にお前は死ぬ」


    　縦横無尽に動き回り、あらゆる角度、深度からこの塔を攻めようとしていたジェヴォーダンが思考を止め、私の言葉に耳を傾ける。


    　私は怪物の息遣いを感じていた。


    「一時間後、この扉を開ける」


    「……！」


    　声なき悲鳴が赤ずきんたちから発せられた。


    「入りたければ好きにすればいい。だがこの塔に一歩でも足を踏み入れたら、お前は間違いなく死ぬ」


    　沈黙。


    「お前は二階まで跳べないだろう」


    　ゴルルル、と奴が唸うなった。怒りではない。停止しかける己の脳に喝を入れているのだ。


    「お前が中に入ったら、私は床を崩す」


    　地下は完全なる水の世界。落下すれば筋肉の塊であるジェヴォーダンは泳げず、溺でき死しする。


    　仮に溺おぼれずに済んだとしても、おぼつかない足場では二階に跳ぶことはできない。


    　策を巡らそうとすれば、真上にいる私たちがすべて見通し、見透かし、見破る。


    　そのまま朝まで待てば私たちの勝利。


    　つまり完全なる「詰み」。


    「塔の外に残ったら、三階に登った赤ずきんたちが塔の外へ秘薬をぶちまける。水筒一本分で橋を崩すほどの秘薬だ。それしきの足場、簡単に崩せる」


    　この言葉に怪物はわざとらしい唸り声で応じた。


    　なんて恐ろしいことだ、と言っているようにも聞こえる。


    （……。予想している、か）


    　ザクロずきんの秘薬は「液体」で、生物を殺すことはない。


    　この二つの特徴を奴は既に理解している。前者は見れば分かるし、後者は自分に直接振りかけられなかったことから推測できる。


    　三階から水薬をぶちまけた場合、おそらく奴は自分の身体からだで防ぐ腹積もりだろう。そして降り注ぐ秘薬を塔の壁面に跳ね返す。


    　あの秘薬は僅わずかな量でも大きな効果を発揮する。匙さじ一杯分も壁面に降りかかれば、そこに穴が開く。最悪の場合、塔が崩落しかねない。


    　奴にとっては堀の外こそが安全地帯だ。私たちには近づけるが、床が崩落する危険性がある。


    　賢いジェヴォーダンはおそらく、扉を開けても不用意に中に入ることはないだろう。


    　じっと外で息を潜ひそめるのが得策だ。


    　奴がただ賢いだけなら、それで終わる。


    　だが忘れてはならない。奴は「とてつもなく賢い」。


    　一時間もあれば奴は「中に入り、かつ無事に床の崩落をかわす方法」を考えつくはず。


    　私はその上を行く。


    「赤ずきんは殺させない」


    　嘲あざ笑わらうような唸うなり声。私は扉に背を向けた。


    



    　一階。二階。目当てのものを探すために塔の中を再び探索する。


    　三階。中庭を見下ろす魔女の部屋に行きついた。


    　魔女の部屋には粉々になった鏡が落ちていた。黒ずんだ水や泥で汚れた鏡は、もはや何も映していない。召し使いの手記に出てきた、あの鏡かもしれない。


    　室内には彫刻も飾られていた。胸像ではなく、全身像だった。


    　剣を携たずさえた男もいれば、花束を抱えた娘、髭ひげを蓄えた老人の像もある。どれもひどく汚れていたが、割れたり欠けてはいなかった。


    　一組の男女がいた。豪ごう奢しやな衣服に身を包んだ美青年と、彼の手を握る美女。


    　おそらく、王様と魔女の若い頃の姿だろう。


    　私は魔女──いや、お后きさき様の顔を覗のぞき込んだ。


    　顔は無惨に砕かれていた。鼻は折られ、目は抉えぐられ、頬ほおにはひびが入っている。


    　顔の無いお后様は夏の赤い満月を見上げていた。


    



    　私は二階の一室に籠こもり、最後の準備を整えていた。


    　赤ずきんたちには秘薬の精製を頼みつつ、誰かが完全に一人にならないように見張らせた。


    　一方で、一人ずつこの部屋に来るよう指示していた。


    　魔女を見破るためではない。召し使いと対話するためだ。


    　もし召し使いがまだ生きているなら、彼女は私と一対一での対話を望んでいる。


    　信頼できる人物ではないが、この状況を打破するうえでは助けになってくれるはずだ。


    「猟師さん。来たよ」


    　振り返ると、通路からバラずきんが顔を覗のぞかせていた。


    　私が胸の奥底に沈めた痛みを喚起する顔。


    「本当にオオカミを中に入れるの？」


    「ああ」


    「……このままずっと閉じこもってた方がいいんじゃない？」


    「相手がジェヴォーダンだけならね。たぶん、私が地下にいる間に、誰かが一階の壁にザクロずきんの秘薬を撒まいている。あの状態ではオオカミの体当たりに長くは耐えられない」


    　バレないように。しかし確実に。魔女は私たちを害しにきている。


    　内部に裏切者がいると分かった以上、籠ろう城じようはもはや有効な策ではない。


    　一か八かの賭かけでジェヴォーダンを招じ入れるわけではない。


    　そうしなければ私たちはここで死ぬのだ。


    「魔女、本当にこの中にいると思う？」


    「いるよ。バラずきんもそれは分かっているだろう？」


    「……。誰だと思う？」


    　誰かを名指しすることは禁じているのでバラずきんは私に問うた。


    「分からない」


    　召し使いの記録が本物なら「目の色」で判別できそうだが、ツバキずきん以外の目は全員青色だ。


    　それ以外に赤ずきんと魔女を結び付ける要素といえば「オオカミに襲われない」か。


    　一人だけその特徴を持つ者がいる。ツバキずきんだ。彼女の周囲では赤ずきんが何人も死んだが、彼女だけは今日まで無事だった。これは彼女が魔女であることを示しているようにも思える。


    　だが、偶然である可能性も否定できない。彼女を魔女だと断じるのは簡単だが、簡単な答えに飛びついた結果何が待っているのか、私はよく知っている。それに狡こう猾かつな魔女がわざわざ悪目立ちするような行動を取るとは思えない。


    　つまり誰が魔女なのか、現時点では見当もつかない。


    　私を見上げるバラずきんは衣服の裾すそを引いていた。


    「他に手がかりは無いの？」


    「そうだね。髪の色でも分かれば良いんだけど」


    　言いながら、バラずきんの髪を見る。


    「綺き麗れいな髪だね」


    「でしょー？　よく言われる！」


    　笑みを交わす。


    「……猟師さんはどうしてずっと頭ず巾きんをかぶってるの？」


    　私のフードは彼女達の頭ず巾きんと違い、頭部をすっぽりと覆うものだ。中が気になるのだろう。


    「怪け我がをしてるんだ。傷だらけだから、あまり見てほしくない」


    「ふうん」


    　バラずきんはとてとてと部屋の窓に近づき、朽ちた椅い子すの上に乗った。


    　窓から見下ろした塔の前庭では巨大なオオカミが尾を丸めている。


    　眠っているのではない。休み、思考しているのだ。


    　そのすぐ近くには奴が使った櫂かい船せんが揺れており、船底には布が丸まっていた。


    「リンゴずきんのことは──」


    　はっとバラずきんが息を呑む。


    「すまなかった」


    「猟師さんのせいじゃないよ」


    　バラずきんはこちらに背を向けたままだった。


    　その声はどきりとするほど大人びている。


    「リンゴずきん、痛くなかった……よね？」


    「ああ。きっと、何も分からないままだよ」


    　頭をひと噛かみ。痛みを感じる間もなかっただろう。


    「死ぬ時は私も痛くない方がいいな」


    「……大丈夫だ。死ぬ心配なんてせずに済む」


    「……」


    「私が君たちを護まもる」


    　何の説得力もない言葉だ。私はみすみすリンゴずきんを死なせてしまい、今こうしてジェヴォーダンと魔女に追い詰められている。


    　それでもバラずきんは私の肩に手を置いた。


    「大丈夫だよ。猟師さんならできるよ」


    　かつて見殺しにした少女によく似た顔立ち。


    「私の顔、何かついてる？　そんなにじろじろ見ないでよ～」


    　猫を思わせる無邪気な目に、なぜか射い竦すくめられたように感じる。


    「……知り合いに似てるんだ」


    「ふぅん……。どんな知り合い？」


    　私が言いよどむと少女は小さな拳こぶしで私の胸を何度か叩たたいた。


    「もお～。ぜんぶ終わったら教えてくれる？」


    「……ああ。内緒にしてくれるなら」


    　あの日のことを打ち明けられることができたら、少しは気持ちが軽くなるだろうか。


    　バラずきんが私の手を軽く握る。そのまま腕を引かれ、身をかがめる。


    「紅茶ずきんはね、生き残りなの」


    　あどけないバラずきんの声が、ぞっとするほど低いものへと変わる。


    「一回、たくさんの赤ずきんと一緒にオオカミに追い詰められたの。でも一人だけ助かったんだよ？」


    「……。バラずきん。誰が魔女か言うのは禁止だ」


    「私、誰が魔女かなんて言ってないもーん」


    　くるくると回りながら少女が私から身を離す。


    「気を付けてね、猟師さん」


    「ああ……」


    「私は大丈夫だから」


    　手に温ぬくもりが残された。私は花弁を包むようにそっと自分の手を握る。


    



    　しばらくして現れたのは紅茶ずきんだった。灰色の髪に無表情が特徴的な少女は、通路からじっと私を見つめている。


    「めしつかいのしゅき、しんじるの？」


    「？」


    「だれが残したかもわからない話、しんじるの？」


    「信じる」


    　根拠は、初めにジェヴォーダンが追いついた速度だ。


    「裏切者がいない限り、あんな速さで捕ほ捉そくされるわけがない」


    　部屋に入った紅茶ずきんはじっと私を見上げた。


    　服はまだ地下の水で湿っていたが、匂いだけはバラずきんの香水で消えている。額にはうっすらと汗が光っている。


    （……）


    　紅茶ずきんは無愛想で、感情が見えない。もしかすると魔女なのではないか。あるいは、召し使いか。


    「うらぎりものがいること、みんなしってた」


    　無機物めいた目が私を捉とらえる。


    「いままでもあった。扉、壊れてたり、つうろ、塞ふさがってたり……。匂い消してるわたしたちをおおかみがみつけるのも変だった」


    　でも、と彼女は続けた。


    「なんでなのかわからないから、何もいわなかった」


    　紅茶ずきんは無表情のままだが急に、饒舌になったように感じた。


    「おおかみに襲われない方法、ぜったいあるはず」


    「……」


    「わたしたちの中にいてまじょだけ襲われてないんでしょ」


    「君はその方法を知らないのかい？」


    「しらない」


    　バラずきんは紅茶ずきんが生き残りだと告げた。一人だけジェヴォーダンに襲われず助かった赤ずきんだと。それは一体──どういうことなのか。


    「……ザクロずきんにもきをつけたほうがいい」


    「どうして？」


    「あの人、ずっと前に、おおかみからにげて遠くにいった。でも追いかけられて、いっしょにいった子たち、死んだ。ザクロずきんだけぶじにかえってきた」


    「……一人だけ生き残るのは不思議なことじゃない」


    　君もそうだろう、という言葉をどうにかこらえる。


    「馬車で出ていって、歩いてかえってきたのに？」


    「何……？」


    「うそじゃない。ザクロずきん、よあけまえにかえってきた。おおかみまだかえってない時間だったのに、川およいでぶじにかえってきた」


    「……」


    「ぜったいおかしい」


    「ちょっと。いつまで話してるの」


    　通路にザクロずきんが現れた。


    　紅茶ずきんは口を噤つぐみ、不倫の現場でも見み咎とがめられたかのようにそそくさと退散する。


    　年長の赤ずきんはその後ろ姿をじっと見ていたが、やがて私に顔を向けた。


    「なんで一人ずつ呼び出してるの？　聴取のつもり？」


    　ザクロずきんは険しい表情になった。


    「私たちの中に魔女がいるとかいないとか、やめてほしいんだけど」


    　頭ず巾きんを脱ぐと、橙だいだい色と茶色の中間色の髪が覗のぞく。


    　気丈に振る舞いつつも、ザクロずきんは唇を震わせていた。


    　紅茶ずきんの言ったことが本当なら、ザクロずきんは少なくとも一回、ジェヴォーダンの襲撃を生き延びている。


    　それも、私たちですら振り払えなかったオオカミを振り切り、夜のうちに無事帰還したらしい。


    　これが事実なら────


    「オオカミに襲われたのにやり過ごしたらしいね」


    「！」


    「君のことじゃない。紅茶ずきんの話だよ」


    　ザクロずきんの顔に一瞬浮かんだ警戒の色が薄れて消える。


    「時計の中に逃げ込んで無事だったって話？」


    「時計？」


    「そう。あの子、他の赤ずきんが襲われている間に時計の中に逃げ込んで無事だったの」


    「時計の中に隠れる」程度でジェヴォーダンの目を欺あざむけるのだろうか。匂いを消しているとはいえ、何か、おかしくはないか。


    　ザクロずきん自身のことも聞きたかったが、正直に話すとは思えない。


    「……気を付けて」


    　気付けば彼女の顔がすぐ傍そばにあった。


    「ツバキずきんのヤツ、たぶん匂い消してないから」


    「何……？」


    「あいつ、香水を自分に振るフリをしてた気がする」


    「……」


    「何、その顔。私、誰かが魔女だなんて言ってないんですけど？」


    　確かに。今のはあくまでも事実の適示。


    「じゃあね」


    　ザクロずきんが立ち去り、私は沈黙のただなかに取り残される。


    



    　部屋の入り口に、ひょっこりとツバキずきんが現れた。


    「お待たせしましたぁ」


    「他のみんなは？」


    「お迎えの準備を進めてますよぉ」


    「せめて迎撃と言ってくれないか」


    　ツバキずきんは蠱こ惑わく的に含み笑う。


    「大胆ですよねぇ。誰が魔女なのか分からないのに迎撃だなんて」


    「……」


    「暗殺者を厨ちゆう房ぼうに入れて料理を作らせるようなものでしょお？」


    　そうかもしれない。魔女が中にいる以上、迎撃の準備にも綻ほころびが生じるかもしれない。だが魔女を探し当てている間にジェヴォーダンが妙案を閃ひらめく事態は避けたい。


    　それに、赤ずきんはあと五人だ。ジェヴォーダンを迎撃する中で、怪しい動きをする者を見極められるかもしれない。


    　手記を見る限り、あの怪物は魔女の完全な下僕ではない。魔女は何らかの方法を以ってジェヴォーダンの牙きばから逃れているに過ぎない。


    　ひやりと冷たい手が触れた。ツバキずきんは私の顔を覗のぞき込み、邪よこしまな笑みを浮かべている。


    「君は楽しそうだね」


    「楽しいですよぉ。こんなにドキドキできる経験、他にないでしょう？」


    「……。どういうつもりなのか知らないが、邪魔はしないでほしい」


    「しませんよぉ」


    　ツバキずきんの言動には不穏な点が多い。まるでジェヴォーダンに出遭うことを楽しみ、襲われることを期待しているかのようだ。


    　だが出会ってから今この瞬間に至るまで、彼女がおおっぴらに私たちを妨害することはなかった。だから私はツバキずきんを拘束していないし、注意もしていない。


    「何か気になることはあるかい？」


    「……血、ですかねぇ」


    「血？」


    「さっき聞いてたかも知れませんけど、私たちの秘薬ってぇ、色々な素材と血を使ってるんですよ。特に血の配分が大事だから、ザクロちゃんの秘薬にザクロちゃんの血がたくさんかかったりすると、薬の効果がなくなっちゃうんです」


    「……。気を付けるよ」


    　ジェヴォーダンはその弱点を知っているのだろうか。


    　知っていたとしたら、どう動くだろうか。


    「ぱくっとひと呑みにされたいですねぇ」


    　私は彼女を見つめたが、「あの手記を書いたのは私です」という言葉は出てこなかった。


    「オオカミに追い回されるこの日は毎年野宿する羽目になっちゃうんですけど、今夜も結局家には帰れなさそうですねえ」


    　ツバキずきんは少しだけ興奮した声音で呟つぶやく。


    「あの悪趣味な家よりはマシだろう」


    「あら。いい家なんですよ？　私たちがそっぽを向いたら秘薬が手に入らないから、村の人たちはたくさんお金を使って──」


    「たくさんお金を使って、骨だらけの家を作らせたのかい？」


    　あら、とツバキずきんは冷笑を浮かべる。


    「私の趣味じゃありませんよ、あれは」


    「？」


    「あの子からのいただきものを有効活用しただけです」


    　ツバキずきんは真っ赤な口を裂いて嗤わらう。


    「チューリップずきんですよぉ。あの子……他の赤ずきんに秘薬の作り方を聞いて回ったりするんですよ？」


    「何？」


    「私たち、お互いの薬のことを聞いたりしません。効果そのものは噂うわさで知ってたりするんですけど、作り方の肝心な部分は秘密なんです。お母様にそう教えられるんです」


    　ねえ、とツバキずきんがねっとりと問う。


    「するなと言われていることをしちゃう悪い子は、一体何者なんでしょうねぇ？」


    



    　そのチューリップずきんは、ツバキずきんが立ち去ってかなりの時間が経ってから現れた。


    「お待たせしました！」


    　その手は泥と傷だらけで、ツバキずきんの油がこびりついている。


    「話って何でしょうか？」


    「……あの罠わなを仕掛けたのは君か？」


    「罠？」


    「道の途中にあっただろう。ジェヴォーダンじゃなくて、普通の狼おおかみを捕まえる罠だ」


    　子供を餌えさに、親を捕える罠。


    「はい。私ですよ」


    　あっけらかんとした言葉に思わず身を強こわ張ばらせる。


    「どうしてあんなことを？」


    　何言ってるんですか、とチューリップずきんは軽い調子で笑う。


    「敵のことはちゃんと知っておかないといけないじゃないですか」


    　敵。つまりジェヴォーダンの獣。


    「生態を調べるために狼を捕まえていたのかい？」


    「はい！」


    　勢いよく頷うなずいたチューリップずきんは困ったような目をする。


    「みんな秘薬を信じすぎです。相手はたくさんの赤ずきんを食べてきた化け物なのに、ちょっと足場を崩したり手足を絡め取るぐらいでどうにかなるわけないじゃないですか」


    　もっともだ。村の人々が諦めるのは仕方ないことだが、彼女たちは命がかかっている。知恵を尽くすのは自然なことで、その過程で野性の狼に目をつけるのは間違ったことではない。


    　ただ、妙な違和感を覚えた。


    「調査の過程で出た狼の骨は──」


    「はい。ツバキずきんにぜんぶあげました。気になるって言われたので」


    「……」


    「ここ何年かで、いろんなことが分かりました」


    　チューリップずきんは怜れい悧りな知性らしいものを覗のぞかせる。


    「狼って、頭ず蓋がい骨こつの形が犬と違うんです。視界も少しだけ広くて、周りの出来事に対する反応がちょっとだけ犬より遅い。でもそれは余裕の表れなんです。本当に危険かどうか確信が持てるまで絶対に動じない。ものすごく用心深くて、慎重です」


    　今まで誰も聞いてくれなかったのかも知れない。興奮した顔で赤ずきんは語り続け、あ、と決まり悪そうな顔をする。


    「罠わなを仕掛けてたこと、隠してたのは謝ります。でも、あんまり他の子に真ま似ねしてほしくなかったんです。バラずきんとか紅茶ずきんとか」


    「……そうだね。子を持った狼おおかみは危ない。噛かまれでもしたら大変だ」


    「それもありますけど、邪魔なんですよね」


    「邪魔？」


    「バラずきんは家に薔ば薇らが咲いてるし、紅茶ずきんは茶葉を扱うから、二人とも普段は匂いが強めなんです。あの二人が罠のある辺りに近づくと、狼が気付いちゃうんですよ」


    　それに、とチューリップずきんは胸を叩たたいた。


    「こういうことはお姉ちゃんがやるんです！　小さい子たちを危ない目に遭わせちゃいけませんから！」


    　複雑な感慨を抱いた。


    　彼女は自分が妹分だと思っている赤ずきんたちに軽けい蔑べつされているように見える。一方、チューリップずきん自身はどこまでも真しん摯しだ。どちらが間違っているというわけでもないが、噛み合っていない。


    「本当のお姉ちゃんみたいだね」


    　言った瞬間、すっとチューリップずきんの顔から表情が消える。


    「いましたから」


    「え」


    「妹です。サルビアずきんっていう名前でした」


    　サルビアずきんなんて子を私は知らない。知らないということはつまり、既にジェヴォーダンの腹の中ということだ。


    　かけるべき言葉を探すうちに、少女の顔に笑みが戻った。


    「大丈夫です。今度こそ、私がみんなを護まもります」


    「……ああ」


    「そろそろ戻りますね。あんまり時間がないですから」


    　──「チューリップずきんは秘薬の製法を聞いて回っている」


    　ツバキずきんの言葉が気になり、声をかけようとした時だった。


    　くるっと勢いよくチューリップずきんが振り返る。頭ず巾きんが乱れ、艶つやのある栗色の髪が覗のぞく。


    「バラずきんに気を付けてください」


    「……」


    「あの子、たまに怖い目をするんです。人じゃないような……オオカミみたいな目」


    　ぺこっと一礼し、チューリップずきんが去った。


    　結局、召し使いを名乗る者はいなかった。


    　魔女にすでに消されたのか、あるいはジェヴォーダンに喰くい殺されたのか。


    　だがあの手記は本物だろうと私の勘が告げている。そして、手記を信じるならばジェヴォーダンが我々を襲ってきているということは、魔女はまだ生きている。


    　あるいは召し使いは私のことを信頼できず、未だ正体を隠している可能性もあるが──。


    



    　決戦のときが来た。


    　私と四人の赤ずきんは二階に息を潜ひそめ、一階の正面扉を見つめている。


    　正面扉の真上に位置する部屋にはチューリップずきんの姿があった。


    　ジェヴォーダンがしつこく体当たりした結果、扉も壁面もぽろぽろと崩れ落ちていた。もはや、こちらが扉を開かずとも奴が扉を破るのは間近に思われる。


    「……」


    　私の視線を受けたチューリップずきんが頷うなずき、ザクロずきんの秘薬をそっと垂らす。


    　水薬に濡れた門もん扉ぴにひびが走り、ぼろぼろと砕けていく。


    　欠片かけらが一つ落ちる。ジェヴォーダンが顔を上げ、こちらを睨にらむ。


    　どくっ、と。心臓が一度強く鳴る。


    　さすがに心音を聞き分けられることはないだろうが、私は胸を押さえた。


    　ぼろりぼろりと破片が落ち、ついに扉が完全に破られた。


    　黄色い目が覗のぞき、涎よだれに濡れた口が覗く。


    　赤ずきんたちが息を呑み、私は足に力を込める。


    　だが、ジェヴォーダンはこちらに入ってこようとしなかった。むしろ、扉に背を向けて運んできた櫂かい船せんの方を見やっている。


    　みゃあ、みゃあ、と何かが鳴いた。


    「……ねこ？」


    　私の傍そばで紅茶ずきんが呟つぶやく。


    　みゃああ、みゃああ、と再びその声が聞こえる。


    （まさか──）


    　聞きおぼえのあるその音の正体に気付き、総毛立つ。


    　この鳴き声は猫ではない。これは──


    　まず、櫂船が塔の中に滑り込んだ。ジェヴォーダンが口で舳へ先さきを掴つかみ、塔の内部に滑り込ませたのだ。床の上を滑り、激流に遊ばれる木の葉のごとく回転する船。


    　その勢いで船の中の布がめくれ、隠されていたものが露あらわになっていた。


    　無邪気に泣き喚わめく人間の赤ん坊。


    「!!」


    　驚きよう愕がくする私たちの前に、ジェヴォーダンの獣が飛び込む。


    　深紅の怪物は塔の中へ飛び込むや否や、四つ足で地を踏みしめた。


    　背を反らし、喉のどを晒さらし、天を仰ぎ、怪かい狼ろうが高らかに吠ほえた。


    「～～～～～～～～！！！！」


    　身の毛もよだつその声は、何十倍にも引き延ばされた雷鳴にも似ていた。


    　音は空気の壁じみて赤ずきんたちを転ばせ、瓦が礫れきの粒を吹き飛ばし、吹き抜けを伝って漆黒の夜空へ打ち上げられた。ウォオオオォォ、と。津波が通り過ぎるようにして咆ほう哮こうが止む。


    　神聖さすら感じる無音。


    　乱らん杭ぐい歯ばを剥むいたジェヴォーダンの獣が尾で床を打った。


    　それが合図だった。


    　私は叫び、二階から一階の床へ飛び降りる。


    　怪物は体当たりで櫂かい船せんを倒し、赤い布に包まれた赤子を床に転げ落とした。


    　いつの間に攫さらったのか。岸まで船を使って移動したわけがない。


    　奴は初めからこの展開を予測していたのだ。


    　パン生地で足音を消す算段と同時に、内部に籠ろう城じようされた時の対処についても思し惟いを巡らせていた。


    （……っ！）


    　懐に手を入れ、秘薬の袋を掴つかんでいた私は踏みとどまった。


    　下手に床を崩せば赤ん坊が死ぬかもしれない。


    　見殺しにはできない。しかし、今私が赤子を救出に向かいでもしたら作戦が破は綻たんする。


    　さりとて赤ずきんたちは動かない。ジェヴォーダンの格好の的だからだ。


    　だが一人だけ、何のためらいもなく動いた赤ずきんがいた。


    「ザクロずきん！」


    　二階から飛び降りた彼女は着地の衝撃に震えることもなく、赤ん坊へ向かって走り出す。


    「りょうしさん」


    　二階の紅茶ずきんが青白い顔を向ける。


    「あれ、ザクロずきんがいっしょにくらしてるあかちゃん」


    　馬鹿な、という思いが過よぎる。


    　匂いを消しているのではなかったのか。


    　第一、一体どうやってあの赤ん坊と私たちを結び付けたのか。


    「猟師さんっ!!」ザクロずきんが叫ぶ。「あの子は私が助けるから、オオカミを引きつけて！」


    　ザクロずきんの動きをジェヴォーダンが目で追った。


    　地を蹴けるべく、怪物が力む。


    　まさにその瞬間、斜め上方から大量の粒状のものが降り注いだ。


    　透明の雹ひようにも見えるものが怪物の全身で跳ね、散る。


    　奴は魚のごとく身をくねらせながら宙を舞って雹から逃げ遂おおせた。


    　次の瞬間、地を打った雹が元の姿を取り戻す。


    　元の姿とは──ツバキずきんの薬で「固めた」、ザクロずきんの秘薬。


    　中庭に着地したジェヴォーダンは数秒、足を止めた。


    　まるで、薬の性質を思い起こすかのように。そして次に起きる事態を予測するかのように。


    「!!」


    　怪物が後方へ跳んだ。わずかに遅れて秘薬を浴びた床が崩れ、ぼしゃぼしゃと瓦が礫れきが水没する。


    　怪物の着地した中庭目がけ、私は走り出す。


    　鼻先をこちらに向けたジェヴォーダンが中庭を駆け出す。


    　泥が舞う。水が跳ねる。距離が詰まる。


    　三十歩。二十歩。


    　十──ここで爪つま先さきに力を込め、後ろに跳ぶ。


    　同時に怪物が弧を描いて跳躍する。


    　時がゆっくりと流れた。


    　宙を舞う深紅の肉体は溶岩流に見み紛まがう。チューリップ状の炎に照らされたジェヴォーダンの体は四方八方に影を伸ばしている。


    　私は油の入った水筒を投げつける。ジェヴォーダンは嫌がるように身を捻ひねり、真横へ跳んだ。


    　間髪容れず、チューリップずきんの膏こう薬やくを投げつける。


    　その瞬間、ぼっとチューリップ型の火炎が灯ともり、油の道を明るい橙だいだい色の炎が走る。


    　ジェヴォーダンがたじろいだ。


    　炎を恐れているのではない。この炎がどういった意味を持つのか、思考しているのだ。


    　やぶれかぶれの一撃なのか、火傷やけどを期待した罠わななのか、ただの布石なのか、奴は考えている。


    　黄色い瞳ひとみが揺れ動き、開いていた顎あごが閉じる。


    　その目が宙をさまよい、私、赤子を拾うザクロずきん、二階の赤ずきんたちへ向けられる。


    　初めて、奴が私たちを「警戒」した。


    　ザクロずきんは赤子を抱き上げたが、彼女の体格と腕力では赤子を持ったままではよろよろと走るだけで精一杯だ。


    　私はザクロずきんのほうに向かって駆け出す。少し遅れて、ジェヴォーダンも同じ方向に飛んだのを視界の端で捉とらえた。


    　ザクロずきんまで、あと十歩。あと七歩。あと五歩。


    　赤ん坊を抱いて走るザクロずきんが振り返れぬまま悲鳴を上げる。


    　どしっ、だしっ、だしっと、ジェヴォーダンが地を踏む音を感じる。


    　音もなく、私の背後に異変が起きる。


    　ジェヴォーダンの進路に、剣を掲げた男が出現する。


    　これは、紅茶ずきんの透明化薬とバラずきんの香水を組み合わせた、「見ることも嗅かぐこともできない」存在。私の上着と三階にあった彫刻を組み合わせた囮おとりだ。


    　紅茶ずきんの秘薬の効果は「乾ききるまで」だ。炎の壁が生まれたことで周囲の温度が上昇し、一気に液体が乾き、透明になっていた像が出現したのだ。


    　だがジェヴォーダンは驚かなかった。脚も止めなかった。注意すら向けなかった。


    　そこに像があることを見抜いていたかのような躊ちゆう躇ちよのなさで体当たりし、彫刻を粉々にする。


    （！　なぜ見えた……!?　匂いは消したし、透明だぞ……!?）


    　狼おおかみは決して目の良い生物ではない。特に「まったく動かないもの」を正確に見ることはできないと言われている。


    　だが現に奴は像に「体当たり」した。見えているのだ。しかも「回避」ではなく「攻撃」を選んだ。像に仕込んだ罠わなまで見抜いているのかも知れない。


    （一体どうやって……!?）


    　いや、構うものか。少しだけ罠の発動が早くなっただけだ。ある目的のために、いくつか秘薬を仕込んでおいた。


    （食らえ……！）


    　破砕された像から上着が滑り落ち、中に仕込まれていた革袋から水薬が飛び出す。


    　水薬を浴びた床に亀き裂れつが走り、焼き菓子が割れるように崩落していく。


    　どう、どどう、と。次々に瓦が礫れきが落下する。


    　だが僅わずかに早く飛び退のいたジェヴォーダンは無事だった。


    　もし奴が像の出現と同時に足を止め、慎重に行動していたら、地下の水溜りへ落下していただろう。


    　水面みなもを叩たたく落石の音が、疾しつ駆くするジェヴォーダンを追う。


    　もはや奴はザクロずきんを追うどころではない。怪物は落水するまいと必死に駆け、塔の壁かべ際ぎわにまで追い込まれた。


    　ジェヴォーダンは大きな唸うなり声を上げた。


    　ひと安心だ。私はほっとして、ザクロずきんとは別方向の階段を駆け上る。


    　奴の正面の床は次々に崩落している。じきに今立っている場所も水の中へ没するだろう。


    　とはいえ、床全体が崩落しているわけではない。右か左に跳躍すれば、まだ広い足場が残されている。


    　だがその場所に、チューリップずきんの炎に燻いぶされて二つの石像が出現する。


    　老人の像と子供の像。一体は奴から見て右側。一体は奴から見て左側。どちらの像も身体からだの一部を赤い布に包まれている。


    　賢い怪物は思考する。


    　どちらも罠わなだ。罠である以上、回避するのが最善。しかしもう足場がない。


    　正面からは床の崩落が迫る。立ち止まれば落下、水没そして死。


    　像に仕込まれた罠は何だ。崩落か、透過か。発火か。それ以外か。


    　ジェヴォーダンは考えながら走り出す。


    　進路の上方から浴びせられる石いし礫つぶて。小柄な赤ずきんたちが、奴が跳躍しても届かない場所から石を放っている。


    　礫は剛毛で防げる。皮膚が傷つくことなどない。だが放ほう擲てきされるのがただの礫ではなく、いずれかの薬である可能性がある。降り注ぐ度、注意を向けざるをえない。


    　ジェヴォーダンは石像を通り過ぎる。予想に反し、何も起こらない。


    　その後方の二階では紅茶ずきんとバラずきんが鍋や調理器具で激しい音を立てている。


    　振り返りかけ──怪物が気付く。


    　赤ずきんたちの動きがおかしい。自分の注意を、何かから逸そらせようとしている。


    　濁った黄色い瞳ひとみが動き、ツバキずきんが二階から籠かごの付いた鎖を垂らしている様を直視する。


    　ジェヴォーダンに見つかったツバキずきんは笑い、鎖の先の籠に赤ん坊を入れたザクロずきんが怯おびえる。


    　獲物を見つけたジェヴォーダンは地を蹴けって駆けたが、ツバキずきんは素早く赤ん坊を引き上げ、代わりに何かを放り投げた。


    　ここまで慎重に戦ったことでジェヴォーダンは直接的な攻撃を受けなかった。


    　だが同時に私や赤ずきんを殺す機会を何度も逃した。挙句、足場まで崩された。


    　そこで今回は強硬策に出た。ツバキずきんの投げたものを無視し、ザクロずきんをひと呑みにしようとした。


    「食らいなさい！」


    　ザクロずきんが正面から布きれを投げる。その布にぼっとチューリップ状の炎が灯ともり、宙でツバキずきんの投げたものとぶつかった。


    　その瞬間、拳こぶし大の何かがどろりと溶ける。高温に晒さらされツバキずきんの秘薬が溶けたのだ。


    　ただ溶けただけではない。


    　くるまれていた液体が、ぶわっと宙に広がる。


    　地下の厨ちゆう房ぼうに残されていた「酢」だ。


    　眼球に、鼻に、まともにそれを浴びたジェヴォーダンがのけ反り、飛び跳ねて後退する。


    　中庭の泥を踏んだ怪物は、やにわに別の方向を睨にらんだ。


    　そして──奴は何もない空間に噛かみついていた。


    　否、何もないわけではない。


    　そこには事前に私たちが透明化した鍋が置いてあった。


    　匂いを消し、透明にした鍋だ。決して見つからないと思っていた。


    　だが、私たちが息を呑んだ一瞬の隙すきをつき、奴は鍋の中身を派手に壁にぶちまけた。


    　隠していたザクロずきんの秘薬が飛び散り、触れた壁を一瞬で粉砕した。


    　それは、紅茶ずきんとバラずきんが身を乗り出していた中庭に面した壁にも及ぶ。


    「ひゃあっ!?」


    　雪崩なだれに乗るようにして紅茶ずきんとバラずきんが一階に落下する。


    （まずい……!!）


    　私は総毛立った。


    　既にジェヴォーダンは攻撃態勢に入っている。


    　奴を妨害しようにも、私が「今いる位置」からでは援護が間に合わない。


    　バラずきんと紅茶ずきんは衝撃で身動きが取れず、ザクロずきんとツバキずきんは反応が遅れている。


    （誰か──）


    　いない。助けられる者は誰も。


    　私は神に祈りかけた。


    　そのとき、赤い影が飛んだ。チューリップずきんだった。


    　二階に待機していた彼女は、あろうことかジェヴォーダンの背中に飛び降りた。


    　そして腕を振り上げる。


    　めききき、と紅茶色に透けた何かが振り上げられる。


    　それは槍やりだった。ぼろぼろの槍をツバキずきんの油で補強した「槍」。


    　──作戦に無い行動。


    　喉のどから制止の言葉が飛び出しかけた。


    　チューリップずきんは槍を振るい、ジェヴォーダンの眼球に振り下ろす。


    　粘つく血が飛散した。


    「～～～!?」


    　大口を開けた怪物は片目から血を流しつつ、初めて負った傷の痛みに呻うめいた。


    　ジェヴォーダンの背から落ちたチューリップずきんはバラずきんと紅茶ずきんを一瞬ちらりと見やったが、二人を助けようとはせず、再び突撃する。


    　悶もだえるジェヴォーダンに、チューリップずきんはありったけの秘薬を投げつけた。


    　とろみのある香油が跳ね、水薬が僅わずかな足場を崩し、膏こう薬やくが燃え上がる。


    　息もつかせぬ猛攻。


    　さすがのジェヴォーダンもたじろぎ、安全地帯へ退いた。


    　安全地帯。つまり、これまで一切罠わなの用意されていなかった場所──中庭だ。


    　計画通りではないが、狙ねらい通りの場所に巨体が着地する。


    　途端、轟ごう音おんと共に怪物の巨体が消える。中庭の中央に掘られた、大きな落とし穴に。


    　がらがらがらという土砂崩れに似た音。


    　穴の底面には塔で見つけた鍋や陶器、壺つぼなどを敷き詰めてある。ジェヴォーダンの爪つめは立たず、しっかりと土を踏みしめることもできない。


    　奴はほんの数秒、穴の中で完全に身動きが取れなくなった。


    　そして私は────「三階から」飛び降りる。


    　秘薬を駆使したこれまでの罠はジェヴォーダンの注意を逸そらすための囮おとりに過ぎない。


    　奴が苦戦している間に体臭を消した私は三階まで駆け上がっていた。


    　本命はこちらだ。


    　冷たい風が頬ほおを撫なでる。紐ひもで結んだフードがばたばたと暴れる。


    　裸の上半身に三階から飛び降りた瞬間、冷たい空気が突き刺さる。


    　吹き抜けの中、三階を通り過ぎて二階に至る。松たい明まつが残像を残しながら上へ。


    　怪物が気付き、私を見上げ、私の手にする武器を見る。


    　かつて栄華を誇った塔に幾つも翻ひるがえっていたという、旗。その旗を支える長大な金属棒を。


    　二階の床を通り過ぎ、ジェヴォーダンがぐんぐん大きくなる。


    　黄色の目が見開かれ、赤い口が開く。


    　奴が何かを言おうとする。


    　私は奴の頭上に落下する。


    　金属棒が頭ず蓋がいを突き破り、肉を貫き、血管を破り、顎あごを粉砕する。


    　喉のどから突き出した棒が鍋の底をがあんと叩たたく。


    　筋肉に包まれた怪物に衝突した私は一度だけ大きく跳ね、それから落とし穴の底に叩き付けられる。


    （やった……！）


    　確かな手ごたえを感じながら、意識を失う。
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    「──、──！」


    　私を求める少女たちの声は、頭ず蓋がい骨こつの中で不快に響いていた。それがどんなに甘やかなものであっても、眠りを覚ます声は不快だ。


    「──しさん！」


    「──さん！」


    　意識が浮上する。


    　弾かれたように身を起こした。


    「っ！」


    　火で炙あぶられたように全身が熱い。脳のう震しん盪とうを起こしていたらしく、視界も歪ゆがんでいる。


    　私の全身に容赦なく冷水が浴びせられた。


    「ぐはっ!!」


    　一瞬で意識と肉体が完全覚かく醒せいし、私を取り囲む赤ずきんたちの顔が見えた。


    「すごいのねぇ。本当に死にましたよ、オオカミ」


    　最初に見えたのはツバキずきんの顔だった。


    　私は落とし穴から中庭へ引っ張り上げられており、周りには五人の赤ずきん。


    「だいじょうぶ？」


    「心配したんだけど!?　何か言いな……怪け我がしてるんだから立たないで！」


    　ザクロずきんは押しとどめようとしたが、私は立ち上がった。


    「奴は……!?」


    　ザクロずきんとツバキずきんに肩を借り、よろよろと穴へ。


    　ジェヴォーダンの獣は、死んでいた。


    　頭部に槍やりよりも長い金属棒を突き立てられた獣は舌を垂らし、四肢を投げ出し、血の池に沈んでいる。よく見ると胸部にも何かが突き刺さっていた。


    「とどめ、刺しました」


    　チューリップずきんだ。手元が返り血で汚れている。彼女は明朗快活な笑みを浮かべる。


    「喉のどに穴を開けました！　絶対に生き返ったりしませんから安心してください！」


    「……ずいぶん無茶をしたね、さっきは」


    「ご、ごめんなさい。作戦、めちゃくちゃにしちゃいました」


    　申し訳なさそうな顔をしたチューリップずきんは、年少の赤ずきんに目をやる。


    「もう大丈夫だからね！　お姉ちゃんと猟師さんがオオカミ、やっつけたから！」


    　バラずきんと紅茶ずきんは無言で後ずさった。


    「痛っ」


    　ぎゅうっと太ももをつねられる。ザクロずきんが怒りと困惑を滲にじませていた。


    「三階から飛び降りるなんて聞いてない……！」


    「言わなかったからね」


    　悪いとは思ったが、赤ずきんたちの視線でオオカミに居場所を悟られるのは避けたかった。


    　この塔の立地や構造を考えた時、ジェヴォーダンを斃たおす方法は二つあった。


    　一つは床を崩して水の底に沈める方法。


    　もう一つは吹き抜けを利用して三階から飛び降り、その勢いで射殺す方法。


    　射殺す武器を教えてくれたのは外ほかならぬザクロずきんだ。彼女はこう語った。「かつてこの塔には多くの旗が揺れていた」、と。


    　旗を支えるには棒が必要だ。それも、ちょっとやそっとでは傷みも折れもしない硬質な金属棒が。それは武器に転用できると私は考えた。


    「あんたが死んだら元も子もないでしょ！　このバカ！」


    　ザクロずきんが私の胸を叩たたいた。鈍い痛みに襲われたが、私は笑った。


    



    　そのまま、私たちは夜明けまで塔で過ごすことにした。


    　すぐにでも村へ引き返したかったが、悲し気な遠とお吠ぼえが聞こえたので諦あきらめた。


    　帰路で普通の狼おおかみに襲われて命を落としては笑い話にもならない。


    　私や赤ずきんたちは満身創そう痍いだし、こちらにはジェヴォーダンが攫さらってきた赤子までいる。体力の回復と夜明けを待たずに行動するのは自殺行為だ。


    　そして、魔女の脅威は未だ取り払われていない。怪物を喪うしなった今、奴が暴力で誰かを傷つけるとは思えなかったが、念には念を入れる必要がある。


    　赤ずきんたちには、私の目の届く一階の部屋にいてもらうことにした。


    　私は暗がりに焚たき火を設け、座ったまま炎を見つめていた。


    　ずきずきと全身が痛む。だが、言いようのない高揚感と満足感もあった。


    　私は少なくともジェヴォーダンから子供たちを護まもることができた。あとは魔女だ。


    　ぱちぱちと火が草を燻いぶし、木片が爆はぜる。


    　ぱち、ぱち。


    　ぱち、ぱち。


    　──ぱちん。


    　はっと我に返る。どうやらいつの間にかうたた寝していたらしい。幾つかの光源が力尽き、塔の内部はすっかり暗くなっていた。寝ぼけた頭で周りを見渡すが、異状はないようだ。


    　私は立ち上がり、冷水で顔を洗った。


    　そしてふと思い立ち、怪物の落ちた穴へ近づく。


    　ジェヴォーダンの獣は完全に息絶えていた。蘇よみがえる気配はない。当然、何の心配もないはずだ。


    　なのに私は、穴の斜面を滑って死体に近づいていた。


    「……！」


    「猟師さん」


    　穴の底にいたのはチューリップずきんだった。短剣を手にした彼女は、頬ほおを血で汚している。


    「何をしてるんだ」


    　無意識のうちに声が低くなっていた。私はゆっくりと彼女に近づいていく。


    「解剖です」


    「解剖？」


    　何のために、という問いにチューリップずきんは先回りした。


    「はい。ちゃんと調べておけば、次のオオカミが来た時に対策を打てるじゃないですか」


    「次の……なんだって？」


    「次のオオカミですよ。また来た時に、みんなを護まもらなきゃいけないじゃないですか」


    　振り返った少女の目は異様なほど爛らん々らんと光っていた。


    「……チューリップずきん。君らを襲ったオオカミは死んだ」


    「……」


    「終わったんだよ、全部」


    　どこか少年的な顔立ちの赤ずきんがゆっくりと私に背を向け、短剣を振り上げる。


    　じゅぐ、じゃぐ、と湿った音。


    「オオカミは、殺すんです」


    　既に温ぬくもりを失った肉体から、毛と血と脂が散る。


    「オオカミは！　殺すんです！」


    　じゃぐ、じゃぐ、じゃぐ、とチューリップずきんは執しつ拗ように肉を抉えぐる。


    「だって、だってまた来るかもしれないじゃないですか！　また来ても、大丈夫なようにしないといけないじゃないですか！　私、お姉ちゃんなんだから！」


    　大木に斧おのを入れるがごとく、短剣が何度も何度も怪物の肉を抉る。


    「死ね！　死ね！　死ね！　死ね！」


    「やめるんだ……！」


    　私は少女を羽は交がい絞じめにした。


    　ナイフを振るう腕は止まったが、異様な光と熱を帯びた目は怪物に向けられたままだった。ひどい興奮状態だ。だが無理もない。何年も彼女たちを苦しめ、仲間の命を奪ってきた怪物だ。殺しても殺したりないという気持ちは分かる。


    　私はチューリップずきんを抱きしめたままジェヴォーダンを観察した。


    　死してもなお、怪物は異様な存在感を放っていた。


    　骨格は信じられないほど大きく、皮膚からは濃い獣の臭いが滲にじんでいる。そこに血の匂いが混じり、落とし穴の中はむせかえるほどの異臭に満たされていた。


    　結局、こいつは一体何だったのだろうか。


    「……。離してください」


    　チューリップずきんが私から身を離す。


    「もうそれ以上傷つけるのはやめなさい。生き物の血は衛生的に──」


    　私は何気なく怪物の頭部に手を触れていた。


    　ごわごわした毛。分厚い筋肉。破壊できたのが不思議なほど丈夫な頭ず蓋がい骨こつ。チューリップずきんが語った通り、頭蓋は少し平たい。


    　黄色い瞳ひとみを通り過ぎた手が、思わず止まる。


    　鼻が。


    　なかった。


    「……え？」


    　私は何かの間違いかと思い、ジェヴォーダンの顔を丹念に調べた。


    　深紅の剛毛をどれほどかき分けても、「鼻」と呼ばれる器官が見当たらない。


    　そういえば、こいつの顔は初めて遭遇した時からごわごわの毛に覆われていた。見えるのは特徴的な黄色い目と乱らん杭ぐい歯ばぐらいだった。


    （ど、こだ……？　こいつの鼻は……！）


    　私は傷の痛みも忘れ、巨体を検分した。


    　鼻がない。生物として、そんな馬鹿なことがありえるだろうか。


    （傷……？）


    　ちょうど、顔の突端にあたる場所に赤黒い溝のようなものがあった。剛毛に覆われているので分かりづらいが、確かにそこだけ体毛が薄い。


    　まるで、と考えたところで心臓が止まりそうになる。


    　まるで、誰かに鼻を剥がれたような。


    　──「耳取り鼻剥そぎの魔女」。それがこの塔に巣食う悪あしき魔女の二つ名。


    　赤ずきんたちを攫さらい、耳を取り、「鼻を剥いでいた」魔女。


    　この怪物にも、鼻がない。


    （まさか……）


    　私はチューリップずきんが怪物の傍そばにうずくまっていることを確認し、手記を開く。


    



    　組み合わせた秘薬は×××


    　×××の赤ずきんに秘薬を×××お后きさき様の秘薬によって×××


    　この秘薬は×××効果は絶大でした。


    　××××××××××××××××××××××××。


    　我々が、数年かかって亡きものにしてきた赤ずきんの数倍の死体が一夜にして築かれました。もちろん×××あの怪物が綺き麗れいに平らげてしまいましたが。


    　もちろん×××で、お后きさき様自身も危険にさらされます。××××××。


    　だから彼女は×××私にも×××。


    　××××××だが、なぜ×××襲われないのか分からない。


    



    　ありえるだろうか。


    　ジェヴォーダンが元は「赤ずきんに秘薬を投与して生み出した怪物」であるなんてことが。


    　足音を消し、川の水を導き、船で堀を渡り、螺ら旋せん状に穴を掘り、赤子を人ひと質じちにする。この怪物の異様な知性は獣の領分を明らかに超えていた。


    　だがそれも、元人間なら納得できる。


    　魔女が、自らの手を汚さず赤ずきんたちを殺すために生んだ怪物。それが「ジェヴォーダンの獣」。


    　そもそもなぜ怪物は赤ずきんを「喰くった」のだろう。


    　元が人間なら魔女への恨みを晴らすために殺す方法はいくらでもあるはず。突き落としてもいいし、圧死や溺でき死しさせることもできる。なのになぜかコイツは赤ずきんを喰うことに執着していた。


    「年に一度」というのもおかしな話だ。元が人間ならいつでも襲いに来ることができるはずではないのか。


    　そう考えたところで思い出した。人間を人間以外の生物に変える赤ずきんがいたことを。


    （リンゴずきん……）


    　彼女が獣に変身するリンゴで怪物を生み出したと考えれば納得がいく。


    　だが、おかしい。彼女の秘薬は「知性も変身後の動物に変える」はずだ。だったらジェヴォーダンの獣は人間の知性など持っていないはずではないか。


    （……）


    　リンゴずきんと交わした言葉は少ない。断片的な記憶を探っているうちに、あるやり取りに行き当たる。


    



    　──「一番高く売れるのよね……」


    　──「でもこのじき、うってくれない」


    　──「だからわたし、たくさんつくらないといけなくなった」


    　──「……なんで？　いま、かごの中にたくさんある」


    　──「……この時期は、作っても失敗することが多くて。だから──」


    



    　一年に一度、「赤ずきん」を襲うオオカミ。この時期には「失敗してしまう」という変身リンゴ。


    　空には赤い月。赤い月の夜に現れる怪物。怪物の正体は元人間。秘薬は血でできている。そして、大量に血が混ざると効果が消える。


    「!!」


    　落雷に撃たれるがごとき衝撃と共に、私の中ですべてが繋つながった。


    （赤い満月の日だけ……秘薬の効果が弱まる……？）


    　そうだ。リンゴずきんの秘薬は食べた相手の姿のみならず、知性すら変質させることに意味がある。もし秘薬の効果が薄れ、「知性だけは人間の状態を保てる日」があるのなら、その日は決して秘薬を使ってはならない。なぜならふとした拍子にリンゴで変身した相手が逃げ遂おおせた場合、赤ずきんの秘薬の存在が世に知れ渡ってしまうからだ。


    　もし、「知性だけは人間の状態を保てる日」が今夜だったとしたら。赤い満月の夜が訪れる度、ジェヴォーダンは「姿かたちは獣のまま、知性が人間に戻る」。


    　答える者はいない。いないが、確信があった。


    　おそらくジェヴォーダンの獣は一年のほぼすべてを本物の怪物として過ごす。だが夏げ至しの夜だけ己の使命を思い出し、赤ずきんを喰くらうのだろう。


    　であれば、奴が赤ずきんを喰うことに執着していた理由もはっきりする。


    　赤ずきんの秘薬は、作り手である赤ずきんの血が大量に混じると効果を失う。


    　怪物と化した「名もなき赤ずきん」もそのことを知っていたはずだ。


    　だから「喰う」のだ。村長も「奴は溺でき死し体たいすら食べる」と言っていたではないか。


    　私はもう一度、リンゴずきんの発言に思いを巡らす。どこかで、何かおかしなことを口走ってはいなかったか。


    「！！！」


    　思い出した。


    　地下二階だ。この塔の地下二階は隠し階段の先にあった。なのにリンゴずきんは初めて会った時、「その場所」に言及した。


    



    ──「地下二階には人骨が散乱しているとも聞きました。……それって人を近づけないための噂うわさで、実は宝物とかが隠してあったりしないんですかね」


    



    　彼女はこの塔の内部構造を初めから知っていたのだ。


    　そしてそのうえでああ言ったのは、まるで私を地下二階に誘導しようとしていたような──。


    　そうだ。手記の在あり処かを示した文字は「私の目線と同じ高さ」だったではないか。リンゴずきんの背丈ならちょうど当てはまる。


    　召し使いはリンゴずきんだったのだ。あの聖職者のような佇たたずまいの彼女に、意外な一面があったことには驚いたが、そう考えると筋が通る。


    　そしておそらく「名もなき赤ずきん」が口にしたのはリンゴずきんの秘薬だけではない。魔女だけが操る秘薬。──秘薬の効果を延長させる秘薬だ。


    　鼻を剥そがれた「名もなき赤ずきん」は「変身」を「永続」させられている。


    （惨むごいことを……！）


    　哀れな怪物は寿命が尽きる前に魔女と召し使いを喰くらおうと、手当たりしだいに赤ずきんを喰って回る。


    　召し使いは魔女を殺す機会を虎こ視し眈たん々たんと窺うかがっていたが、魔女はそれに勘付いた。そして、今夜とうとう殺された。


    　これで多くのことに説明がつく。


    　では、魔女は一体誰だ？


    「猟師さん」


    　見れば、チューリップずきんが唇を震わせていた。


    「こいつ、お腹なかに筋がある」


    「何……!?」


    　はっと息を呑む。


    　チューリップずきんは、あろうことか怪物の下腹部を切開していた。


    「おい何を──」「これ、ここの筋」


    　少女が指で血まみれの下腹部をなぞる。


    「普通の狼おおかみには、ないんです」


    　これがあるのは、と少女の唇が動く。


    「サンジョクキを迎えたことのある狼だけ……」


    「さん……何だって？」


    　すっと息が吸われた。


    「ジェヴォーダンの獣は、仔を産んでます」


    　その瞬間、私は身も凍るような恐怖に襲われた。


    　この怪物は元々、人間だ。そして限りなく人間に近い知性を保ったまま、今日まで赤ずきんを襲い続けていた。


    　元の姿に戻るため。自分を辱はずかしめ、こんな姿に変えた魔女に復讐するため。


    　たとえ、何十年かかっても。たとえ、他の赤ずきんを巻き添えにしても。


    　たとえ、狼の仔を孕はらんでも。


    　一年のほとんどの期間を獣として過ごすとはいえ、この怪物がたかだか狼おおかみの雄に組み伏せられるわけがない。そして狼の雌が強引に雄と交わるなんて話、聞いたことがない。


    　自ら望まない限り、こいつは仔など作れなかった。


    　だが現に、出産の痕こん跡せきがある。つまりこいつは、仔を望んだ。


    　一般的な狼がこの怪物と交わるわけがない。人の理性が戻っている一夜の間に、強引に狼の雄と交わったのだ。


    「──！」


    　命を奪われる恐怖なら何度も味わってきた。


    　だが自分以外の誰かに向けられた憎悪に恐怖したのはこれが初めてだった。


    　怪物の姿になり果てたこの赤ずきんは、自殺を選ぶことだってできたはずだ。


    　だが彼女はそれをしなかった。あくまでも、自分を怪物に変えた者を殺すことにこだわった。


    　人はここまでおぞましく誰かを憎むことができるのか。獣と交わってまで人を殺したいと思えるのか。


    「猟師さん……」


    　チューリップずきんの声で我に返る。


    　仮にジェヴォーダンに仔がいるとして、そいつは一体どんな姿をしているのだろうか。怪物と狼の仔は、一体何を考えるだろうか。


    　いや。奴は、何のために仔を遺のこしたのだろうか。


    　悪寒に駆られた私は穴を這はい上がった。


    「ぁ……」


    　塔の出口から、点々と。


    　濡れた何かが残されている。


    　獣の足跡。ジェヴォーダンのものより、ほんの少し小さい。


    　それは私とチューリップずきんのいる場所を大きく迂う回かいし、一階の奥へ向かっていた。心臓が早鐘のように鳴り出す。


    （待て……待て、待て、待て……!!）


    　そこには赤ずきんたちが眠っている。


    　ジェヴォーダンの仔は母親と違い、鼻が死んでいない。もし、ジェヴォーダンがもはや自分が人間に戻るためではなく、恨みのために赤ずきんたちを喰くい殺していたら。そしてその憎しみを仔に伝えていたら。


    　闇やみの中で炎が揺らめく。


    「起きろおおおおおおおっっっっっっ！！！！！！」


    　あらん限りの声で叫び、怒声を張り上げた。


    「バラ!!　紅茶！　ザクロ！　ツバキ!!　みんな今すぐ起きろ!!　中庭に来いっっ！！！」


    「な、何なの今の声!?」


    「りょ、りょうしさん!?」


    　立ちあがった赤ずきんたちが闇やみに浮かび上がる。さすがに本気で寝入っていたわけではないらしい。皆、足取りはしっかりしていた。


    「みんないるか!?　な、名前を！」


    　顔が見えない。誰の顔も。闇の中で見えるのは彼女たちの白い脚や顎あご、頬ほおといった部位だけだ。


    　駆け寄り、一人一人の顔を確認していく。


    　冗談であってくれ、と願う。そんなことはありえない、と己に言い聞かせる。


    　所しよ詮せんは畜生だ。母親の遺志を継いでいるなんてわけがない。


    　こんな。


    　こんな形で私に。


    　私に罰が下るはずが──


    　そして、私は。


    　永遠に忘れられない声を聞いた。


    「──！！！！！！！」


    　一階の奥まった部屋から聞こえる柔らかい喉のどが裂けるほどの絶叫。


    　肉が千ち切ぎれ、黄色い脂が飛び散り、露出した神経がめぢめぢと切れる音。


    　血ち飛沫しぶきが噴き上がり、衣服の上から肉が貪むさぼられ、骨が噛かみ砕かれるぽりぽりという音。


    　一人の少女が八つ裂きにされ、喰くい殺される光景をありありと想像させるような音が響いていた。


    「ッッ!!」


    　駆け寄ろうとする私を四人の赤ずきんが押しとどめた。


    　紅茶ずきん。チューリップずきん。赤子を抱えたザクロずきん。ツバキずきんまでもが私の手足にしがみつき、動きを封じていた。


    　そこに居ないのはバラずきんだった。


    



    　懺ざん悔げや告解と呼ばれるものの本質は、「逃避」にあるとされる。


    　犯した罪からの逃避ではない。人はやがて下る罰から逃れようとする。


    　罪から生まれた「何か」が自分を追いかけて来る感覚が、罪人を眠らせない。


    　漠然とした不安と焦燥は未来に影を落とす。


    　人生のどこかで落雷が落ち、足元が崩落するような不幸が訪れるのではないか。


    　幸福は簒さん奪だつされるのではないか。平穏は踏みにじられるのではないか。


    　罰に追い回される感覚は生涯罪人を苛さいなむ。


    　一方で、罪と向き合い続ける限り、人は罰を背後に感じることはなくなる。


    　地獄へ落ちる未来は変わらなくとも、罪人は改かい悛しゆんによって救いを得る。悔いている間は罰の恐怖から解放されるからだ。


    　私はそれを是ぜとしなかった。


    　懺ざん悔げし、改悛を誓えば、確かに私は救われる。


    　だが本来救われるべきだったのは私が殺あやめた人々の方であり、私ではない。


    　私は救われてはならない。私は苦しむべき人間だ。


    　私の考える贖しよく罪ざいは安あん寧ねいの先にはない。


    　罰の恐怖が絡みついたこの人生を受けて立つこと。そしてそれを全うすること。


    　それなくして、私の罪は贖あがなえない。


    　もしも改悛や懺悔、自殺といった楽な道を選んでしまったら、神が私を許しても私が私を許せない。


    　そう信じて、私は十字に背を向けた。野をさまよった。


    　だが──だが、こんな結末を迎えると分かっていたら。


    　私ではない誰かが不幸になることこそが、私への罰だと気付いていたら。


    　今日、私の罰は。


    　とうとう私に追いついた。


    



    　部屋の中へ駆け込もうとする私の手足に四人の赤ずきんがしがみついている。


    　赤子を抱いたザクロずきんですら、片手で私を掴つかんでいた。


    「だめ。いっちゃだめ」


    「猟師さん！　猟師さんダメです!!」


    「落ち着きなさい！　あなたが取り乱したらおしまいでしょう！」


    「あっははは！　ははっ！　ははっ！」


    「ツバキずきん!!　わらわないで！」


    　赤子が大声で泣き喚わめく。私はようやく我に返った。弛し緩かんすると共に、全身の痛みと熱を思い出す。ここにいるのはまずい。じりじりと中庭に後退する。


    　部屋からはなおも肉を裂き、繊せん維いを引きちぎり、骨を砕く音が聞こえ続けている。村長の言った通り、生涯耳に残るであろう音だった。


    　バラずきんが貪むさぼり食われる音。私が護まもらなければならなかった少女が殺される音。


    　バラずきんはいつ、オオカミの仔に気付いたのだろう。寝入ったまま、奥の部屋に連れ込まれたのか。あるいはふと目を覚まして闇やみの中で仔の姿を見とめ、恐怖のあまり奥の部屋に逃げ込んだのかもしれない。


    「ちょっと、何なのあの音！　オオカミは死んだでしょう!?」


    　大声で喚わめいたザクロずきんがジェヴォーダンの獣が死んだ穴を指差す。


    「……仔を産んでいたんだ」


    「え、仔って!?　そんな……！」


    　悔しさと怒りが込み上げて来る。考えうる、最悪のことが現実になった。


    「ジェヴォーダンは、仔に遺志を託していた」


    「え……!?」


    　奴は私の想像の遥か上を行く怪物だった。


    「っちょっとあんたたち！　バラずきんの秘薬を！　せめて匂いを消して！」


    　噴霧音の中、私は冷たい思考を取り戻す。


    　ジェヴォーダンの獣とは、一人の「赤ずきん」だった。


    　おぞましい真実と共に不穏な事実が浮かび上がる。彼女は鼻を剥そがれていた。すなわち、嗅覚を持たなかった。だが今夜に限らず赤ずきんたちを正確に追跡し、牙きばを血で濡らしてきた。


    　ということは、奴は嗅覚以外の「何か」で赤ずきんを探知していたことになる。


    　それは「聴覚」だろうか。


    　犬や狼おおかみにとって嗅覚と並んで鋭敏な感覚器官といえば耳だ。その可能性は否めない。


    　私は狼の聴覚が何をどこまで区別できるのか分からない。もしかすると心音だけで人間を区別し、針の落ちる音すら聞き分けるのかもしれない。反証不能である以上、その可能性を否定することはできない。


    　だが、赤ずきんは遠い離れた土地へ逃げ込むこともあったと聞いている。ジェヴォーダンが理性を取り戻すのは年に一度。ずいぶん前にこの土地を去った赤ずきんを、「音」だけで捜し出せるだろうか。


    　では「視覚」だろうか。


    　ありえない。犬や狼は人間より視力が弱い。それに、やはり数か月前に土地を離れた赤ずきんを追跡することは不可能だ。


    　味覚や触覚であるわけがない。


    　分からない。ジェヴォーダンの獣がどうやって赤ずきんを捕ほ捉そくし、追跡してきたのかが。そして魔女がいかにして奴の牙をかいくぐって来たのか。


    　ずるずる、と。縄なわのようなものを引きずる音がした。


    「ちょ、ちょっと!!　あれ!!」


    　ザクロずきんの指差す先、奥の部屋から一頭の怪物が姿を現す。


    　仔は母親に比べるとひと回り以上小さい。


    　それでも体たい躯くは虎や獅し子しに迫るほど大きく、はち切れんばかりの筋肉が盛り上がっている。濡れた体毛は黒に近い暗赤色で、耳はぴんと立ち、真っ黒な鼻から熱い息が漏れている。ぎらついた瞳ひとみは親と同じ濁った黄色。耳まで裂けた口から覗のぞく牙は白く、顎あごからはぼたぼたと鮮血が滴したたっている。


    　びちりと口から何かが落ちた。腸だ。奴はバラずきんの腸を引きずっていた。


    　真っ赤に濡れた腸は燃え残っていた松たい明まつの炎を受け、てらてらと光っている。


    　かち、かち、かち、と数歩こちらへ進んだ狼おおかみは明らかに親ゆずりの知性を湛たたえた瞳ひとみで私たちを見つめていた。


    「なんで……なんであいつまで私たちのことを……？」


    「何がなんでも私たちを殺したいんじゃないの？　ずいぶん恨まれてるのねえ」


    「あいつ、くるよ」


    　仔は確かめるような足取りで数歩こちらに近づいている。


    　私はすぐさま思考を中断し、左右に視線を巡らす。


    「あそこに！」


    　私が叫ぶと同時に、仔が地を蹴けった。征そ矢やさながらの速度。瞬く間に距離が詰められる。


    （速い……!!）


    　指し示した二階の部屋に向かい赤ずきんたちが階段を駆け上がる。


    　紅茶、ザクロ、チューリップ、ツバキ。


    　怪物の仔がいまだ階下にいる私に向かって弧を描いて跳んだ。この距離。間に合わない。


    　腕に鈍い衝撃が伝う。


    　だが仔は私の腕に顔面から激突し、その場にひっくり返った。


    　背を打った怪物は即座に体勢を立て直したが、私は既に階段を上がり、赤ずきんたちと同じ部屋へ飛び込んだ後だった。


    　閉じた扉に背を当てるのと、奴の体当たりが同時だった。


    「あら無事だったんですねぇ。さっきの距離で」


    「違う。向こうが狙ねらいを外した」


    「きっと、まだ狩りの経験がないんですよ！」


    　チューリップずきんがやにわに大声を出したので、数人が驚いて飛び上がった。


    「狼って二年か三年ぐらいで一人前になるんです！　それまで自力で狩りをすることはないから、まだ距離感が分かってないんだと思います！」


    「！」


    　どたん、どたん、と怪物はなおも扉に激突する。親ほどではないが、奴の体たい躯くと重量はかなりのものだ。このままでは扉を破られるかもしれない。


    　もはやこちらに有力な武器はなく、退路もない。


    　櫂かい船せんは塔の中だ。外に押し出して乗り込む時間はない。


    　ひっと悲鳴を上げるザクロずきんが紅茶ずきんにしがみつく。


    「だいじょうぶ。朝までまてばいい」


    「いや、ダメだ……！」


    「？」


    「あいつは朝になっても逃げ出さないぞ……！」


    　ジェヴォーダンなら夜明けまで耐えればこちらの勝ちだった。なぜなら奴が人間の理性を取り戻すのは一夜だけだからだ。


    　仔のほうはリンゴずきんの秘薬で化けたわけではない。朝になっても知性や凶暴さが損なわれることがない。


    「あ」


    　皆が一斉に振り向くと、紅い光沢を持つ黒髪の少女はわざとらしく両手で頬ほおを包む。


    「どうしよう。秘薬、あっちに置いて来ちゃったぁ」


    「わ、私も……荷物を置いたままに……！　色々道具が入ってるのに……！」


    「……！　わ、私も！　この子を連れて来るのに必死で……！」


    　あらら、とツバキずきんはわざとらしく唇に手をやる。


    「秘薬、他の部屋に残ったままなのお？」


    　闇やみの中、赤い舌が覗のぞいた。


    「オオカミに薬を使われちゃうかもねえ？」


    「……そ、そんなわけないじゃない。だって外にいるオオカミ、私たちと会うのは初めてでしょう？　秘薬のことなんて知らないはずじゃない」


    　と、仔が体当たりをやめた。


    　興奮した呼吸を繰り返しながら、奴は何かを思案するようにその場に佇たたずんでいる。


    　──「思案」。


    　だが──


    （……）


    「力ずくで突破できないのならどうするのかしらねぇ？　母親みたいに水を使ったり火を使ったりするの？」


    「ツバキ！　余計なこと言わないで！」


    「あら。人語を理解するのかしらあ、この仔。そんなわけないでしょ？」


    　狭い寝室に熱気が立ち込める。赤ん坊の泣き声が一段と激しさを増し、興奮状態に陥った赤ずきんたちの声が頭ず蓋がいにがんがんと響く。更に鼓動に合わせて傷まで痛み始める始末だ。


    （……バラずきん）


    　痛かっただろう。怖かっただろう。


    　助けてほしかっただろう。悲しく、悔しかっただろう。


    　私はリンゴずきんだけでなく、あの子まで死なせてしまった。


    　助けると言いながら、見殺した。あの日、あの時と同じだ。


    　膝ひざから崩れ落ちそうなほどの無力感と喪失感。胸が張り裂け、喉のどをかきむしりたくなるほどの悲憤が津波のように押し寄せて来る。


    「も、もう一度戦いましょう！　私の秘薬で床を──」


    「たたかうより、まったほうがいい」


    「ふふっ」


    　嘲あざけるような笑いを漏らしたツバキずきんを、他の赤ずきんたちが睨にらみつけた。


    「だってぇ、バラずきんは死んだでしょう？　もう匂いを消す秘薬は誰にも作れないのに、来年はどうやってあいつから逃げるのぉ？」


    「…………」


    「ふっふふっ！　私たち、もうおしまいなんじゃない？」


    「ツバキずきん！　いい加減にしなさい！　お姉ちゃん怒りますよ！」


    　空気と会話が悪い方向に流れていく。


    　バラずきんが生きていたら何と言うだろうか。泣くだろうか。あるいは仲間の喧けん嘩かを止めようとするだろうか。いずれにせよ、何かしなければと思うはずだ。ともすれば大人の私よりも気丈に振る舞うかもしれない。


    　私がこのままぼうっとしていたら犠牲者は更に増える。


    　打ちひしがれるためにここへ来たわけではない。


    　嘆くな。悔いるな。悲しむな。


    （……！）


    　決意した瞬間、気付く。


    　扉の向こうにあったジェヴォーダンの仔の気配が消えているのだ。


    「しっ！　静かに……！」


    　扉に耳を当てるも、息遣いは聞こえない。


    　やはりだ。仔はいつの間にかこの場を立ち去っている。


    「りょうしさん？」


    　狩る側に立っているのは奴だけではない。私もまた、猟師として過ごしてきた日々のおかげで狩る者の目を持っている。


    　この状況、私が奴の立場なら、赤ずきんをどう料理する。


    　時は夜。場所は堀に囲まれた塔。敵は四人の秘薬を使う少女そして一人の男。


    　ジェヴォーダンの仔は親ほど恵まれた体たい躯くの持ち主ではなく、先ほどの攻防で自らの運動能力に僅わずかな不安を抱いたはずだ。相討ち覚悟で挑まれた場合、虎ほどの体躯しか持たない奴はジェヴォーダンほど確実に私を仕留められるとは限らない。


    　母親の洞察力を継承しているであろう奴はおそらくその危険性に思い至っている。


    　仔はどこへ消えたのか。そして次はどうするつもりなのか。


    （考えろ……私が向こうの立場なら……）


    　と、誰かが私の袖そでを引く。


    「りょうしさん。朝になってもあいつはにげないって言ったよね」


    「ああ」


    「なんでそんなことわかるの？」


    　私は少し息を止め、それから話し始める。


    　ジェヴォーダンの獣の正体。一年に一度しか赤ずきんを襲わない理由。召し使いの正体がリンゴずきんであったこと。


    「リンゴずきんが……!?」


    　ザクロずきんが口を押さえ、チューリップずきんが虚を突かれたような顔をした。


    「まじょはまだいるの？」


    「いる」


    　ジェヴォーダンの獣は最後まで元の姿に戻ることができなかった。


    　それはすなわち、魔女が健在であることを示している。


    「ちょっと待ってよ。オオカミは私たちの匂いを嗅かいでなかったの？　それじゃ、バラずきんの薬は……」


    「ああ。ほとんど意味がなかった」


    　私は少し考え、問うた。


    「オオカミに食べられる以外の原因で死んだ赤ずきんはいるかい？」


    「自殺した赤ずきんが何人かいますけどぉ、もうずっと前の話」


    「事故で死んだ子もいたし、秘薬絡みのあれそれで殺された子もいる」


    　地下の不自然な崩落も、塔の内部が脆もろくなっていたのも、明らかに魔女の策略だ。


    　これまでも魔女は混乱に乗じて赤ずきんたちを葬ってきたのだ。


    　つまり。


    　この四人のうち、誰かが魔女だ。


    「……死んだのは、リンゴずきんとバラずきん」


    　紅茶ずきんがうっそりと告げる。


    「ふたりとも、ここに来るまでツバキずきんと一緒だった」


    　そういえばここへ来る荷に車ぐるまは私、ザクロずきん、紅茶ずきん、チューリップずきんの組と、ツバキずきん、リンゴずきん、バラずきんの組に分かれていた。


    ──死に神ツバキずきんと一緒にいた者は必ず命を落とす。


    「まじょはだれかな？　ねえ、ツバキずきん」


    「……ふふっ」


    　ツバキずきんは含み笑うばかりだった。


    　ねえ、とザクロずきんが声を漏らす。


    「魔女ってオオカミに狙ねらわれないんでしょ？」


    「ああ」


    「覚えてる？　紅茶ずきんはバラずきんと一緒に落ちたとき、オオカミに襲われた」


    　覚えている。中庭でジェヴォーダンに壁を破砕され、二人が同時に中庭に落下したときのことだ。


    「チューリップずきんは命がけでオオカミを殺そうとした。魔女じゃない」


    　チューリップずきんが頷うなずきながら生なま唾つばを呑む。


    「私も……この子を助ける時に狙われた」


    　ザクロずきんがそう言うと泣き止んだ赤ん坊の頬ほおから涙が一滴、床に消える。


    「残ってるのは一人だけ……じゃないの？」


    　そう。ただ一人、「ジェヴォーダンの獣」から狙われなかった赤ずきん。


    「そいつを殺……」「そんなことはさせない」


    　私が言葉を割り込ませると、ザクロずきんが表情を歪ゆがめる。


    「なんで!?　もうそいつ以外にありえないじゃない！」


    「証明できたわけじゃない。それに──本人がそう言ってるわけじゃない」


    　事実だった。


    　ツバキずきんは不穏な言動を繰り返しているが、自分が魔女だと名乗ったわけではない。今この瞬間も粘ついた笑みこそ浮かべているが、自分が魔女だとは言わない。


    「でもあやしい」


    「怪しいだけだ」


    　紅茶ずきんとザクロずきん、チューリップずきんがじりりと私に近づいた。


    　彼女たちの瞳ひとみがこう告げる。そいつを扉の外に放り出せ、と。


    「……自分たちが助かるために、ただ疑わしいだけの誰かを死なせようとする──」


    　私は目を細め、吐き捨てた。


    「そんなことをやる奴は人間じゃない。魔女だ」


    　空気が濁るような沈黙が漂う。


    　ともすれば魔女よりも冷酷な目をした三人の赤ずきんが、じっと私を見つめる。


    「ぷっ……！」


    　場にそぐわぬ音。


    「くっ……ぷふっ……！」


    　噴き出したツバキずきんが肩を小刻みに揺らし、やがて腹を抱えて笑い始める。


    「あっははははっ！！！　あはははっっ!!」


    「……!?」


    　ひとしきり笑ったツバキずきんは目尻の涙を拭ぬぐった。


    「あぁ～～～～愉たのしいっっ!!」


    「……ツバキずきんは赤い満月の夜に産まれたの。母親はその子を産んですぐにオオカミに食べられた。でもそいつだけは助かった。オオカミは赤ん坊を食べないから」


    　ザクロずきんは愉しそうに身をよじるツバキずきんを軽けい蔑べつの目で見つめる。


    「母親の返り血を浴びて、オオカミに顔を近づけられて、それでもそいつは愉しそうに笑ってたんだって。……そいつとは付き合い長いけど、四歳ぐらいの頃にはもうそんな感じだった。オオカミが来る前の晩なんて、お菓子を焼いてお祝いまでするの」


    　三人の赤ずきんがクモやムカデを見る目でツバキずきんを見据えた。


    「この子、死ぬのが愉しいのよ」


    「……違いますよぉ」


    　ツバキずきんはゆらりと立ち上がった。


    「死ぬのは痛いし、苦しいでしょ？　本当に愉しいのはその直前」


    　彼女は歌うように両手を広げた。


    「オオカミの口がね？　目の前でぐわああって開かれるの。歯にこびりついた血と肉と脂の匂いが私を包んで、心臓がきゅうううって縮むの。血が冷たくなって逆流して、全身の毛が逆立って、熱くて甘い気分になるの！」


    　ツバキずきんは頬ほおに手を当て、恋人を想うようにうっとりと身をくねらせる。氷のように白い肌が桜色に染まり、普段の飄ひよう々ひようとした態度が歓喜と興奮に乱れる。


    「記憶には残ってないけど、私はずうっとそういう想いをしたかった！　高いところから飛び降りるとか！　水の中でじっと息を止めるとか！　血を吐くぐらい毒を食べるとか、色々やってみたの！　でもオオカミに殺されそうになるのがいっち番！　興奮する!!」


    「このひとあたまおかしい……」


    　あら、とツバキずきんは白けた目で紅茶ずきんを見やった。


    「頭おかしいのはそっちでしょ？　どうしてこの状況を愉しまないの？」


    「た、愉しむ……!?」


    「こんなにゾクゾクする体験、一年の残りの三百何十日の間に味わえる？　私は毎年この日だけを愉しみに生きてるのに、あなたたちはなんで怖がるの？」


    　ツバキずきんは私にしなだれかかった。


    「真面目に生きても不真面目に生きても、どうせ人はいつか死ぬ。人の死は日常でしょ」


    （……！）


    「だったら死ぬまでの間に『どれだけたくさん愉しい経験ができたか』が大事じゃない？　そんな辛気臭い顔するより、もっとこの状況を楽し──」


    　ぱん、と乾いた音が響いた。


    　それが私の手のひらが発した音だと気付くのに、私自身、数秒を要した。


    「っ」


    　頬ほおを張られたツバキずきんは斜め下に向けられた顔をゆっくりと上げ、私を見る。


    　彼女は目を丸くしていた。


    　なぜ彼女に手を上げたのか、自分でも分からなかった。


    　彼女は誰かに直接危害を加えたわけではない。錯乱しているわけでもないのだから、「やめろ」と言えば済む話だ。


    　だが私の中の何かが彼女を許さなかった。


    　ツバキずきんの言葉は過去、必死に生きようとし、抗あらがい、死んでいった赤ずきんたちの生を侮辱するもののように感じられたからだ。


    　呆けた顔のツバキずきんが徐々に表情を取り戻す。


    「……痛いじゃないですかぁ」


    「痛くしたからね」


    　私は鼻と息が触れ合う程の距離までツバキずきんに顔を近づける。


    「次にそんなことを言ったら、君の秘薬で君の口を塞ふさぐ」


    「あらぁ。怖い怖い」


    　にいっとツバキずきんが嗤わらった。


    「そんなことしたら、魔女の正体が分からなくなっちゃうかも」


    「何……!?」


    「りょうしさん。そいつのいうことなんか信じちゃだめ」


    　紅茶ずきんが私の腕を掴つかみ、後方へ引っ張ろうとする。


    「そいつがまじょなら、りょうしさんをだまそうとするよ」


    　重い沈黙が、再び場を支配する。


    「……じゃあ試してみましょうか？　私が本当に魔女なのかどうか」


    　沈黙を破ったのは、魔女と疑われている当の本人だった。


    「大事な大事な秘薬を取ってきてあげる」


    　誰の返事を待つでもなく、ツバキずきんが扉を開き、闇やみへ身を躍らせた。


    「なっ……!?」


    「待って！」


    「いかなくていい。あいつは──」


    　その言葉を私は最後まで聞かなかった。


    　ツバキずきんを追って部屋を飛び出した私は、闇の中で声を上げる。


    「扉を閉じていなさい！」


    　闇の中、ツバキずきんが走る。


    　塔の内部は先ほどより闇やみの濃度を増しており、ほとんど数歩先も見えない有り様だった。


    　そしてここは二階。ジェヴォーダンとの戦闘で脆もろくなった床はいつ崩れるとも、吹き抜けに落下するとも限らない。


    「つ、ツバキずきん！　ツバキずきん！」


    　っふふふ、あははは、と。絶対絶命の危機を愉たのしむ赤ずきんの笑い声がそこら中に響く。


    「ツバキずきん！　どこだ！」


    　こっちですよ、こっちですよぉ、と甘く蕩とろけた声がする。大して広くもない二階が果てのない闇のように感じられた。底知れぬ暗がりへ瓦が礫れきが落ち、井戸の底で弾けるような音を立てる。


    （ジェヴォーダンの仔はこっちに気付いてるはず……！）


    　私は足を止め、耳を澄ました。


    　だが怪物の仔が動く音は聞こえない。こちらの動向を探っているのか、それとも何か別の目的があるのか。


    　それとも──本当にツバキずきんが魔女なのか。


    　かりいん、と澄んだ音が聞こえた。ガラス瓶びんが落ちる音。


    　間違いない。誰かの秘薬の容れ物だ。


    　私は音の聞こえた方へ駆けつけ、一つの部屋に飛び込んでいた。


    「ツバキずきん！」


    　赤い光沢を持つ黒髪が揺れた。ツバキずきんは秘薬の入った籠かごを手にしており、振り返るところのようだった。


    「あら、猟師さん」


    　彼女の手が僅わずかに動く。かしかしというこの音。何かの蓋ふたを開けている。


    　今この状況で何かの秘薬を使うつもりなのか。


    　それは──


    　しゅぼっ、と。チューリップずきんの軟なん膏こうが炎を咲かせた。


    　闇の中にツバキずきんの顔が浮かび上がる。


    「ふふ。どうです？　お薬、手に入っちゃいましたよ？」


    「……！　いいからこっちに──」


    　ふと、私は見た。


    　闇に照らされた床の一角に、人間が通り抜けられるほどの穴が開いていることを。巨体を誇るジェヴォーダンだったら絶対に通り抜けられなかっただろう。


    　その穴がツバキずきんのすぐ傍そばに──


    「っ!!」


    　私が地を蹴けって飛ぶのと、ぶおっと一陣の風が吹くのが同時だった。


    　赤黒い何かが間欠泉のごとく穴の中から飛び上がる。


    「！」


    　時間がゆっくりと流れるようだった。


    　海から飛び出す鯨くじらのごとく仔が跳躍する。横回転しながら飛び上がった怪物は空中でがづんと顎あごを閉じた。


    　私と目が合うと怪物は目だけで嗤わらった。


    　が、気のせいでなければ次の瞬間、怪物の仔は驚きよう愕がくに表情を染める。


    　籠かごを手放したツバキずきんは両手を広げ、仔を受け入れるようにうっとりとした表情を浮かべていたのだ。
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    「……!!」


    　怪物が再び闇やみの中へ消えた。


    　私はツバキずきんを抱き寄せ、籠を引っ掴つかみ、後方へ跳ぶ。


    　次の瞬間、ツバキずきんが立っていた場所のほんの数歩傍わきで床がごろごろと崩落した。


    　もしツバキずきんが奴を回避するために飛び退のいたり、恐怖で尻もちをついていたら、一階へ落下していただろう。


    「あらら。生き残っちゃった」


    　ツバキずきんは私の腕の中で、くすぐったそうに笑った。


    「猟師さん！」


    　遅れて、赤ずきんたちが私たちに追いついた。


    「だいじょうぶ？」


    　三人の赤ずきんは私を見た後、ちらりとツバキずきんに視線を滑らせた。


    「っふふ」


    　複雑な感情がその場に淀よどんだ。


    　と、その部屋で自らの荷袋を見つけたらしいチューリップずきんが軟なん膏こうで炎を灯ともす。


    「ちょっと！　居場所があいつにバレちゃうじゃない！」


    「大丈夫！　光じゃなくて匂いと音でとっくにバレてますから！」


    「何も大丈夫じゃないでしょ！」


    　ふっ、と。一階の灯りが一つ消えた。


    「え？」


    　ふ、ふ、と一階に残していた僅わずかな灯りが次々に消えていく。水没した階段、大きな櫂かい船せん、門もん扉ぴ、死んだジェヴォーダンの獣、落とし穴、何もかもが闇やみに飲み込まれる。


    　新たな怪物も黒い水に潜るようにして姿を消した。


    （！　そうか……！）


    　仔は私たちより鋭敏な感覚を持っている。それも親と違って五感すべてが完全に機能しているのだ。ならばその優位性を活かさない手はない。


    　暗くら闇やみに包まれれば私たちはまったく身動きが取れなくなるが、奴は音と匂いで正確にこちらの位置を把握できる。


    　このまますべての灯りを消されたら私たちは圧倒的な不利に陥る。


    　チューリップずきんの秘薬はあるものの、視界は大幅に制限されるだろう。


    「ど、どうしよう。もう上しか逃げ場がない……！」


    　ザクロずきんが悲鳴を漏らした。


    　彼女の言う通り、私たちはもはや一階へは降りられない。そして上に出口はない。だが進むしかないのだ。


    「行こう」


    　私たちは三階へ向かった。


    　ふっ、ふっと。二階の灯りが一つ消え二つ消え、階下が闇に飲まれていく。


    　こちらも軟膏を塗って視界を確保したが、広大な夜空に星が一つ瞬くようなものだ。奴は必ずやってくる。じきにこの階も闇に沈むだろう。


    　ザクロずきんが抱く赤ん坊がぐずる。魔女の部屋には広い寝台があった。


    　ザクロずきんはその寝台に赤ん坊を横たえ、しばらくあやしていると、やがて赤ん坊は寝息を立て始めた。


    　私は崩落した階段の上に立ち、闇を走る紅の尾を見つめていた。


    （このままではまずい……！　どうする……！）


    　秘薬は手に入ったが、備えがまったく足りていない。ジェヴォーダンのときより人数も少なく、全員が疲ひ弊へいしている。


    　不利だ。致命的なほどに。


    「はーい！　みんな、お姉ちゃんに注目！　ちょっとこっちの部屋に来て」


    　場違いに朗ほがらかな声で告げたのはチューリップずきんだった。ザクロずきんはすやすやと眠る赤子をしきりに気にしていたが、抱き起こすのをためらってしぶしぶ部屋を移ってきた。


    「猟師さん！　準備できました！」


    「準備？」


    「あいつを殺す準備です！」


    　どん、と彼女は革筒を置いた。やや長く大きなそれは、ツバキずきんが持ち込んだ鞘さや状の水筒だ。


    「中に『熱に反応する毒霧』の秘薬を入れました」


    　何人かの赤ずきんが息を呑んだ。


    「毒霧？」


    「はい！　真っ赤な毒霧です！」


    「ちょっと待って！　それ、あんたの秘薬じゃないでしょ!?」


    「きょねんしんだイチゴずきんのひやく」


    「そうだよ！　よく覚えてたね！」


    　チューリップずきんが手を伸ばすと、紅茶ずきんがたじろいだ。


    「イチゴずきんのひやく、ぜんぶ村長さんがかいしゅうした。なんでもってる？」


    「作ったんだよ！　秘薬の作り方、教え合いっこしたから」


    　ツバキずきんがちらと私を見る。チューリップずきんは他の赤ずきんに秘薬の作り方を聞き回っている。そう教えてくれたのは彼女だ。


    　だが──


    「血は？　イチゴずきんは肩からばっくり噛かまれて、食べられて──」


    「お墓の中に腕があるじゃん！」


    　空気が凍った。


    「猟師さん。この毒霧、煙みたいにもくもく上がるんじゃなくて、地面に溜たまるんです。ここで使えば塔の中にどんどん溜まります」


    　井戸の底を覗のぞき込むがごとく、チューリップずきんが三階の縁へ。


    「ちょっと！　危ないって！　下がりなさい！」


    　大丈夫、とチューリップずきんは胸を叩たたいた。


    「たくさん練習したから！」


    「何を？」


    「狼おおかみを殺す練習だよ！」


    　チューリップずきんの顔に笑みが広がる。対照的にザクロずきんは青ざめた。


    「チューリップずきん。あんたまさか……。罠わなを使って狼を殺してたのは、ツバキずきんじゃなくてあんただった……？」


    「私だよ。言わなくてごめんね？　でも皆でやったら手間がかかるでしょ？　それに狼のはらわたって臭いから、家に匂いがついちゃうよ」


    　そう言えば彼女は自分の家にバラずきんの香水を振っていた。


    （あれは死臭を隠すためか……？）


    「あんた、調べたの？　狼のこと……」


    「うん！　皆が嫌がることでもお姉ちゃんはやらないとね！」


    　皆、言葉をなくした。ツバキずきんも神妙な面持ちで黙っている。


    「母狼と子狼でも実験したんですよ！　でも狼の親子関係って冷たいから。あの罠が効くのは生まれて二年ぐらいまでで、それ以上育った子供は親に見放されるの。……あ、でも逆に二年ぐらい経ったら子供が親に歯向かったりもするんです。すごく義理堅いから私を恩人だと思い込んだら、親とだって殺し合うんですよ！」


    「待った」


    　私が遮さえぎると淀よどみなく話し続けていた少女が首を傾げる。


    「一体、どれだけ狼のことを調べたんだい？」


    「六年ぐらいです」


    「……！」


    「足りなくなったら、よそから買ってきてもらって放しました。子供のうちから私に慣れさせたり、交配もさせましたよ。たくさん可か愛わいがってから毒をあげると、悲しそうな顔をするけどちゃんと食べるんです。律儀ですよね！」


    　快活な笑みが暗い穴へ向けられる。


    「あの大きさなら……この毒を十秒も吸ったら絶対死ぬよ！」


    「そ、そんなの分からないでしょ!?　相手は化け物なのに」


    「肺の大きさは普通の狼と同じだよ。ジェヴォーダンは大きすぎて効かなかったけどね」


    　チューリップずきんが革筒を構える。


    「生後十日から二十日の狼なら六秒、それから生後二年までの狼は八秒、それより大きい狼でも十二秒吸ったら絶対死にます。だから大丈夫！」


    　思わず後ずさる。紅茶ずきんも、ザクロずきんも、ツバキずきんまでもが距離を取る。


    「本当にやれるのかい？」


    　私は踵かかとに力を込め、再び前へ出る。チューリップずきんの肩に手を置き、穴を覗のぞき込む。


    　今は仔を斃たおす力が必要だ。


    「大丈夫です。ジェヴォーダンには一度失敗しちゃったから使えなかったけど、あいつは知りません。この秘薬、甘い匂いがするからすぐには毒だと分からないんです」


    　でも、と彼女は囁ささやく。


    「できるだけ引きつけないと。奴が毒だと気付いても手遅れになるぐらい」


    「……分かった。私がやる」


    　赤ずきんたちを囮おとりにするわけにはいかない。


    　私が前に出るべきだろう。必要であれば二階に下りる。そこに秘薬を使えば──


    　ぶぶぶっ、という蠅はえが飛ぶような音。


    　次の瞬間。


    　私たちが立っていた部屋の床が崩落した。


    　私は一瞬、何もない空間に投げ出される恐怖を味わう。


    　赤ずきんたちの悲鳴。ツバキずきんの甲高い笑い声。聞きながら、尻に衝撃を感じる。


    「ッッ[image: ]」


    　二階に落下した私は、がらがらがらという崩落音を聞いていた。


    　瓦が礫れきが辺りの床を叩たたき、弾けた砂粒が私の頬ほおを叩き、額を打つ。


    　隣の部屋は無事だったようだ。つまり、「狙ねらって」やられたということだ。


    　これは──ザクロずきんの秘薬だ。


    　そんな馬鹿な、という思いが過よぎる。


    　奴は私たちが回収し損ねた秘薬を見つけ出し、「使った」のだ。


    （ど、どうやって……!?）


    　ごるるる、と仔の唸うなり声が左方を過よぎり、続いて


    　ちゃちゃちゃ、と爪つめ音が前方を通った。轟ごう音おんに目を覚ました赤ん坊が声を張りあげて泣き出した。ザクロずきんが私にしがみつく。


    「あの子が……！」


    「むり。上……ぜんいんじゃあがれない」


    「猟師さん！」


    　チューリップずきんの声。


    「どうしよう！　毒霧の秘薬、落としちゃった！」


    「そんな……！」


    「このっ、土壇場であんたって子は……！」


    　チューリップずきんは必死に手で床を探っている。


    「薬っ！　薬がっ！　どこっ!?　どこ行ったのっ!?」


    　絶体絶命。


    　それを理解した私は急速に思考が冷えていくのを感じていた。心臓がばくばくと高鳴っているのに、頭の中はきんと冴えている。


    　罰が再び、私に追いつこうとしている。


    　リンゴずきんを目の前で殺され、護まもると伝えたバラずきんを喪うしなったように、また誰かが私の手をすり抜けて、殺される。


    



    　六人の赤ずきんは、今夜食べられる。


    



    　──いや。


    　もう誰も殺させはしない。


    　罰なら私がすべて引き受ける。その代わり、この子たちには指一本触れさせない。


    　周囲はまるで真夜中の海のようだった。前も。横も。下も。目に映るのはすべて黒。靴くつ底が床に触れていなければ浮遊感すら感じたかもしれない。


    　三階に残されたままの赤ん坊は火がついたように泣き出し、赤ずきんたちが私にしがみつく。


    「大丈夫だ！　私を盾たてにしなさい！」


    　闇やみに蠢うごめく怪物の仔が一瞬私に視線を向けた──ように感じた。


    　黄色い瞳ひとみも、紅の体毛も、闇の中では何一つ判別できない。奴が今どこにいるのか。いつ、どこから襲ってくるのか。私たちは感知できない。


    　私は秘薬を捜そうと石床を探るチューリップずきんの手を掴つかんでいた。


    「猟師さ……」「大丈夫だ」


    　私は力強く告げる。


    「あいつは私が殺す」


    　私は両腕を広げ、少女たちを庇かばった。


    「固まって！　壁に背をつけなさい！」


    「か、壁ってどっち!?」


    「こっち……！」


    　紅茶ずきんの声に導かれ、ざざ、ざりり、と少女たちが後ずさる。


    　このまま闇の中に棒立ちしていれば四方からの攻撃に備えなければならない。だが壁を背にすれば正面と左右だけに注意を払えば済む。


    　──という考えは。読まれていると見るべきだ。


    　とん、と。誰かの背中が壁にぶつかる。その衝撃が残る三人の赤ずきんに伝わり、一瞬、安あん堵どらしき吐息が漏れる。


    　すかさず私は振り返り、四人を押しのけるようにして石壁へ突っ込んだ。


    　落下地点から察するに、私たちが背を預けたのは塔の内壁ではない。部屋の壁面だ。


    　つまり──


    「っ！」


    　ぼろろろ、と壁面が一瞬で崩壊し、その中から仔が飛び出す。


    　灰色の粉ふん塵じんを纏まとうその姿は白波を帯びて海原から出現する鯨くじらのようでもあった。


    　──「完全に赤ずきんたちの背後を獲った」


    　そう考えていたであろう怪物が、既に攻撃態勢に入っている私を見て驚きよう愕がくする。


    　ほんの一瞬、奴と私は至近距離で睨にらみ合う。


    　私は拳こぶしを握り、奴は牙きばを剥むく。


    　思い切り振り抜いた拳は空を切り、奴の牙は私の衣服を掠かすめた。私は暗中ゆえに距離感を見誤っており、仔は思い切りが悪かった。


    　あやめもわかぬ闇やみの中、私たちはすれ違う。


    　短い悲鳴を上げる赤ずきんたちを通り過ぎ、人を撥はねた馬車のごとく怪物が闇に消えた。


    　獣の臭いが棚引く煙のように残される。


    　熱と痛みが肩を走る。不甲斐なさを罰するような痛み。


    「ザクロずきん。薬は？」


    「ご、ごめん。……私もさっき落ちたとき──どこかに落としたみたい」


    「わたしのくすり、あるよ」


    「貸してくれ」


    　たたっとオオカミが右方を駆け抜ける。


    　赤ずきんたちが一斉に音の方を見やった。


    　私はそちらを見ず、二秒後に奴が駆けているであろう場所に目を凝らす。


    　見えた。──いや、消えた。


    　奴は私の視線に気付き、再び闇に溶けた。


    　慎重な動き。


    　奴は気付いている。次に私に動きを先読みされたら、返り討ちにされる危険性があると。


    　好都合だ。この隙すきに毒霧の秘薬を捜し出せばいい。


    （どこに落ちた……!?）


    　素早く床にチューリップずきんの膏こう薬やくを塗り、闇の中、視線を巡らせた。


    　ふぶうっ、と。くしゃみに似た音が聞こえた。


    　続いて、闇の中から粘っこいものが降り注ぐ。


    　思わず手で目を覆う。直撃を受けたのは私ではなく、背後の赤ずきんたちだった。


    　びぶぶ、という不穏な音。


    　焦った誰かが軟なん膏こうを自然発火させ、辺りが灯あかりに照らされる。


    「えっ!?　何!?」


    　小さな火が燃えきると、再び周囲は闇やみに包まれる。


    　ばふう、と雨が今度は私を叩たたいた。足元がじゃりじゃりと嫌な音を立てる。


    「これって、もしかして秘薬……!?」


    「そ、そんなっ！　オオカミには手なんかないのにどうやって薬を!?」


    「唾だ液えきだ！」


    　私は叫んだ。


    「口に含んだ薬を噴いている！」


    　じゃりっ、じゃりっ、じゃりっという疾しつ駆くの音。


    （見えない……！）


    　仔が再び秘薬を噴く音。


    「っ。離れろ!!」


    　次の瞬間、床が崩落する。


    　一歩下がれば二歩分崩れ、二歩下がれば三歩分。


    　辛かろうじて二階に踏みとどまっている私たちは崩れゆく床から四つん這ばいで逃げる。


    　一階へ落ちていくのは瓦が礫れきだけではない。床を失い、壁を崩され、漆しつ喰くいを蝕むしばまれた寝室や厨ちゆう房ぼうが木組み細工のごとく次々に落下する。


    　砂さ塵じんが舞い上がり、耳を塞ふさぎたくなるほどの轟ごう音おんが響く。


    　だが耳は塞げない。皆、手に手を取り、安全な場所を目指して走るので精いっぱいだ。


    「はっ……！　ふっ……！」


    　逃げ延びた先でどうにかまだ安全な壁と石床を確かめた私たちは、肩を上下させていた。


    　私はともかく、赤ずきんたちが危険だ。そろそろ本当に動けなくなってしまう。


    　誰もが暗くら闇やみにじっと目を凝らしていたが、仔を捕ほ捉そくすることはできなかった。


    　逆に、奴からは私たちの姿が丸見えだ。


    　怪物はザクロずきんの薬が続く限り、こちらの足場を奪い続けることができる。


    　このままではまずい。毒霧の秘薬もどこにあるか分からない。


    「！　あいつ上の階までっっ!!」


    　ザクロずきんの叫びを聞くまでもなく、私は上階の一部が崩れる音を聞いていた。


    　ぱらぱらと雨が地を叩くように石いし礫つぶてが降り注ぐ。


    　私たちが通路に残した品々が転がり落ちる。手て籠かごがひっくり返り、中身が飛び出す。壺つぼが割れ、金属の棒が散らばる。


    　遠く、赤ん坊の泣き声が聞こえた。


    　立ち上がろうとするザクロずきんを制止する。


    「今はダメだ……！」


    　私たちは既に安全地帯とは程遠い場所へ落ちてしまっていた。


    　天を仰ぐも、赤い月は見えない。雲に隠れてしまったのか、視界は黒一色。


    　瓦が礫れきの音で仔がどこにいるのかも分からない。いつ、どこから襲って来るのかも。


    　次は足場を崩すのか、直接喉のど笛ぶえを食い破りに来るのか。


    「くっ……！」


    　紅茶ずきんが私の胸へ顔を寄せる。恐慌状態のザクロずきんは荒い呼吸を繰り返しており、ツバキずきんは恍こう惚こつに浸っている。チューリップずきんはなおも毒霧の秘薬を捜そうと闇やみに目を凝らしている。


    （考えろ……）


    　怪物が私に目を凝らしている。怪物が耳を立て、鼻をひくつかせている。


    　次に奴が動き出した時、私はそれを食い止められるだろうか。


    　とと、と。


    　何か硬く弾力のあるものが落ちる音がした。


    　と、とと、ととと、と立て続けに幾つかの音が重なる。


    　音のした方へ顔を向ける。


    　束つかの間ま、雲が晴れる。赤い満月が床に転がるものの正体を照らし出す。


    　──リンゴだ。


    　リンゴずきんの変身の秘薬。「ジェヴォーダンの獣」を生み出した忌いまわしい秘薬。


    　私は手を伸ばし、最も手近なリンゴを掴つかむ。


    　宵よい闇やみに浮かび上がるほど真っ赤な果皮には、動物の紋様が刻まれていた。


    　──「熊」。


    　恐るべき巨体と剛毛、剛腕を持つ巨大な生物。


    （……これなら……！）


    　赤い満月が昇る今夜なら、私の理性は失われないはずだ。熊に変身すれば、仔と戦うこともできるかもしれない。


    　私は前へ進む。


    「りょうしさん」


    　私は喉までせり上がった弱音を飲み込んだ。


    「じっとしていなさい」


    　毒々しい赤味を持つリンゴを齧かじる。さりりと甘酸っぱい触感。水すらろくに口にしていなかったので、果汁は全身に染み込むようにも感じられた。


    　ほんのひと欠片かけらを嚥えん下かしたところで、私の肉体に異変が生じた。


    　内臓がじたばたと暴れ出した。まるで内側から食い破られるような感覚。全身の穴という穴から針じみた体毛が生える。手の甲が剛毛に覆われ、指が縮み、二本脚で体たい躯くを支えることが難しくなる。


    「ァ──」


    　跪ひざまずいた私は両手を見つめていた。爪つめが歪ゆがみ、背が丸まり、ズボンが破れる。フードが外れ、露出した髪が縮み、背や臀でん部ぶにも剛毛が生えていく。目の高さが下がっていく。顎あごが地面に近づく。


    　そこで気付く。熊の目の高さはこんなに低くないはずだ。それに四本脚もこんなに細くはないはず。


    　おかしい。あのリンゴには確かに熊の紋章が刻まれていたはず。


    　だがこれは──


    　この目の高さ。四本脚で胴を支える黒い姿。


    　これはまるで──


    　──まるで、「狼おおかみ」。


    　変身を終えた私は狼の姿になったことに困惑していた。


    （なぜだ……!?　見間違えたのか……!?）


    　闇やみに包まれていた視界が開け、同時に灰色に塗り潰つぶされていく。色彩を失った世界は人間であった頃に見たそれとは比べ物にならないほど味気ない。空も、床も、壁も、すべてが灰色だ。


    　だが私は色になど頼らずとも世界の有り様を正確に認識する術すべを得ていた。


    　──「聴覚」。


    　私は水音を聞いていた。水面みなもにうねる水が渦を作り、波形を作り、やがて凪ないでいく音。


    　イラクサが夜風に揺れる音。石橋の断面から剥はがれ落ちた礫つぶてが堀にちゃぽんと落ちる音。


    　仔の息遣い。どくんどくんという赤ずきんたちの心音。三階に残された赤子の泣き声。


    　望遠鏡を覗のぞくことで人は遠い景色を近くに感じることができる。今の私の耳はまさにそれだ。遠い場所で立つ音をすぐ近くに感じることができる。


    　近くの音は頭ず蓋がいの中で反響していたが、一つ一つを正確に聞き分けることができた。赤ずきんたちの声は私の頭上から聞こえていた。


    　すううう、と匂いを吸い込む。


    　──「嗅覚」。


    　私は自分を取り巻く世界の有り様を完全に理解した。


    　辺りには微小な匂いの粒が充満しているように感じられた。堀の向こう、石橋の更に向こうの土地に狼が集まっている。彼らは全身から怯おびえた匂いを発していた。ジェヴォーダンの仔に恐怖しているのだ。


    　堀に意識を向ける。水面からは湯気よりも密度の高い「水の粒」が立ち昇っている。


    　堀の手前にはイラクサがあり、折れた茎くきから青臭い匂いが放たれていた。石橋に残る靴くつの匂い。断面から漂う、歳月を経た石の匂い。土の匂い。中庭に茂る草の匂い。四方を満たす堀の匂い。


    　世界は色彩を持たないが、賑にぎやかな匂いに満ちている。


    　中庭でジェヴォーダンの獣が死んでいる。


    　血と、汗と、怒りと、憎悪が染みついたけだものの匂い。死んだ獣からは既に別の生物の匂いが漂っている。蠅はえか、黴かびか。それとも目に見えないほど小さな生き物か。


    　一階から二階へ匂いを辿たどる。冷たい寝室に残された肉塊の匂いを感じる。香水の効果が切れたのだろう。私は血と脂の濃い匂いを感じた。ズタズタに引き裂かれた衣服の匂いや仄ほのかに残る石せつ鹸けんの匂いまでも。


    　仔の匂い。奴は僅わずかに驚いているが、少しずつ余裕を取り戻し始めている。


    　怪物の仔である自分と、ただの狼おおかみになり果てた私。体たい躯くと筋力の差は明らかだ。


    　奴は冷静に現状を分析し、それから嗤わらった。興奮の匂いが血液に乗って仔の全身を巡る。


    　私はほんのひと吸いでこれほどまでの匂いを感じ取っていた。思考が感覚に追いつかないほど世界が匂いに満たされている。人間が目で世界を見るように、狼は匂いで世界を「視る」のだろう。


    　私は舌を垂らした。そしてもう一度だけ、確かめるように匂いを吸う。色とりどりの匂いが充満した世界の中に、空白地帯があった。


    　赤ずきんたちだ。彼女たちの匂いはバラずきんの香水によって完全に消し去られており、そこだけぽっかりと穴が開いたかのように何の匂いもしなかった。


    　いや、一人だけ体臭を放つ者が居る。濃く、甘い匂いを持つ赤ずきんが一人。


    　私は振り返った。


    　そして魔女の正体を知った。


    　私が真実を知ると同時に、怪物の仔が地を蹴けった。


    　振り返った私は長く伸びた鼻の先に世界を見る。


    　視界は昼のように明るい。部分的に崩落した塔内部、無数の瓦が礫れき、寸断された通路、散らばった古い品々。その一つ一つが燐りん光こうを発しているかのようにくっきりと目に映る。人間には闇やみに見える世界も、狼にとっては昼と何ら変わりない。


    　たしっ、たしっ、たしっと必要以上に強く地を蹴り、怪物が迫る。


    　灰黄色の体毛に覆われたように見える奴は私よりひと回りも巨大だった。四足を突っ張り、顎あごを床につける。不器用な足先で地を掴つかむように踏みしめる。


    　濁った色の獣は涎よだれをまき散らしながら迫る。


    　私は姿勢を低く保ったまま、番つがえられた矢のごとく力を込める。


    　あと五歩。三歩。二──


    　時間が凝縮される感覚の中、地を蹴った。空気は泥のごとく粘り、音は水の膜でも張ったかのように篭こもる。


    　私は一本の征そ矢やとなって宙を跳ぶ。


    　すれ違いざま、牙きばと牙が激突する。顎あごから頭ず蓋がいにまで衝撃が伝った。


    　重量差が結果に直結した。高速で衝突した私は弾かれるように吹き飛ばされ、瓦が礫れきに叩たたき付けられた。


    　視界は確保できたが、この体格差は覆しようがない。


    　どうする。牙や爪つめでは殺せない。旗棒のような道具も用意できていない。


    　奴を斃たおす方法はほぼない。


    　──ほぼない。


    　つまり、ある。


    　砂さ礫れきの中で身を起こす。私を轢ひいた怪物は既に急停止からの急旋回を挟むところだった。


    　どう、と空気の膜を突き破るように駆け出した奴が瞬く間に私の眼前に迫る。


    　交差。


    　今度はすれ違うことはなく、私たちは石床の上でもつれ合う。


    　異様な熱と獣臭さに地獄を幻視する。


    　ぐあっと顎が開く音。首を振り、致命的な咬こう撃げきをかわす。私は身をよじり、奴から離れた。


    　呼吸は乱れていたが、ひと吸いごとに周囲の風景が鮮明に感じられる。


    　石の落ちる音。赤ずきんの身じろぎ。赤子の泣き声。入り乱れる感情。舞い散る粉ふん塵じん。金皿に残った軟なん膏こうの匂い。


    　──二階に落下した赤ずきんたちの秘薬の場所。


    　私は仔を迂う回かいし、秘薬へ向かって走った。


    　背後に迫る怪物は私より遥かに重いが、敏びん捷しよう性せいに劣るわけではない。自分より遥かに速く、重い爪音に追われる恐怖。しかも縄なわ張り争いや雌の取り合いではなく、敵の追跡は殺意に裏打ちされている。肝が冷え、血が冷える。


    　秘薬にたどり着いた瞬間、ぐんと仔が速度を上げた。


    　奴は今まで手を抜いていたのかもしれない。それを理解すると同時に、巨体が私を捉とらえる。


    　重い。奴の前まえ肢あしはこれほどまでに力強く獲物を押さえつけるのか。


    　首の後ろに噛かみつかれた。


    　牙は皮膚に通っていないが、万力に締め付けられるようだった。みきみきと筋肉が潰つぶされ、その下の頸けい椎ついにまで震動が伝わる。


    　奴は咥くわえた私を軽々と持ち上げた。四肢が床を離れ、地面が遠ざかる。


    　このままでは首の骨を折られる。だが、どうすれば。私は四肢をばたつかせたが、薬はおろか床にすら手が届かない。


    　仔が勝利の予兆に身を震わせた。口こう顎がくが笑みの形に歪ゆがみ、新たな唾だ液えきが滴したたる。


    　何の前触れもなく二階の床が崩落した。


    　奴の口こう腔くうに残っていたザクロずきんの秘薬が、唾液と共に滴ったからだ。


    　私がそれを理解したのは凶悪な顎あごから解放され、宙に投げ出された瞬間だった。


    　灰色の空と、灰色の満月が遠ざかる。


    　私は四肢をばたつかせた。


    　地が消え、どこにも体重を預けられない恐怖。全身を包む毛がぴいんと立った。


    　空中で数度回転した後、一階に積まれていた瓦が礫れきにしたたかに背を打ち付ける。ごふっと地に打ち付けられた私はそのまま数秒、四肢を投げ出していた。


    　脚。まだ折れていない。


    　内臓。まだ損傷していない。


    　頭。正しく動く。


    　動ける。私は動ける。


    　一度踏まれた虫のごとき惨みじめさで立ち上がる。全身がずきずきと痛み、ひどい眩暈めまいに襲われる。気を抜けばその場に崩れ落ちてしまいそうだった。


    　真っ逆さまに落下した仔が呻うめく。空中で回転することもなく、ただずしんと落下したオオカミは衝撃で動けなくなっているようだった。


    　首の骨でも折れていれば儲もうけものだが、私が無事である以上、奴も無事と見るべきだ。


    　そして攻撃手段がない今、奴に近づくのは危険だ。


    　首を巡らす。


    　一階は瓦礫と砂さ礫れきの山だった。下へ続く階段は水没している。門もん扉ぴの前には瓦礫が積み重なり、櫂かい船せんも落石でボロボロの状態だった。


    　私は中庭の穴へ向けて駆け出す。


    　そうしている間にも上階から石が落ち、砂が落ち、ばちばちと音を立てている。


    　すん、と軽く匂いを嗅かぐと、それだけで一階の状態が手に取るように分かった。進路を塞ふさぐ瓦礫や、どこをどう通れば前へ進めるのかまで。


    　私は穴へ飛び込み、死した獣の真上に着地する。


    　仔が立ち上がる気配。奴もまたほんのひと嗅ぎで一階の現状と私の位置を把握する。


    　じゃりっ、じゃりっ、じゃりっと朽ちかけた塔の中を怪物が駆ける。


    　一度呼吸した私は気付く。


    　中庭目がけて、天から様々な秘薬が降り注いでいることに。上階に残された赤ずきんたちが私を援護してくれているのだ。


    　紅茶ずきんの青灰色の秘薬。チューリップずきんの鼠色の秘薬。ザクロずきんの黄褐色の秘薬。リンゴずきんの灰色の秘薬。ツバキずきんの淡黄色の秘薬。


    　どれもこれも、私が人間の目で見た秘薬の色とは異なる。狼おおかみの目にはこのように映るのだろう。


    　容器に収められた秘薬とリンゴは次々に獣の身を叩たたき、落とし穴の底をカラカラと叩いた。


    　私は必要な薬の元へ駆け寄る。


    　そこから十秒足らずで仔が穴の中に降り立つ。


    　奴は当然散らばった秘薬の存在に気付いていたが、私に背を向けはしなかった。


    　自信から出た行動ではない。秘薬と私を放置して赤ずきんの元へ向かえば、確実に背後から襲われると感じての行動だ。


    　私は秘薬から顔を上げ、顎あごを奴に向けた。


    　仔は私を威い嚇かくするかのごとく、長く大きく吠ほえた。耳の奥に張った膜がびりびりと痺しびれる。死したジェヴォーダンの獣の体毛までもが震えていた。


    　距離、二十。いや、今の脚なら三十歩。


    　奴と私は同時に走り出した。槍やりを手に向かい合った騎兵が馬の腹を蹴けるように。


    　ざくっ、ざくっ、ざくっと地を蹴る。近づくにつれ、奴の姿が大きくなる。


    　何もかも押し潰つぶすような存在感。かつて私たちが死なせた人々が見た、私たちの姿。


    　十歩。五歩。三歩。


    　奴の口が開く。


    　そう。奴の攻撃部位は「口」のみ。仔は私を殺す時、必ず口を開ける。


    　私は開かれた奴の顎に鼻先を突っ込んだ。


    　怪物は僅わずかにたじろいだが、それはほんの一瞬のことだった。


    　ばくんと口が閉じられ、私の鼻面と下顎が上下からの暴威によってひしゃげる。骨が軋きしみ、内部で血が噴き出し、激痛で目から涙が溢あふれる。


    　そこで初めて、口を開ける。


    　ぶふうう、と。口こう腔くうに溜ためていた甘酸っぱいモノを噴き出す。


    　がぶっと奴は呻うめいた。そして私を解放するが、もう手遅れだ。私は口に含んでいたものを無理やり奴の喉のどに押し込み、嚥えん下かさせた。


    　たったひと口。私が摂取したのと同じ、ひと口。


    　リンゴずきんの秘薬はひと口でも効果がある。まるで猛毒のように。


    　奴は首を振り、たった今飲み込んだものを吐き出そうとした。そして同時に、なぜ自分が気付かなかったのかに思し惟いを巡らせていた。


    　私が口腔に収めたリンゴの匂いは鋭敏な嗅覚で察知することができたはず。なぜそれができなかったのか。


    　呻き声。──答えが出たらしい。


    　そう。変身リンゴを口に入れ、バラずきんの秘薬でリンゴの匂いを消しておいたのだ。


    　だがもう遅い。


    　剛毛が抜け、代わりに小さな白い毛が生えていく。


    　奴も私も知らない。「何に」変わるのか。


    　大きな生物なのか、小さな生物なのか。陸上生物なのか、水棲生物なのか。前まえ肢あしは手になるのか、それとも脚のままなのか。モノを掴つかめるのか、掴めないのか。


    　変異しながら狼ろう狽ばいする怪物目がけて、私は飛びかかった。


    　だが、リンゴずきんの今夜持っていた変身リンゴの中には、熊や狼おおかみ以上に脅威となる生き物は残っていなかったはずだ。変身途中は身動きも取れない。


    　と、奴の前まえ肢あしが翼に変わった。いきなり翼が生えたことで仔は激しく動揺していた。


    　体重を支える後ろ足がもつれ、顔からべしゃりと床に落ちる。


    　私が食わせたのは「カモメ」だったらしい。……「カモメ」の刻印されたリンゴなどあっただろうか。だが、今やるべきは一つだ。


    　その脆もろく細い二本脚を。


    　私は噛かみ砕いた。
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    　ちょうど、一時間が経過したらしい。


    　私の全身を包んでいた剛毛が抜け落ちていく。糸よりも細く脆くなった体毛は僅わずかな空気の流れに溶け、消える。


    　耳に水膜が張り、鼻が粘液で詰まるような感覚があった。


    　鋭敏な嗅覚と聴覚を失うことに大きな喪失感を覚え、視界は徐々に色彩を取り戻していく。


    　鼻と頬ほお、それに下顎あごは骨折して内出血しているらしい。


    　ぽう、と。一階に火が灯ともる。


    　一つ。二つ。


    　時間を置いて、また一つ。


    　赤ずきんたちが灯しているのだろう。


    　私は七色の世界に感動すら覚える。


    「りょうしさん……？」


    　紅茶ずきんは穴の縁から恐る恐る顔を出し、私を見下ろしている。


    　私のすぐ近くには両足を砕かれ、翼をへし折られたカモメが惨みじめな姿をさらしている。


    　まだ死んではいない。


    「やっつけたんですか」


    「ああ。終わったよ」


    「ほ、本当ですか!?」


    　チューリップずきんが恐る恐る顔を出す。


    　続いて顔を出したザクロずきんは困ったように視線を逸そらした。


    　彼女の腕には赤子が抱かれている。怪け我がもしていないようだ。ほっとした。


    「……何か着たら？」


    　私は自分が全裸であることに気付き、ザクロずきんから投げられた布で身を隠す。


    　ザクロ、紅茶、チューリップの順でジェヴォーダンの死体とカモメに変身したままの仔が横たわる落とし穴の中に降りてきた。


    「チューリップずきん！　私がいいと言うまで何もするな」


    　毒霧の秘薬を手に嬉き々きとしてカモメに駆け寄ろうとしていたチューリップずきんが不服そうにこちらを見る。


    「そんな顔をしてもダメだ。それから──」


    　私は振り返る。


    「そこで止まれ、ツバキずきん」


    　穴に降り立った少女はその場に縫ぬい止められた。


    　私は紅茶ずきんに渡された水で傷口を清めながら、問う。


    「……いつからだ」


    「なんのこと？」


    　ツバキずきんの顔から笑みが消えている。


    「いつからだ」


    　たった今質問の意味が分かったとばかりに、女の顔に笑みが広がる。


    「最初からですよぉ」


    「りょうしさん。やっぱりまじょは──」


    　私がその言葉を手で制すると、ツバキずきん以外の赤ずきんたちはしぶしぶといった感じで黙る。


    　そして私の傷の手当てが終わる頃、チューリップずきんが叫んだ。


    「りょ、猟師さん!!」


    　見ればカモメが赤黒く変色していくところだった。


    　剛毛が全身を覆い、目玉が膨らみ、嘴くちばしが顎あごに変わる。体たい躯くが伸び、四肢に筋肉が纏まとわりつく。


    　奴は元の怪物の姿に戻った。


    　ただし、脚はすべてズタズタに引き裂かれていた。骨も肉の内側でへし折れている。走ることはおろか身を起こすことすらできないだろう。


    　こちらに目を向けた仔は恨みがましそうに呻うめいた。


    　途端、ツバキ以外の三人が動き出す。


    　紅茶ずきんは見えない「何か」を手に駆けた。チューリップずきんは膏こう薬やくを発火させ、ザクロずきんは革の水筒を投げつけようと構える。


    「全員動くな!!」


    　私は叫ぶ。怪物の仔はぴたりと動きを止め、残りの赤ずきんたちも当惑しながら私を見る。


    　ボロ布を纏まとった私は冷たい穴底に腰を下ろした。


    「魔女にはしてやられた。こんなやり方でジェヴォーダンを誘導しているとは思わなかった」


    「ゆうどう？」


    　紅茶ずきんが既に息絶えた「ジェヴォーダンの獣」を見やる。


    「ああ。魔女は鼻のないオオカミがきちんと赤ずきんの元へ辿たどり着るよう、『合図』を残していた。ジェヴォーダンは常にそれを辿っていたから君らを逃がさなかったんだ」


    「におい、かげないのにどうやって？　耳？」


    「違う。狼おおかみの耳では君らを追跡することはできても識別することはできない」


    「！　おおかみになってたから、わかるの？」


    　その通りだ。ジェヴォーダンや仔がどうやって世界を知覚しているかを知っている。


    「じゃあ、目？」


    「……狼は人間より遥かに夜目が利くが、その代わりに動かないものを判別する能力はそこまで高くない。目が必要になるのは急に襲い掛かられた時や獲物を追う時、つまり機敏な動作が必要になるときだけだ。だから狼の目は動かないものを曖あい昧まいにしか認識できないんだよ」


    　魔女の正体を告げる前に一つ、私は重要な事実を語らなければならなかった。


    　私は死した怪物をちらと見た。


    「狼は私たちが知っている『赤』という色が見えていないみたいだ」


    「え？」


    「狼の目だと『青』と『黄色』、それに『灰色』しか見えていない」


    　信じられないのなら、リンゴずきんのリンゴを齧かじればいい。私はそう勧めてみたが、誰も首を縦には振らなかった。


    「あの月もリンゴも灰色に見えている」


    「……いみがわからない」


    「生物によって見える色と見えない色がある。狼の場合、『赤』が見えないはずなんだ」


    　手早く発することができ、決して誰にも知られず、後片付けが不要で、それでいて正確に赤ずきんの位置を伝える「合図」。


    　ジェヴォーダンに鼻がないこと、そして魔女だけが襲われなかったことを知ってからずいぶん悩んだ。


    　悩んだ結果、「そんなものはない」という結論に至った。


    　より正確に言えば、「ヒトの知覚の中には」ない。


    「ジェヴォーダンの獣が追跡していたのは──『赤』だ」


    「でも、さっきは赤が見えないって……」


    「狼の目には君らが血を浴びたように毒々しい、赤い姿に見えていた。……想像してみるといい。ほぼ灰色一色の世界に、真っ赤なものが存在したらどれほど目立つか」


    　姿だけではない。


    　あるもののせいで彼女たちが歩んだ跡にも、触れた壁にも、拭ぬぐえないほど真っ赤な痕こん跡せきが残っていた。


    　それが答えだった。狼おおかみになって戦闘している間、振り向いた私を驚かせた見えないはずの「赤」の衝撃。一瞬混乱したがその「赤」の正体に思い至った。


    「そんな赤色、つけられたおぼえはない」


    「いや。君らは毎年必ず、欠かさずつけていたんだ」


    「そうだろう？」


    　私は問いかける。


    「魔女はお前だ」


    　指を差した先で怪物が姿を変えていく。


    「バラずきん」


    　そこに仔の姿はなかった。


    　あったのは、怒りに形相を歪ゆがめた魔女の姿。


    　両手両足を無惨に傷つけられた魔女は犬のように横たわり、私を睨にらみつけている。


    　傷口から流れた血は赤い酒のように筋を作っていた。


    　少女の裸体はしっとりと濡れていた。乱れた金髪は細い腰やまろやかな背に広がり、抜け落ちた数本が腿ももにも絡みついている。


    「……！」


    　赤ずきんたちの間に驚きが駆け抜けた。


    「バラずきんの秘薬だ」


    「……」


    「君たちがつけていたあの秘薬は確かにあらゆる匂いを消していた」


    　ただし。


    「同時に、『狼にだけ見える赤』を君らに付着させていた」


    「バラずきん、君は一度も不用意な発言をしなかったし、ここ数時間の間、完全に口を噤つぐんでいた」


    　今夜を最後の夜だと見定め、用済みの召し使いにも「赤く染まる」香水を与え、ジェヴォーダンの餌えさとした女。


    　変身リンゴとその効果の延長。ジェヴォーダンに使った秘薬を、今夜は自分の正体をくらますために使ったのだろう。


    　姑息にも、自らの死を偽装した女。


    　空が白み始める。どこかで気の早い鳥が鳴き、水面みなもをちゃぽんと魚が跳ねる。


    　蛇の歌声や黄金のリンゴと同じ、存在しえない「狼おおかみの赤色」。


    　それが匂いを消す秘薬の副効果なのか、あるいは別の秘薬の効果なのかは分からない。


    　だが、ジェヴォーダンはずっとそれを追跡し続けていた。……この赤色は人間では決して知覚できないから、使った者はただ「匂いが消えている」だけだと思い込む。


    　今まで誰も気付かなかった。オオカミに立ち向かった者は「人間」だったから。召し使いですら気付けなかった。


    「ああ、だから──使わなかった私だけがいつも助かるのねぇ」


    　ツバキずきんが呟つぶやく。その通りだった。


    　先ほど狼に姿を変えた時、一人だけ体臭が消えていない赤ずきんがいた。


    　ツバキずきんだった。しかし振り向くと、彼女だけは背景と同じ、薄汚れた黄色に見えた。


    　狼に変身した私は鼻が利くのでその姿を正確に認識することができた。


    　だが嗅覚を潰つぶされたジェヴォーダンの獣にとって、ツバキずきんはさぞ認識しづらい存在だっただろう。あるいは高齢で視力も弱くなっていたのかもしれない。


    　イラクサに突っ込むことを避けようとしたり、頭部に銃弾を受けて妙に慎重になったのも、眼球を傷つけられるのを恐れての行動だった可能性もある。


    　ザクロずきんが警告した通り、ツバキずきんは毎年配られる香水を使わなかった。おそらく臨死の興奮を味わうためだ。誰よりも死の恐怖に魅せられた彼女だけが、皮肉にもジェヴォーダンの索敵を免まぬがれていた。


    　塔にたどり着くまでもそうだ。


    　ザクロずきんと合流した後、私たちは香水を使った。


    　あのとき、私たちの全身にべっとりと「赤」がついた。


    　私たちは荷に車ぐるまに乗ったが、霧状に散った秘薬は空中やそこかしこの地面に赤い痕こん跡せきを残していたはずだ。


    　ザクロずきんの赤ん坊をジェヴォーダンが見つけられたのもこのせいだろう。バラずきんが丁寧に赤ん坊に噴きかけていた。


    　一定距離まで近づいてしまえば点々と残された「赤」に頼る必要はない。塔に着いてからの奴は音を頼りにこちらの行動を探っていた。


    　ただ、奴が明らかに視覚に頼ったことが一度ある。


    　中庭での攻防の際、奴は「透明で」、「匂いがなく」、「静物なので音が立つこともない」、つまり「絶対に知覚できないはずの物体」を知覚していた。


    　ジェヴォーダンはあの時、香水によってついた「赤」を見ていたのだ。


    　私たちには見えない色を。


    「魔女と召し使いはこれまでバラずきんの秘薬を使わなかった。密かにすり替えて、『色』をつけなかった。……召し使いに関してはおそらく、今夜以外は」


    「紅茶ずきんとザクロずきんはジェヴォーダンの手を逃れたことがあるそうだね」


    　二人がびくりと肩を震わせる。


    「紅茶ずきんはおそらく、狭い室内で香水が飛び散ったから助かったのだろう。あの『赤』は泥のように透明度が低い。時計のガラスにべったりとこびりつけば中は見えないし、元の性質が香水のようなものである以上、川を泳げば自然と落ちる」


    　紅茶ずきんとザクロずきんは顔を見合わせ、目を白黒させた。


    　私は魔女に問う。


    「それからお前は何食わぬ顔で私たちと共にオオカミから逃げ惑った。私たちより有利な立場に置かれていたが、絶対にオオカミに襲われないわけではない。そうだろ？」


    　そこが魔女の狡こう猾かつなところだ。


    　魔女は「絶対にジェヴォーダンの獣に襲われない」わけではなかったのだ。


    「お前は本気で私たちに協力した。だから誰もお前が魔女だとは気付なかった。……だがジェヴォーダンの獣が死んだことだけは完全に想定外だった」


    　魔女に目を向けた私は痛む脚に鞭むち打うって歩き出した。


    「ジェヴォーダンの獣が死ぬというのはお前にとって最悪の事態だった。何せお前は予告によって直接赤ずきんに手を下すことができない。しかも召し使いまで殺してしまった」


    　私は魔女を見下ろしながら歩いた。


    「だからお前は考えた。『なるべく自然な方法で、赤ずきんたちを追いつめる方法はないか』と。いざというときのために狼おおかみへの変身リンゴを隠していたんだろう？」


    「……別の生き物に変身しても、結局自分で殺すなら同じじゃないのぉ？」


    　ツバキずきんがうそぶく。


    「こいつは一度も君たちを直接狙ねらわなかった」


    「え？」


    「こいつの狙いはあくまでも私だった。君らに直接危害を加えることはできなかったし、しなかった。つくづく巧妙だ。実際、一度だけ不用意な行動を取ってくれなかったら見破れなかったかもしれない」


    　ジェヴォーダンに比べ攻撃の手数が少なかった理由はそこにある。こいつは床を崩落させたり逃走を迫ることで巧妙に赤ずきんを誘導していた。


    　殺すのではなく、事故死させようとしていたのだ。


    　それに気付いたのはツバキずきんを直接攻撃しそうになって躊ちゆう躇ちよする姿を目にしたときだった。


    「お前はジェヴォーダンが仔を産んでいることを知っていたんだろ？　そしてそれを『利用できる』と考えた」


    　おそらく本物のジェヴォーダンの仔は魔女が変身した狼おおかみより小柄だったのだろう。


    　私たちが聞いたのは、ジェヴォーダンの仔が八つ裂きにされる音だったのだ。


    「私はお前が寝入ると同時に『化けた』。リンゴずきんから事前にもらっていたリンゴを使ってね。そして現れたあの女の仔を殺した」


    　魔女は肩を上下させていた。顔は可か憐れんなバラずきんのままだったが、目つきと声が違う。


    「殺した後で一度人間の姿に戻った。それから悲鳴を上げ、死んだ仔を八つ裂きにした」


    　僅わずかな興奮を帯びた声音。


    「私が不用意な行動を取ったと言いましたねお前」


    「ああ」


    「いつ？」


    　耳に氷の槍やりを突き立てられるような感覚があった。問いではなく、尋問。


    「私は手がかりになるものなど何一つ残さなかったはず。お前はいつ、私を疑った？」


    「仔のふりをしたお前に追われて部屋に飛び込んだときだ。ツバキずきんがこう言った。『オオカミが薬を使うかもしれない』と。現にあの時お前はそうしようとしていたはずだ。体当たりで破れない扉をザクロずきんの薬で崩そうと考えたところだった」


    「……」


    「だがザクロずきんがそれを否定した。『初めて自分たちと会う奴が薬の効果と使い方を知っているわけがない』と。お前は確かにそうだと考えた」


    「そして最も合理的な行動を取りましたよ」


    「そうだ。『鼻』も使わずにな」


    　魔女の顔に初めて小さな汗が浮いた。脂汗と呼ばれるそれは彼女の柔肌をなかなか伝おうとせず、額で玉となっている。


    「狼は人間がまばたきをするのと同じように、鼻を使って周囲の状況を確認しようとする。なのにあの時お前は完全に足を止めて『思考』に入った。狼としてありえない行動だ」


    　今の私は狼の嗅覚がどれほど強力な感覚器官であるかを知っている。


    　そこで私の胸中に違和感が萌きざした。


    　仔の見せた行動は確かに合理的だった。


    　合理的すぎて、不自然だった。


    「私はあの時こう考えた。『こいつも実は人間なんじゃないか』と」


    「……」


    「仔オオカミに人間が成り代わっているとしたら、その可能性のある奴は二人しかいない。リンゴずきんか、お前」


    　秘薬の効果だけ考えるとリンゴずきん。偽装の可能性を考えるとバラずきん。


    「だが、私はリンゴずきんが首をもがれて死ぬところを見た。お前しかありえなかった」


    　魔女は嘘うそがうまかった。ただ、嘘に頼りすぎた。


    　連ねた嘘は一つバレた瞬間、他の嘘もバレるようにできている。腰に生まれた生地のほつれが襟や脇を伝って袖そでへ至るように。


    「話は終わりだ」


    　銃を持たず、剣も持たない私が魔女を見下ろした。


    　脚を傷つけられた彼女はもはや私たちから逃げることができない。


    「お前の時代がどうなのかは知らないが、今の時代には『裁判』と『弁護人』というものがある。申し開きをするつもりなら呼んでやる」


    　もちろんその時は棺かん桶おけの準備も進めておく。


    「罪を償つぐなってもらう。観念しろ……！」


    　魔女は顔を伏せていたが、やがてくつくつと嗤わらい出した。


    　身の毛もよだつような悪魔の嗤いではなかった。悪戯いたずらが露見した子供のような、どこか余裕のある笑い。


    「驚きました。まさかお前のような若造に見破られるとは」


    「……リンゴずきんの手記があったおかげだ」


    「手記……。そうね。そんなものがあったと言っていましたね」


    　魔女の顔に得体の知れない感情が過よぎった。それは一瞬のことで、まばたき一つを終える頃には冷笑に塗り潰つぶされている。


    「称賛してあげましょう」


    　魔女はしどけなく崩した体勢を少しだけ整えた。未成熟な肉体の胸元を手で隠した魔女は、明るい青の瞳ひとみで私を見据えた。


    　妖よう艶えんな微笑。心の底まで覗のぞき込むような目。


    　背に冷たい汗が浮かぶ。


    「申し開きはしません。もちろん、謝罪も弁解もしない。私はお前が知っている通りのことをした。多くの赤ずきんが死ぬように仕向け、罪のない若い赤ずきんを化け物にしました。あの子は、化け物にされたときに私が身につけていた赤色を目印にして本当にうまくやってくれました。でも結局私は生き延びている。哀れな子ね」


    「……」


    「私はこれらのことを数十年、隠し通してきました。あなたにこの意味が分かるかしら？」


    　分かる。分かりすぎるほどに、分かる。


    　こいつは本物の「魔女」だ。人智を超えた存在。人を見下すことを許され、人に見上げられることを当然とする存在。


    「取り引きをしてあげてもいい」


    「取り引き……？」


    　口にした直後、私は後悔した。


    　今のは一いつ蹴しゆうすべき場面だった。なのに私は──


    「お前は名誉に飢えているでしょう？」


    「っ」


    「私を助けなさい。そうすればありとあらゆる名誉はお前のものです」


    「！」


    　もちろん、と赤い唇が動く。


    「その子たちには死んでもらうけれど」


    　誰かが唾つばを飲んだ。私かもしれなかった。


    「永遠の若さ」


    「！」


    「予言の秘薬」


    「手にしてみたいとは思わない？　頭と心は大人のまま、子供になって人生をやり直すことができる。過ちを回避し、多大な権力を得られる。人々はお前を恐れ、敬い、頭を垂れる。お前を妬ねたみ、お前を羨うらやみ、憎しみの視線を向ける。その心地ここち良さ、どれほどのものか想像できる？」


    「……」


    「これ以外にも私の手元には多くの秘薬がある。他の誰にも決して手に入らない夢幻のような秘薬の数々……効果時間を自在に変えることもできる。私に与くみすればお前は莫ばく大だいな財産を築き、権勢を振るい、人々を従えることができる。愛しい女を若返らせ、無限に睦むつみ合うことも。お前だけの王国を創ることすらできる」


    「そんなもので私は──」


    「お前は満たされているの？」


    　魔女の声は振り下ろされる斧おののごとく私の言葉を断ち切った。


    「違うでしょう？　満たされているのなら幸福であるはず。お前が不幸に身をやつすのは、何かが欠けているからでしょう？」


    　白い指が軟体動物さながらに蠢うごめく。


    「欲望でなければそれは何？　正義？　忠誠？　慈愛？　それとも──贖しよく罪ざい？」


    「っ」


    「私に尽くせば無限の『時間』が手に入る。私はお前の望むすべてを与えてあげられる」


    　しかし、と魔女は私の肩越しに赤ずきんを見た。


    「そちらにつくのなら、お前は望むものを手にできないまま生涯を終えるかもしれない」


    「……」


    「その子たちはお前に何も与えてあげられない。村の連中はお前に分けるほどの財産を抱えてはいない。秘薬の恩恵に与あずかっていた者どもはお前を口封じするかもしれない」


    　魔女の視線が横に動き、私を捉とらえた。


    「獣を殺し、皮を剥はいで、臭い脂と血を浴びて。はらわたを分けて、重い肉を担いで、汗水垂らして売り歩く……そんな人生を死ぬまで続けたいの？　そんな人生をあなたは望んでいたの？　そんなことのためにあなたは生まれてきたの？　……違うでしょう？」


    　魔女が手を差し出した。


    「人は幸せになるために生まれてくる」


    　脚の傷口から流れ出す血はまるで紅玉の鎖のように手足を飾っている。


    「満たされるために知恵と力を尽くすことは卑いやしいことでも浅ましいことでもない」


    　言葉が心臓に絡む。


    「私と共にいらっしゃい。人の身では決して味わえない幸福に溺おぼれさせてあげる」


    　差し出された手から血が滴したたった。床で跳ねた血は花弁のようにも見えた。


    「……バラずきん」


    　渇いた喉のどから声を絞り出すのに、数分の時間が必要だった。


    　魔女は悠然とした笑みを浮かべていたが、徐々にそれを強こわ張ばらせた。


    「確かに、私にも欲しいものはある」


    　名誉。喝かつ采さい。羨せん望ぼう。


    　人にちやほやされること以上に私を満たすものはない。


    　白状してしまえば、私は今夜の出来事に誇らしさを感じていた。


    　ジェヴォーダンの獣を討ち取ったこと。魔女の正体を見破ったこと。四人の赤ずきんを護まもりきったこと。


    　そのすべてを吹聴して回りたかったし、称賛されたかった。


    　私は私の罪を直視しながらも、それを生んだ私自身の浅ましい性格だけは変えることができなかった。


    　贖しよく罪ざいに伴ともなう暗い喜びと、己の功を声高に叫びたい欲望。私はその二つと死ぬまで戦い続けなければならない。


    「だがもういい。そんなものは私には要らない。私は……」


    　砂の混じった苦い唾つばを飲む。


    「私は、誰かに賞賛されるような人間ではなかった」


    「……」


    「私は平凡な人間だ」


    　そして、それでいいと思えた。誠実に、清廉な人生を生きること以上に誇らしいことなど、おそらくほとんどない。


    　それに、と私は続けた。


    「仮に私の身の上が潔白だったとしても、お前の力など授かるつもりはない」


    　魔女の秘薬。魔女の知恵。魔女の力。


    　そんなものを使って得た名誉が私に属するわけがない。


    　それは魔女の力であって、私の力ではない。


    　誰かの力でのし上がり、誰かを騙だましてのし上がっても、結局私は惨みじめなままだ。


    「卑ひ怯きような力で満たされるぐらいなら、私はこのままでいい」


    　その瞬間、私の胸の奥で誰かが呻うめいた。気のせいか、そいつの声は私に似ているようだった。名誉のために誇りを捨て去った、愚かな頃の私に。


    「お前が本当に何でもできるとは思わない」


    　私は魔女の顔を窺うかがった。金髪が枝し垂だれたせいで、その表情は影に覆われている。


    「お前には夫がいたんだろう。お前を娶めとった王様が。そいつはどこに行った？　どうしてお前と一緒にいないんだ？」


    　私はそっと、言葉を添えた。


    「お前は捨てられたんじゃないのか？」


    「……！」


    「お前はそれを老いのせいだと思っているのか？　……違う。お前に女としての魅力がなくなったから見捨てられたんじゃない。お前の男はお前の人間性に失望したんだ」


    「……黙れ」


    　金髪が炎のように揺らめいたが、私は怯おびえなかった。


    「分かっているはずだ。いくら秘薬によって魅力的に見せかけても愛する人の心は戻らない」


    「黙れ……！」


    「愛しい相手のために誰かを踏みにじるような恋情に美しさはない」


    「黙りなさい!!」


    　断じる。


    「お前は醜みにくい女だ」


    　数秒の間を置き、魔女の顔から怒りが消える。


    　取とり繕つくろうかのような無表情だけが残された。


    「……そう」


    　魔女は興ざめだと言わんばかりの目で私を見つめていた。


    　その所作に異様な気配を感じた私は駆け出そうとしたが、手遅れだった。


    　魔女は既に「何か」を手にしていた。赤く透けた「何か」。


    （！　まさか……）


    　紅茶ずきんの秘薬が乾き始め、魔女が手にしたものの輪郭が露あらわになる。


    　赤く丸いリンゴ。


    　しゃくりと魔女がそれを齧かじった。


    （しまっ──）


    　飛びかかった私の手を、魔女はにょるんと避けた。


    　その白い肢体は不気味にうねり、細長く伸びている。


    　今までの与太話は、時間稼ぎだったのだ。ようやくそれに思い当たる。


    　満身創そう痍いの中、ろくに踏み込まないまま飛びかかったせいで脚がもつれた。


    　落ち着け。あいつは両手両足がダメになっている。特に足はカモメに化けた時、完全に噛かみ砕いた。


    　今更どんな生物に姿を変えたところで逃げ出すことはできない。


    「猟師さん！　何かおかしいですっ！」


    　私の手を逃れた魔女の体色は緑褐色に染まり、口は耳まで裂け、肌はてらてらと輝き始めていた。


    　手足は体側にぴったりとくっつき、腹部には白い筋肉らしきものが広がっている。


    「まさか」


    　私は血の気が引くのを感じた。


    「蛇だと……!?」


    　そういえば、地下で水を流し込まれたあと、ツバキずきんが言っていたではないか。


    「蛇のリンゴが消えている」と。


    「へ、蛇？　こんな場所で蛇になんて化けて一体何を……」


    　違う。逆だ。この場所で蛇はまずい。蛇に手足はない。負傷した部位は身体からだを動かす上で障害にならない。夜が明けているので変身している一時間は蛇の知性になるのだろうが、逃げられたら厄介だ。


    「捕まえろ！　蛇は外の堀を泳げる！　逃げられるぞ!!」


    　私たちは一斉に駆け出したが、ふた呼吸は遅かった。


    　細長く伸びた魔女は既に土壁を這はい上がるところだった。穴を出られたらその先は瓦が礫れきの山。蛇が身を隠すには格好の環境だ。


    「愚か者ども」


    　金髪をうじゅうじゅとくねらせながら、私たちを見下ろす魔女は哄こう笑しようを上げた。その腹部は壁面にへばりついている。


    「そこで待っていなさい。ありとあらゆる恐怖の雨をお前たちの頭上に降り注がせてやる」


    　今や頭部が丸まり、体側に折りたたまれた手足も緑褐色に変わりつつあった。


    「生まれて来たことを後悔しながら殺してあげ──」


    　ぼたり、と。魔女が穴に落下した。


    　それは寿命を迎えた虫が樹上から落下するような、滑こつ稽けいさすら感じさせる光景だった。


    「ぇ。あ……？」


    　魔女は縮んでいく手足を見つめながら愕がく然ぜんとしていた。


    　手が、鰭ひれに変わっている。


    　そして魔女の両目は徐々に左右に離れていく。頬ほおの辺りからは弾力のある針のようなものが伸び、しなり、揃そろえられた脚にひらひらとした布のようなものが広がった。


    　髭ひげ。それに鰭。蛇にはそのどちらもない。


    「な……んで……」


    　魔女は自らの身体からだが押し潰つぶされた革袋そっくりに変わっていくのを呆ぼう然ぜんと見つめていた。


    　ナマズだ。魔女は蛇ではなく、ナマズに変身している。


    　リンゴを間違えたのだろうか。いや、そんなはずはない。


    　口にしたのは間違いなく「蛇」の刻印がなされたリンゴだ。


    　ただし、それを作ったのは魔女ではない。


    「なん、で……!!　なん……で……!?」


    　私の脳裏にリンゴずきんの控え目な笑みが浮かんだ。


    　手記に残された羨せん望ぼうの文字とは縁遠い、淑しとやかな笑み。


    　私は「熊」のリンゴを食べて「狼おおかみ」に変身した。先ほど彼女に喰くわせたリンゴにも「カモメ」の刻印など入っていなかったはずだ。


    　今夜、リンゴずきんは刻印と実際に変身する生物を異なるものにしていたのだ。


    　手記で宣言した通り、魔女を殺すために。


    　最後の最後に、召し使いの刃やいばが主を刺した。


    「ア、かっ……！」


    　見る見るうちに魔女が姿を変えていく。


    　身体は縮み、顔は魚のそれへと変わり、歯が口内に引っ込んでいく。


    「い、やだ……！　わたし、を、おいて」


    　その喉のどから、身の毛もよだつ咆ほう哮こうが上がった。


    「×ｒｋうｍｒおォォォォォォッッッ！！！！！」


    　それが、魔女の最期の言葉となった。


    　全身を覆う緑褐色の皮膚。ずんぐりした体たい躯く。頬に伸びた髭。


    　土の上に放られたナマズはびちっびちっと惨みじめに跳ねた。


    　ナマズは口をぱくぱくさせていたが、もはやできることなど何もない。


    　恨めしそうな顔にも、乞うような視線にも、人間らしさは残されていない。


    　私が魔女に伸ばした手を、誰かが払いのけた。


    　ザクロずきんの赤子が私の胸に押し付けられる。


    　四人の赤ずきんの影が哀れな魚を覆った。


    　紅茶ずきんが、ナマズの口を両手でこじ開けた。


    　ザクロずきんが、小石を胃袋に流し込んだ。


    　チューリップずきんが、その口を縫ぬい合わせた。


    　最後にツバキずきんがナマズを抱き、軽くキスをする。


    「さようなら。とっても愉たのしかったですよぉ」


    　赤い光沢を持つ黒髪の赤ずきんは、冷笑のようなものを浮かべた。


    「私たちからのお礼です。残された時間、たっぷり愉しんでくださいねぇ」


    　腹を膨らませたナマズは二階の窓から堀へ投げ込まれた。


    　緑褐色の魚は鰭ひれで水を掻かいていたが、ほとんど前へ進むことなく水底へ沈んでいく。


    　魚類は痛覚を持たないと言われている。


    　リンゴずきんの秘薬の効果が続く間、彼女は必死に知恵を絞るのだろう。泳ぐことのできない魔女へと戻る、その時まで。


    　見れば白んでいた空は紫から水色へ変わっていくところだった。


    　星々が眠たそうに瞬き、鳥が元気よく鳴いている。


    　じきに日が昇る。赤ずきんたちは目に涙を浮かべ、がちがちと歯を鳴らしながらこの恐ろしい一夜のことを語るのだろう。


    　だが今の彼女たちにそんな様子はない。


    　影に覆われた顔にどんな表情が浮かんでいるのか、私には分からない。


    　私は炎に照らされ、長く伸びた赤ずきんたちの影を見つめていた。


    　黒く長い影は、何かに似ていた。


    　私はそこに、私への罰を見たような気がしていた。
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    　墓碑に新たな花を添え、私は胸に手を当てた。


    　僅わずかに灰色を帯びた冬の青空を見知らぬ鳥が飛んでいく。


    　陽は差しているが、風は氷のように冷たい。じきに雪がやって来る。


    （……）


    　オオカミの巨体に見合う墓碑を立てたにもかかわらず、添えられた花の数は少なかった。


    　同情すべき事情があったとは言え、彼女──「ジェヴォーダンの獣」こと「始まりの赤ずきん」はあまりにも多くの命を奪っている。とても被害者とは呼べない。


    　だが私は彼女の魂の安息を願った。


    　獣の姿に貶おとしめられた彼女にこれ以上の罰が必要だとは思えない。


    「死は一切を終えるに非あらず」


    　私は墓碑に刻まれた言葉を指でなぞった。


    　それから帽子を目深に被かぶり、忌いまわしい墓に背を向ける。


    



    　小高い丘を下りきったところでザクロずきんに出くわした。


    「傷はもういいの？」


    「ああ。もう大丈夫だ」


    　私は軽く片腕を回した。


    　顔と顎あごの傷にはたっぷりと膏こう薬やくを塗らなければならなかったが、手足の筋や骨に異常はないようだった。


    「……お墓、ね」


    　紅い粒を髪に散らしたザクロずきんは、少しだけ不満そうに丘の上を見上げていた。


    「必要なことだよ。どういった形であれ、決着をつけるというのは」


    「魔女はどうするの？」


    「堀の水を抜いて、骨を探す」


    　私とザクロずきんはどちらからともなく歩き出した。


    「他の子たちはどうしてる？」


    「どうしてるって……皆、毎日会ってるでしょ」


    　ザクロずきんはふっと相好を崩した。彼女がまだ二十にも満たない子供であることを私は久しぶりに思い出す。


    「私の知らないところで何か苦しんでいるかもしれないだろう？　オオカミが夢に出て眠れないとか、リンゴを食べられなくなったとか」


    「んー……そういう話は聞かないかな」


    「そうか。何かあったら教えてくれ。あんな夜の後だ。心が乱れて病気になったりするかもしれない」


    「お父さんみたいなことを言うのね、あなた」


    　それを嫌がっているようには見えなかった。


    　村の敷地に入ると、枯れ草が靴くつの下でひしゃげた。


    　行き交う人々が私に軽く会釈をし、子供たちはどう反応すべきかを親に目で問うている。


    　私はチューリップずきんを見つけた。


    「猟師さん！」


    　顔を上げた彼女は嬉うれしそうに私に駆け寄る。


    　その手は血に濡れていた。首を掴つかまれているのは二頭の狼おおかみだ。


    「また上手な狼の殺し方を思いついたんです！」


    「そうかい」


    　背の高い少女は誇らしげに胸を叩たたいた。


    「これで次のオオカミが来ても大丈夫ですね！」


    　チューリップずきんは今もなお、護まもれなかった妹のために手を血で汚し続けている。


    「お姉ちゃんは大変だね」


    「はい！」


    　バラずきんの香水を失った彼女の家は、腐った尿を思わせる異臭に包まれていた。


    　私は彼女の家の庭にサルビアを植えた。


    　いつかその匂いがチューリップずきんに届くように。


    



    「りょうしさん」


    　灰色の髪の少女──紅茶ずきんは小さな籠かごを抱えていた。中には薬ではなくパンと葡ぶ萄どう酒しゆが見える。


    「こんにちは。紅茶ずきん」


    「……こんにちは」


    　表情に乏しい少女の声には微かすかな緊張があった。


    「バラずきんの……魔女の家にいくの？」


    「ああ」


    　昨日まで国の調査員が入っていた。


    　秘薬のお得意様である彼らにとって、赤ずきんの中に邪悪な者が紛れていたというのは極めて深刻な問題だ。家探しをするようにして、彼女の家は調べ尽くされた。


    　戦いの最中に失くしたと説明したので、手記は未だ私の手の中にあった。


    　なぜか、召し使いの秘めた言葉を彼らに知られたくないと思ったからだ。


    「一緒に来るかい？」


    「はい」


    　紅茶ずきんは私の服の裾すそをつまんだ。


    　あの夜が明けてから彼女は少しだけ笑みらしいものを浮かべるようになっていた。


    



    　ツバキずきんは誰に言われるまでもなく、バラずきんの家の前にいた。黒髪は今日も赤い光沢を帯びている。


    「あら。皆さんお揃そろいで」


    　言葉の裏側に「私だけ仲間外れね」といった文字が透けて見えるようだったが、咎とがめているようには感じられなかった。彼女はおそらくこの先もずっとこうなのだろう。


    　ツバキずきんは指で扉を指した。


    「中、入ります？　今更何も見つからないと思いますけど」


    「それならそれでいいんだ」


    　重要なのは赤ずきんたちに「もう危害を及ぼすものはない」と確信してもらうことだ。


    　家の中はよく整頓されていた。


    　よく伸びたシーツには花の刺し繍しゆうが施ほどこされ、花か瓶びんには青い花が活けられている。暖炉には冷たい灰が積もり、鍋は逆さにされていた。


    　私たちは誰ともなく顔を見合わせ、家探しを始めた。


    　何かを探すわけではなく、何も見つからないことを確認するために。


    　ベッドがめくれる音。花瓶の花が引っこ抜かれる音。暖炉の灰がかき分けられる音。


    「ねえ。猟師さん」


    　腰をかがめ、戸棚の一つを検分していた私の頭上にツバキずきんの言葉が降りた。水差しを手にした彼女は私の両肩に両肘ひじを乗せている。


    「魔女の名前、手記に書いてありました？」


    「たぶん、これが名前じゃないかと思うものはあったよ」


    「？」


    　私は差し出されたツバキずきんの手のひらに文字を書いた。手記に書かれていた通り、「o」と「e」はぴったりとくっつける。この国でしばしば使われる、「合字」と呼ばれるものだ。


    　œnarillon


    　ウナーリア、とでも呼べば良いのだろうか。


    　ツバキずきんは少し考え込んでいたが、やがて冷笑と共に唇を開く。


    「字、汚かったですか？」


    「ページが相当傷いたんでいて、インクも消えかけていたからね」


    「じゃあ、見間違えても仕方ないですねえ」


    「？」


    「手、出してくれます？」


    　私は抽ひき斗だしを一つずつ検あらためながら片手を差し出した。


    　ツバキずきんの鋭い爪つめが私の手のひらに文字を書く。


    　cendrillon


    「こんな文字だったんじゃないかなって思います。最初の文字は合字じゃなくて、普通に『c』と『e』なんですよ。途中のは『a』じゃなくて『d』」


    「──魔女のことを知っていたのか？」


    「いぃえぇ。私も昔、おばあ様に『お后きさき様の塔』のことを聞いたことがあって。その時にちらっと耳にしただけです。お后様の名前をね」


    　ごとりと木製の抽斗が床に落ちた。


    「ご、ごめんなさい！　手が滑りました！」


    「気を付けてくれ、チューリップずきん。まだこの家は──」


    　私は抽斗を掴つかみ、棚に押し込んだ。


    　そこで気付いた。抽斗が棚の奥で何かに触れている。


    「──？」


    　がこがこと何かにぶつかる音。私は抽斗を再び手前に引っ張り出し、中を覗のぞき込んだ。


    　そこには小さな木箱が隠されていた。


    「猟師さん。それは……？」


    「分からない」


    「なか、とうめいにする？」


    「……。いや、音で分かる。危険なものが入っている感じじゃない。それに危険な品なら調査員が持ち出しているはずだ」


    　私は鍵のついていない箱の蓋ふたをそっと開けた。


    　箱の中には、美しいガラスの靴くつが入っていた。


    　装飾用のようにしか見えないが、実際に舞踏の場で使われたらしい傷きず痕あとが残っている。もしかするとバラずきんはかつてこの靴を履いていたのかもしれない。


    　王様とやらが求婚したバラずきんはきっと見目麗うるわしい少女だったのだろう。


    　だが彼女は年を取り、手にした幸福の喪失に怯おびえるお后様になった。


    　自分の幸福が、誰かの幸福によって奪い去られてしまうと思い違えた。


    　そして、魔女になった。


    「──」


    　私は魔女の安息を祈らなかった。ただ、そっと箱の蓋ふたを閉じた。


    　ガラスの靴くつに注がれる赤ずきんたちの視線を遮さえぎるように。


    



    　それから、幾つかの季節が巡った。


    　水を抜かれた堀の底から、バラずきんの死体が発見された。肉を魚に喰くわれた魔女はすっかり白骨化していた。


    　他の村人と共に堀の底に降り立った私はぎょっとした。


    　泥に埋もれたバラずきんの小さな骸がい骨こつは、ひと回り大きな骸骨にきつく抱きしめられていた。


    　小さな肋骨には手骨が滑り込み、逃れようと伸ばした手すらも大きな骸骨の手が掴つかんでいる。


    　大きな骸骨の姿は暴れる我が子をあやす母親のようにも見えた。あるいは、幸福になろうとする誰かを妬ねたみ、憎む、悪鬼のようにも。


    　大きな骸骨には首から上がなかった。


    　リンゴずきんだ。


    　私はそう直感する。


    　腹に石を詰められていたバラずきんは、一時間後に秘薬が切れ、ナマズの変身が解けてもすぐに浮かび上がれなかったはずだ。


    　溺でき死しするまでに彼女はあらゆる方法で助かろうとするが、もはや為なす術すべはない。力尽きた魔女は暗く深い水底へ沈んでいった。


    　その身を抱きとめたのは、あろうことか自分が死に至らしめたリンゴずきん。バラずきんは身をよじって逃れようとするが、死後硬直したリンゴずきんの指が絡みついた。


    　そして、悟るのだ。召し使いであり、異父姉だったリンゴずきんの執念を。


    　こうして魔女と召し使いは重なり合ったまま泥に埋もれた。


    　私は引き剥はがされる二人の姿を見つめながら、ただその場に立ち尽くしていた。


    　水底で何があったのかは分からないが、想像からは大きく外れていないような気がしていた。


    　ぬかるみとなった地面が、私の靴を飲み込んでいくようだった。


    



    　こうして、「悪い魔女」はこの世を去った。


    「極めて重大な相談」で呼び出されたのは、それからしばらくしてのことだった。


    「極めて重大な相談」とは、ジェヴォーダンを退治した私をこの村の長に据えたいという話だろう。昨夜、ツバキずきんがこっそり教えてくれた。この功績を称えられて、爵しやく位いを授けるという話もあるらしい。


    



    　猟師の間には不文律が一つある。


    　それは「一つところに留まらない」こと。


    　これから私が為すべきは人間の野心と欲望に翻ほん弄ろうされ続け、これからもそうなるであろう赤ずきんたちを護まもること。


    　私が猟師になったのは各地を巡って贖しよく罪ざいをするためだ。


    　赤ずきんを護り慈いつくしむことに生涯を捧げるのであれば、猟師を続ける必要はない。


    　ならば、一つところに留まっても問題はない。


    



    　私を呼びに来たのは四人の赤ずきんたちだった。


    　皆、以前とは顔つきが少し違う。


    　やや神経質だったザクロずきんは、ここしばらくの間でずいぶん優しくなった。


    　紅茶ずきんは少しだけ喜怒哀楽を表に出すようになった。


    　チューリップずきんは狼おおかみに執着する時間が減った。


    　ツバキずきんは少しだけ私に懐なついた。


    　私が何かしたわけではない。


    　あの夜を乗り越えた彼女たちは以前よりも積極的に村長たちと話し合い、生計の立て方や暮らし方を変えた。結果として、性格や立ち居振る舞いも変わっていった。


    　私はそれを近すぎず遠すぎない場所で見守り、時に助言をし、時に諌いさめた。


    「準備、できてる？」


    　私は帽子を被かぶり、頷うなずく。


    「ああ。行こうか」


    　四人の赤ずきんを連れる私の姿は今や珍しいものではなくなった。


    　行き交う人々は私に一礼し、赤ずきんたちに声を投げる。


    「まえよりみんな、やさしいね」


    「うん。変わったね、色々」


    　チューリップずきんがしみじみと呟つぶやくと、ツバキずきんが笑う。


    「変わらないものもあるけどね」


    「君の奇行のことかな、ツバキずきん」


    「あなたのことよ」


    　ザクロずきんが私を通せんぼするように立ち塞ふさがった。


    「そろそろ、教えてくれてもいいんじゃない？」


    「？　何をだい？」


    「ずっと髪を隠している理由。魔女を斃たおしたあの日以来、一度も見せてないでしょ？」


    「……」


    　沈黙がしばらく続く。四人の赤ずきんは私をじっと見つめていた。


    　彼女たちがどんな人物で、どんな過去を持ち、どんな秘薬を作るのか、私はおおよそ理解している。一方で、私の事を知る人間はここにはいない。


    　それは不公平というものだろう。


    　仕方なく、私は帽子を取った。肩に乗るほど長く伸びた髪がはらりと風に梳すかれる。


    　その色は────


    「青い、髪……？」


    　四人の赤ずきんは呆ぼう然ぜんとしていた。私を取り上げた産婆も同じ顔をしたという。


    「珍しいだろう？　人に見られると騒ぎになるから、こうして隠さないといけないんだよ」


    「りょうしさん」


    　紅茶ずきんが私の手を握った。


    「おひげを伸ばさないのもそのせい？」


    「ああ。髭ひげを伸ばすと、皆が私をこう呼ぶんだ」


    　私は恥ずかしながら白状した。


    「──『青ひげ』と」


    「青ひげ？」


    「気持ち悪い名前だろう？」


    「そんなことないですよ！」


    　チューリップずきんが声を大きくした。


    「私たち『赤ずきん』だって他の土地だと変な名前だって言われますよ！」


    「……そうかな」


    「それより、ねぇ」


    　ツバキずきんが私の腕を取った。


    「あの話、しないのぉ？」


    「あの話？」


    「あの塔、今度取り壊されるんですって。それで……」


    「だれかにすんでほしいっていまのそんちょうさんがいってました」


    「できれば塔を怖がらなくて、公平に私たちや秘薬のことを考えてくれる人がいいって！」


    　期待の視線を注がれ、私は目を伏せる。


    「……。私にそんな大それたことはできないよ」


    「できるよ」


    　紅茶ずきんが強い口調で言った。


    「わたしたちもあそこに遊びに行くから」


    「あなた一人だけだと寂しそうだからね」


    「みんな一緒なら何でもできますよ！」


    「ねえ、いいでしょ？　『青ひげ候』」


    　長い沈黙の後、私は口を開いた。


    「……ああ」


    　赤く甘い香りを含んだ風が私たちを通り過ぎた。


    　黒い森に茂る木々がざあっと揺れ、鳥たちが飛び立つ。


    　まるで拍手の音のようだ。


    　そんなことを考えながら、私は赤ずきんたちの手を取り、歩き出す。


    
      〈了〉
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    あとがき


    



    　はじめまして。氷こおり桃もも甘あま雪ゆきでございます。


    　この度は『六人の赤ずきんは今夜食べられる』をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。


    　本作は誰もが知る童話「赤ずきん」に、ちょっとだけホラーテイストを加えたダークメルヘン風味の作品となっております。


    　ご存じの通り、ひと口に「ホラー」と言っても様々な種類がございます。


    　本作では巨大な怪物に追い回されるパニックホラー要素を主軸に、ほんのりサスペンスホラー風味を足たした、割りとごった煮気味の内容となりました。


    　少々気ぜわしいストーリーですが、お楽しみいただけますと幸いです。


    　当初は、「赤ずきん」＋「サスペンスホラー」だけの方がきれいな形に仕上がるかな、とも考えていたのですが、ちょっと刺激が足りないように思われましたので「自分より強大な生き物に追い回される恐怖」という要素を足させていただきました。


    『ガ報』でも書きましたが、私自身、幼少の頃ポメラニアンに追い回されたことがあります。


    　たかがポメラニアンと侮あなどるなかれ。


    　私は路地や抜け道を駆く使しして逃走を図ったのですが、奴は藪やぶを突っ切ってショートカットし、車と車の隙すき間まをするっと通り抜け、ヘアピンカーブを減速することなく駆け抜け、私の逃走経路上に先回りしたのです。


    　私の目に彼（彼女）は小さな犬ではなく、人並みの知能を持った怪物のように見えました。


    （実際はすごく小さいわんわんだったのですが）


    　当時のトラウマが本作を書くきっかけになった……というわけではありませんが、一方的に命を脅おびやかされる恐怖と緊張をご堪たん能のういただけますと幸いです。


    　最後になりましたが、謝辞を。


    　ゲスト審査員の川かわ村むら元げん気き様。ガガガ文庫編集部の皆様。


    　粗あら削けずりな部分の多かった本作を「優秀賞」にご選出いただき、ありがとうございました。まだまだ未熟ではございますが、ご期待に沿えるよう努力を重ねて参ります。


    　担当編集様。


    　受賞のご連絡の際、つっけんどんな対応をしてしまい失礼いたしました。


    （本当にあの時は別の電話だと勘違いしていたんです……）


    　無慈悲な様々なフィードバックをいただいたことで、投稿当初に比べ、内容がより洗練されたように感じております。長いお打ち合わせにもお付き合いいただき、ありがとうございました。


    　素敵なイラストを添えてくださいました、シソ様。


    　キャラクターデザインの部分からお任せしてしまい、申し訳ございませんでした。


    「ずきんは赤い感じで、後あとは名前に合わせて何かこう……いい感じでお願いします」という、今にして思えば大おお味あじ過ぎる依頼にもかかわらず、大変可か憐れんな少女達を描きだしてくださいましたこと、心よりお礼申し上げます。


    　読者の皆様。


    　こうしてお手に取っていただけたのも何かのご縁かと思います。最後までお楽しみいただけましたらこれに勝まさる喜びはございません。


    　引き続き良いものを書けるよう励はげんで参ります。


    　またどこかでお会いできましたら、その際はどうぞよろしくお願いいたします。


    



    
      氷こおり桃もも甘あま雪ゆき

    

  


  
    氷桃甘雪


    Amayuki Koorimomo


    



    本作で第12回小学館ライトノベル大賞・優秀賞を受賞し、デビュー。甘めの名前ですが、ピリッとお楽しみいただけるものを書いていきたいです。よろしくお願いします。
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